
        
            
                
            
        

    





























































































俺の女友達が最高に可愛い。
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　カイこと中村灰が入学した朝城あさぎ高校は、自由な校風が売りの私立校である。

　授業中でさえなければ、携帯電話はおろかゲーム機の使用もＯＫ。

「マジか!?　学校でゲームしていいのか!?」

　骨の髄までオタクなカイは、そうと聞いては志望せずにいられなかった。

　のだが──




「おはよう！　あたし、御屋川みやかわジュンね」




　入学式も終わり、新入生カイたちが各教室に移動して、最初のホームルームが始まるのを待つ時間。

　隣の席に着いた女子から、いきなり話しかけられたのだ。

「お、おは、おはよっ。おおっ、俺おれ、中村なかむらカイっっっ」

　カイは慌あわてふためいて挨拶あいさつを返す。

　自分は別にコミュ障というわけではない。女子とだって普通に話せる（小粋こいきなトークで楽しませるのは無理だけど！）。

　にもかかわらず、これほどキョドってしまった理由は明白。

　相手がとんでもない美少女だったからだ。

　切れ長の目は、どこかいたずらっぽい雰囲気を湛たたえ、オトナでもコドモでもないこの年頃としごろの少女にしか出せない、明朗快活な色香を強く意識させる。

　鼻筋はすっきり通り、唇はほんのり桜色。

　ナチュラルメイクにもかかわらず、ティーン誌の表紙を飾っていても不思議じゃないほど、華のある容貌ようぼうだ。

　明るい色の髪が後ろで一括りにされて、肩先まで波打つように広がる。しかも枝毛一つなくて、教室に差し込む春の日差しすら彼女の魅力として取り込んでしまうように、柔らかな光沢を帯びている。その手入れがどれだけ大変か、家で姉がギャーギャーうるさいので、カイは知っている。

　極めつけは、その立派なバストの破壊力！　年頃の野郎どもの視線を釘づけにしてやまないだろう、ボリューム感に溢あふれている。

「ジュンって呼んでね！　お隣同士これからよろしく～」

　彼女はとびっきりの笑顔のまま、自分を指して言った。

　そう、とびっきりだ。女子特有の、媚こびた感じとかゼロ。眩まぶしいほどに清々すがすがしい。
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「お、俺も、カイでいいよっ」

「じゃあそうするね、カイ！」

（だからって、いきなり呼び捨てかよ！）

　軽くびっくり、息を呑のまされる。

　ただし不快さは全くない。むしろ逆。こんな美少女に、親しげに下の名前を呼ばれて、うれしいやらくすぐったいやらである。

（俺、この学校に来てよかった……）

　あくまでゲーム目当ての志望動機だったが、おかげでまさかこんな可愛かわいくて気さくな子と、お隣同士になれるとは！

　その僥倖ぎようこうを嚙かみしめていると、隣でジュンが学生鞄かばんを開き始めた。

　早やマスコットキャラのアクセサリーまみれになった、女の子らしい鞄だ。

（きっと中から化粧道具でも出てくるんだろうな）

　と思っていたら、またびっくり。

　ジュンがどこか得意げに──スーッと取り出したのは、携帯ゲーム機Switchだったのだ！

　そして、「まるでこの時を待ってました」とばかりにウキウキと、堂々とプレイ開始。

（え？　え？）

　思わずガン見してしまうカイ。

　だってそうだろう？　確かにゲームをする女子なんて、今時珍しくもない。だからって、入学式の日にまでゲーム持ってくるか？　しかも式が終わっていきなり始めるか？　この後すぐホームルームなのに？　いくらゲームＯＫの学校でも、豪胆すぎるだろう！

　──と、そんなカイの視線を感じたのだろう。

「気になる？」

　ジュンはゲーム画面から視線は上げずに訊きいてきた。

「お……あ、ああ。なにやってんの？」

「ブレワイ！」

「え、ゼルダ？　いいなっ」

　カイは隣の席へ向かって、前のめりになる。より近くから、ゲーム画面を見ようとする。

　初対面の美少女との距離をグッと詰める気後れよりも、オタクとしての興味と関心が勝った。

　発売からおよそ一年経たったというのに、まだ話題のこのゲーム。自分も欲しかったのだが、多くない小遣こづかいをやりくりしている身分では、ついつい後回しにしてしまっていたのだ。世の中、欲しいゲームやマンガやラノベが多すぎるのだ。

　ジュンが楽しそうに池へ爆弾みたいなのを投げ込んで、プカーッと浮かんでくる魚を獲とっている様（ひっでー漁法だ！）を、カイも楽しく横から眺める。

「よかったらカイもやってみる？」

「んん……さんきゅ。でも、やめとく」

「そ？　遠慮しなくていいのに」

「遠慮じゃないって」

　例えばマリカーやスマブラのような、ワンプレイが短いアクション物ならともかく、このブレワイはじっくり腰を据えて遊ぶゲームだ。中途半端はんぱに触りたくない。いつか買ってプレイする時まで、楽しみをとっておきたい。もちろん、より深く感動を味わえるように！

　──という趣旨しゆしの話を、早口でまくし立てる。

　そう、オタクのサガで思わずまくし立ててしまってから、

（初対面だし、引かれるかな……？）

　と軽く後悔した。が、

「わかる！　そうだよねっ。触っちゃダメだよねっ。ごめん、あたしが悪かった！」

　ジュンはゲームから顔を上げると、こっちを向いて、屈託くつたくなく笑った。

　また、とびきりの笑顔を見せてくれた。

　カイなどはもう、その魅力的な表情に見惚みとれるやら、「まさか女子にこのゲーマー魂がわかってもらえるとは！」と共感を得られた感動やらで忙しかった。

「それにさ──」

　興奮冷めやらぬまま、ジュンに告げる。

「──ゲームなら間に合ってるから」

　自分も学生鞄から、スーッとマイSwitchを取り出す。

「あはっ♪　フツー入学式まで持ってくるかなあ？」

「と、フツーじゃない人に申されましても」

　軽口を叩たたき合いながら、カイはSwitchを起動させる。

　今のはなんだか、昔からの友人同士みたいな呼吸だったと思いつつ、モンハンを始める。

　カイとジュン。

　隣り合った席同士で、それぞれがゲームに夢中になる。




　だから、二人は気づいていなかった。

　この日このタイミングで、いきなりゲームを始めたカイたちに、周囲は軽く引いていた。

　二人を遠巻きにしつつ、「え、この人たちなにやってんの……」という顔つきになっていた。

　特にジュンは目立つ容姿をしているので、話しかけてみたい者は男子にも女子にも大勢いたのだが、この雰囲気の中では近寄るのも躊躇ちゆうちよする。

　ゲームをしながらも気安く声をかけ合っているのは、カイとジュンの当人たちだけ。

　つまりはある意味で、「二人の世界」を作り上げていたのだ。

　他ほかの誰だれにも立ち入れない空気感を、早や醸し出していたのだ。

　ごくごく普通っぽい男子と、めちゃイケてる女子──傍はたから見れば、まるで別世界の住人に見える二人が、しかしゲームという一つの趣味を媒介ばいかいにして！




「それ、ＸＸ？　金雷公きんらいこう狩り？」

「脚装備いくらでも欲しくて」

　ブレワイしながらのジュンの問いに、モンハンしながらカイは答える。

　件くだんの装備のデザインがエロいからという理由はさすがに黙る。

「でもさ、モンハンって新しいの出たよね？　それ古くない？」

「いや、そりゃＷ出たけど……あれＰＳ４だし。学校に持ってくるわけにはいかないし」

　据え置き機じゃないSwitchでできるのはＸＸしかないから、もう古いシリーズなのは承知で遊んでいるわけである。

「家に帰ったらそりゃＷやるよ」

「え、持ってるの!?」

　ジュンはまた画面から顔を上げ、こっちを向いて訊いてきた。

「まあ。小遣い貯めて」

　ＰＳ４本体も高かったし、むしろブレワイを見送り続けた最大原因と言っていい。

「いいなあ～」

「ジュンさ──ジュンは持ってねえの？」

　さん付けで呼ぶか一瞬迷った挙げ句、相手の流儀に倣ならって呼び捨てにしてみる。

　ジュンは気にするどころか、カイのささやかな葛藤かつとうにも頓着とんちやくした様子はなく、

「ここんとこ、欲しいマンガと円盤とリップとサンダルの新作が出すぎでさ～」

「そ、そうか……」

　カイが今まで会ってきた中には、「マンガも読むけどオシャレが最優先！」という垢あか抜けた子や、「アニメ大好き！　オシャレ二の次！」というオタク女子が、どちらも普通にいた。

　だが、ジュンのような「どっちも譲れない！」って感じの子は初めて会った。

　というか、モンハンみたいな血沸き肉躍るゲームに関心がある女子自体、初めてだった。

　ジュンという少女に、ますます強い関心を抱かずにいられなかった。

　その彼女が熱の入った口調で続ける。

「それにＷってなんかメチャクチャ仕様変わってそうじゃない？　従来プレイヤーとしては、これまで通りのプレイ感覚なのかなって不安になるじゃない？　様子見したくなるじゃない？」

　わかる。

　超わかる。

　実際、自分も購入を迷ったクチだった。

　だからカイもゲームを止やめ、ジュンの方を向いて力説した。

「これまで通りのプレイ感覚を裏切らないし、新要素も全部面白おもしろいぜ！」

　同じモンハン愛好者として、そして少しだけ先を行く者として、新たな喜びの地へと導かずにいられなかった。

「いいなあ～」

　と、ジュンは心底羨うらやましそうに身悶みもだえする。

　おっきなおっぱいまでぷるぷる揺れる。

「……やってみたいか？」

「やってみたい！」

　おずおずと訊たずねたカイに、ジュンは力いっぱい即答。

　そんな彼女の態度に勇気づけられ、カイも意を決する。




「じゃ、じゃあ、俺んち来るか？」




　震え声になりながらも、はっきりと口に出して誘ってみる。

　いきなりすぎると、呆あきれられるだろうか？

　知らない男子の家に行くわけないでしょと、笑われるだろうか？

　冷たく断られるだろうか？　嫌われるだろうか？

　と──そんな風に思い悩む必要はなかった。




「行く！」




　果たしてジュンは「にっ」と男の子みたいな表情で笑うと、今度もまた打てば響くように、即答してくれたから。





◇◆◇






「来るんかよ！　──って思ったなあ、あの時は。マジで」

　Joy Conを激しく操作しながら、カイは呟つぶやいた。

　左右分割されたテレビ画面の右側で、自機であるモートンがホネホネさばくのインのインのインを、キノコダッシュで突っ切っていく。

「カイの方から誘っといて、それひどくない？」

　Joy Conと悪戦苦闘しながら、ジュンが形のいい唇を尖とがらせた。

　分割されたテレビ画面の左側で、彼女の操あやつるしずえさんが、ショートカットを決めたカイのモートンに、置き去りにされていく。

　放課後。

　カイの実家の二階にある、自室でのことである。

　六帖ろくじようの洋間に、勉強机とベッドと本棚、テレビ等々という調度。

　ポスター類は今一番フェイバリットな一枚だけを貼はるというのが、ちっぽけながら譲れないカイの主義。神奈月かんなつき昇のぼる神の描いた「ゴブリンスレイヤー」……に登場する四ヒロインたちが、艶あでやかな水着姿で天井てんじようを彩いろどっている。えっちい。

　アニメキャラのフィギュアは欲しいけど、高校生では手が出ない。

　そんなごくフツーのオタク部屋、でも全くフツーじゃない美少女と、ベッドに並んで腰かけてマリカーに興じる。

　これが今や、カイの日常だった。

　ジュンと一緒に遅くまでゲームやったり、マンガの回し読みしたり、録画したアニメ観たり。

　時には推おしキャラの相違で口論することもあるけれど、基本的には趣味バッチリだし、これほど馬が合う相手も今までいなかった。

　生まれて初めてできた、女友達。

　いや、もはや無二の親友か。

　これがフツーかフツーじゃないかの判断は誰かに任せる！

　ともあれジュンは、あれから週五のペースでカイの家に遊びに来る。




　そう、あれからだ。

　カイがジュンと出会って、早や一年が経っていた。

　二人は二年生に進級し、また同じクラスになった。

　今日がその始業式だったのだ。

「思えばこの一年、いろいろあったよなあ」

「噓うそじゃん。毎日一緒に遊んでただけじゃん」

　とマリカーの傍かたわら、とりとめもなく始まったこの会話。




「あん時のジュン、そんなにＷやりたかったわけ？」

「やりたかった！」

「知らない男の家に遊びに行くのって、恐こわくなかったのか？」

「どうせ親御さんとかいるだろうし、へーきへーきって思ったの」

「ウチが明らかに一人暮らしのアパートとかだったら、どうしたんだよ？」

「玄関前で噓八百いいわけ並べて、回れ右した」

「まあ、そりゃそっか」

「つーか、あたし。こう見えてガード堅いからね？」

　ジュンがJoy Conをポチポチしながら、真面目まじめ腐って言った。

「とか言いつつ、俺のモートンにぶち抜かれる奴やつー」

「今、ゲームの話してないじゃん!?」

「ジュン、下手すぎ。プレイ雑」

　カイは横目になって、勝ち誇った視線を向ける。

「とかエラソーに言いつつ、あたしの生足チラ見する奴ー」

「はぁっ!?　おまっ言いがかりは──」

　ジュンにからかわれ、思わず目を吊つり上げる。

　でもダメだった。

　ベッドの隣で、ジュンはあぐらをかいている。

　それがゲームに集中できる姿勢なのだろうが……何しろスカート丈が短いので、生足見放題どころか、本来は隠されているべき白い布地までチラッと「こんにちは」していたのだ。

「パンツめくれてんぞオイィ」

「隙すきあり、カイ！」

　せっかく人が注意してやったのに、ジュンは意にも介さずゲームに専念。

　彼女のしずえさんがモートンをまくり返し、そのまま無情にゴールをキメた。


「やった勝った勝ったー！！！！」



「こんなん認めねええええええ」

「ええー、勝ちは勝ちじゃん。人のパンツ盗み見した、えろい人が悪いんじゃん」

　とジュンは言いつつ、スカートの乱れをさりげなく直す。

「カイのえっちー」

　と、まるで少年の純情をからかうように、ニヤーッと人の悪い笑みを浮かべちゃいるが、当のジュンだとて頰ほおがほんのりと赤い。つまりは照れ隠しだとバレバレ。

（ガード堅いが聞いて呆れるぜ……）

　そりゃジュンも最初のころは、人のベッドに乗るのは遠慮したり、お上品に横座りしたり、パンツが見えない振る舞いや所作にも気をつけていた。が、一か月もしないうちに、カイの部屋では無防備な格好を平気でするようになった。

　いちいち注意したら、こっちの方が恥ずかしくなるので、スルーすることも多々だけど！

「もういいから、次行こうぜ。ジュン」

　この気まずい空気を誤魔化ごまかすため、ぶっきらぼうに提案する。

「あ、マリカーはもう勝てたからいいや」

「勝ち逃げかよ!?」

「然様さよう」

「正々堂々勝負しろやコラァ！」

「それより話してたら、久しぶりにＷしたくなったなー」

　ジュンはこっちの了承も得ず、断固とした態度でJoy ConをSwitch本体に戻すと、ＰＳ４の電源を入れた。

「……仕方ねえな」

　カイも渋々Joy Conを本体に戻し、もう一つのＰＳ４を立ち上げる。

　そう──信じられるか？

　ジュンはこの部屋に入り浸るようになってから、なんとマイテレビにマイＰＳ４まで持ち込んだのである。人んちのWi-Fiもジャックして、オンラインの海に接続までしているのである。

　そのおかげで、ただでさえ広くないカイの部屋が、さらに手狭に……。

　部屋に二つもＰＳ４があるのは、そういう理由だった。

「なに狩るよ、ジュン？」

「歴戦古龍ならなんでも」

「いい加減、自分で痕跡集めろよな……」

「そんなこと言わず甘えさせて～。男の甲斐性かいしよう見せて～」

　起動を待つ間に相談していると──そこへ一階から母親の大声が。

「ジュンちゃーん！　今日も晩御飯、食べていくわよねー？」

「はーい！　ありがとーございまーす、お母様ー！」

　ジュンも声を張り上げ、愛想あいそよく返事する。

「誰がお母様だよ、誰が……」

　普通は「カイのおばさん」とか「おばさま」だろうに。

「しょうがないでしょ。いーい、カイ？　女はね、『おばさん』って呼ばれるたびに、一日分歳としをとっちゃうのよ」

「オバサン、オバサン、オバサン」

「あたしの三日返して！」

「とにかくお母様はヘンだろー」

「じゃあ『典子のりこさん』呼びにしようか？」

「やめて」

　同年代の友人が、母親の下の名前を呼ぶの、違和感しかない。

「だいじょーぶだよー。カイのお母さん、盗とったりなんかしないからー。よちよち」

「それは心配してねえけど、おまえ、そのうちホントにウチの子になりそうだよな……」

　クスクスとからかってくるジュンに、カイは半分本音で答えた。

「それ、いーなー。典子さん、料理美味おいしいしなー」

「だから典子さんやめて……」

　ぼやきながら、ＰＳ４のコントローラーパッドを構える。

　立ち上がりの遅さだけが唯一難点の、傑作ハード機がスタート画面をテレビに表示させる。

　ジュンと一緒に「新大陸」へ遊びに行く──







　これがカイと女友達ジユンの毎日。

　ずっと、ずっと続けばいい。

　そう願ってやまない高校生活。
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　オタク同士、多くの趣味嗜好しこうが共通するカイとジュン。

　そして、共通するコンプレックスまで二人は持っていた。

　気づいたのはジュンが先。

　それはやっぱり一年前の、カイたちの入学式があったその日のこと。

　モンハンＷに惹ひかれたジュンが、初めて家に遊びに来た時の話で──







「あたし、学校でゲームしてもマンガ読んでもいいって聞いて、朝城あさぎにしたんだよねー」

「俺おれも俺も！」

　帰宅する道すがら。住宅街を走る公道。カイはジュンと並んで歩く。

「あたしの中学、スマホですら持ち込み禁止でさー」

「うちもうちも！　授業中じゃなきゃ別にいいじゃんか、なあ？」

「ねー！　なんかあった時、お母さんとも連絡取り辛づらいしで、もうサイアク」

「遅れてるよなあ。最近は持ち込みＯＫの学校も増えてきたってネットで読んで、よけいに腹立った記憶あるわ」

「それに比べて、SwitchもＯＫとか朝城ヤバない？」

「ヤバい！」

「でも『本当に、先生に没収されないのかな？』とか『Switch没収されたらあたし死ぬんですけど』とか半信半疑のトコもあったんだけど」

「わかる。実はホームルーム始まるまでドキドキだった」

「でも先生の前なのに、クッパキャッスルでドリフトかましててもスルーだった！」

「教室で二つ名リオレウス狩っても怒られなかった！」

「なんかもうヤバみすごかった！　家で遊ぶ時よりアガった!!」

「自由……てか、解放感がとんでもなかったよな。中学まで抑圧されてた分、よけいにさ。これが高校生かよって感動したし、オトナに一歩近づいたんだって気がした」

「それ！　それだよ、カイ！　いいこと言う！」

「そ、そう？」

　感極まった様子のジュンが、いきなりカイの左腕をつかんでくると、神社の本坪鈴ガラガラみたいに振りたくられる。

　こんな軽いスキンシップでも、思春期の童貞にとっては刺激が強い。まして相手、美少女だし。「こんなんもう腕組んで歩いてるようなもんじゃん！」と内心ドキドキ。「いやいやそれはない」みたいなツッコミ不在。

　それからジュンが先に冷静に戻って、

「けどまー、明日からはほどほどにしないとね……」

「みんなちょっと引いてたよな……反省」

　明日も明後日あさつてもこのままだと、クラスで孤立してしまう。友達ができない。

（それはさすがに嫌だ……）

　自分は決してぼっち気質じゃないし、中学までも普通に仲の良い奴やつらはいた。高校でだってもちろん、別にたくさんでなくていいから、気や趣味の合う友人を作りたい。

　そんなことを考えているとジュンが、

「けどまー、おかげで早速一人ゲットできたけどね？」

　隣を歩きながら、こっちの顔を見て言った。

　ジュンはちょっとはにかみながら、それを誤魔化ごまかすように、いたずらっぽい笑みを浮かべていた。からかい口調になっていた。

　カイの左腕を、ずっとつかんだままだった。

「お、おう。だよな」

　カイは照れ臭くて、気の利きいた返事ができない。

　視線も明後日の方へ逸そらしてしまう。

　でも、ジュンがぎゅっとにぎった左腕を、振りほどいたりはしなかった。

　そして──




「ただいまー！　友達つれてきたー」




　ジュンのおかげで、胸を張って家族に報告できた。

　台所から顔を出した母親を、「ヒェ……あんたにこんな可愛かわいい友達が!?」と仰天させることに成功した。

（俺が一番驚いてるよ）

　と、妙におかしくてならなかった。





◇◆◇






　散らかった部屋を片付けるのにちょっと待ってもらってから、二階の自室へジュンを招く。

「あっ」

　すると部屋に一歩入るなり、ジュンが驚き声を上げた。

　カイはギクリとさせられる。

　女の子に見つかったらヤバいようなブツは、片っ端から隠したつもりだったが、まさか手抜かりがあったのだろうか？

「どどどどどどどどどどした？」

　挙動不審な態度になりつつ訊たずねる。

　するとジュンは天井てんじようのタペストリーを指して、

「あたしもあのアニメ観てたよ！」

　と、うれしげに教えてくれた。

（ヤバいブツが見つかったわけじゃなかった……）

　カイは胸を撫なで下ろす。

　それからジュンと一緒に天井を眺める。

　このころは「りゅうおうのおしごと！」のタペストリーを飾っていた。ちょうどアニメの放映が終わった直後だった。

「なんかアニメの絵柄とだいぶ違う？　原作絵？」

「そうそう。七巻のとら特典」

　しらび神の描いた、五人の女の子たちの集合イラストだ。萌もへ～。

　なお、パジャマ姿のヒロインたち全員が全員、年齢ヒトケタで……いわゆるロリキャラで、これはこれで「女子に見られるのはどうよ？」という代物しろものかもしれないのだが、カイはその辺の意識がもはや摩耗まもうしていた。オタクだった。

　ジュンも平然と受け容いれ、むしろ「可愛いよね～」と相槌あいづち打っていた。オタクだった。

「ちなみにカイはどっち派？」

「『どっち』派？」

　訊きかれ、カイの脳裏のうりに閃光せんこうが走る。

　五人の集合絵を見て質問をするなら、普通は「（この中の）誰だれ派？」と訊ねるべきだろう。

　しかし、ジュンは敢あえて違う表現を使った。そこに意図が隠されている。

　すなわち、著者・白鳥しらとり士郎しろう先生が対比的に描いたダブルヒロインである「あいちゃん」と「天衣あいちゃん」の、いったいどっちが推おしなのかと問いかけられているのだ！

　その機微を、文脈を、行間を、カイは正確に汲くみ取った。

「天てんちゃん派」

　自信を持って即答。

　この間わずか〇コンマ八秒という電光石火！

「だよね！　あたしも天ちゃん派～」

「まだ子どもなのに考え方がいちいち大人びてて、師匠に逆に小言いってくるところなんか特に、味わい深いんだよね。嫁にしたい。でもやっぱ天ちゃん自身じゃどうにもならないところもあって、八一やいちにすがってくるか弱い一面がまた俺の心臓を直撃っていうか、嫁にした──」

　同志を見つけた喜びで、つい滔々とうとうと語ってしまいながら、ハッと我に返る。

（い、今すげえキモいこと口走ってなかった俺!?）

　女子に聞かせる話ではなかったのではないかと、後悔と不安で心臓がバクバク言いだす。冷や汗が止まらない。天ちゃんの可愛さに心臓を射抜かれてる場合じゃない。

　ところが──

「わかりみ深い！　しかも、天ちゃんのすぐには助けを求めないところが、またいじらしいんだよね～。ただ単に素直じゃない性格ってだけじゃなくてさ～、好きな人に認めて欲しいっていう女心の裏返しってのがエモくてさ～」

　と、ジュンは気持ち悪がるどころか、喜色満面きしよくまんめんでオタトークに乗ってきた。

　わーっとハイタッチを求めてきた。

　カイは童貞特有の気遣いで、女の子が痛くないよう恐る恐るハイタッチする。

　一瞬触れたジュンの掌てのひらは、すべすべだった。

　思わず自分の掌を見つめて、余韻よいんに浸る。

　するとジュンが、今度は本棚の前に移動して、

「これ、見せてもらっていい～？」


「……………………もちろん」



　カイは逡巡しゆんじゆんの後、了承した。

　蔵書のほとんどは見られて困るものではないが──中にごく一部──「終末のハーレム」や「魔王の始め方 THE COMIC」といった、決してＲ18ではないがえろえろな作品が、素知らぬ顔で収まっている。もし女子に見つかったら即死なやつだ。社会的に死ぬやつらだ。

（どうかどうか見つかりませんように……！）

　と、お祈りした途端、

「あああっ」

　と、ジュンの驚き声が聞こえて、口から心臓が飛び出そうになる。

「どどどどどどどどどどした？」

　再び挙動不審な態度になりつつ訊ねる。

　ジュンが蔵書の一冊を抜き取り、こちらを振り返り、

「少女漫画持ってるの!?　好きなの!?」

　瞳ひとみを輝かせながら「僕と君の大切な話」一巻を突きつけてくる。

（終末のハーレムが見つかったわけじゃなかった……）

　カイは胸を撫で下ろす。

　それからジュンと一緒になって、

「その作者さん、『となりの怪物くん』のころから好きなんだけど」

「『とな怪』もうすぐ映画やるよね!?　あたしも原作で予習した！　誰推し!?」

「え、『とな怪』の方だとあさ子が一番好きかな」

「あさ子サイコーだよね！　あの子メチャクチャ純粋じゃん一途じゃん友達想おもいじゃん！　いっぱい傷ついてきたからこその芯しんの強さが尊いじゃん！　あたしもあんなコ、友達にしたい！　というか結婚したい!!」

　そこまで早口でまくし立てて、ジュンはハッと我に返る。

　急に視線を逸らして、もじもじしながら、

「い、今のキモかったよね、あたし？」

「いやいやいやいやいやいや！　わかるよ！　超わかる！　『クズの本懐』のえっちゃんも俺好きなんだけど、また違う味わいがあるよな、あさ子！」

「そう！　ほんそれ！」

　恥ずかしく思う必要なんて何もないんだと、必死に訴えたのが功を奏して、ジュンは再び表情をパーッと輝かせた。

「というか、男なのに少女漫画読んでる俺の方がキモくね!?」

「関係ないじゃん！　いいものはなんだっていいよ！」

　再びハイタッチを交わす二人。

「俺、今まで男友達しかいなかったから、少女漫画の話は誰も乗ってくれなくって──」

「あたしも！　寂さびしかった！」

　三たびハイタッチを交わす二人。

「でもジュンは女子なのに!?」

「あたしの友達って、映画とかになるメジャーなやつしか読まない人ばっかなの。『とな怪』の先生の他のマンガも良かったよって推しても『フーン』て！　『フーン』て！　つれぇわ」

「そりゃつれーっしょ！」

　さらにハイタッチ（略）。

「あとねあとね、そのコらと『とな怪』トークしても、どうしても男キャラがかっこいいとか『ハルに抱かれたい』って話ばっかになって、あたしが『あさ子ちゅっちゅしたい』って言っても理解してくれないの！　変人扱い！　他ほかのマンガでも全部そう！」

「俺、『僕君』だったらクラスメイト三人娘の、黒髪ロングの子と結婚したい！　俺の方に振り向いて欲しい！」

「ヤベー！　カイわかってる！」

　ハイタッチに次ぐハイタッチで、途中からパンパン連打モードになりながら、夢中で語り合うカイとジュン。




　少女漫画でこんなに盛り上がったのは、生まれて初めてだった。
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　互いに初めての体験を、二人で一緒にしていた。

（世界はなんて広いんだろう！）

　カイは想いを嚙かみしめずにいられない。

　まさか、こんなに趣味の合う奴がいるとは。

　まさか、こんなに馬が合う奴がいるとは。

　それも同性ではなく、異性に。

　そして、広い広いこの世界で、ジュンと巡り合えたこの奇跡！

　感激を通り越した感動が、カイの胸を深く満たしていた。

　きっと、ジュンの胸も。





◇◆◇






　感動も一頻ひとしきり落ち着いたところで、カイたちは当初の目的を思い出した。

　ＰＳ４を起動させ、モンハンＷの準備を。

　ジュンにはテキトーに座ってもらおうとして、はたと気づく。

　カイの部屋にはソファはおろか、クッションすら用意がない。

　床はカーペットも敷かず、板張り剝むき出し。

「……いつも俺は、こうやってベッドをソファ代わりにしてるんだけど……」

　と、まずは自分がベッドの端に腰かけてみせる。

「……じゃあ、遠慮なく」

　さすがのジュンも最初は躊躇ちゆうちよしていた。男のベッドに腰かけることに、抵抗を覚えているようだった。しかし最後は持ち前の思いきりの良さで、すぐ隣にドスンと腰を下ろした。

　一方、カイは今さらながら、女の子が自分のベッドに座ることに対し、ドギマギしていた。

　ジュンのお尻しりはおっぱい同様、大変に立派だし形がいいし魅惑的だった。そのお尻が自分のベッドの上に！　上に！

　しかもジュンはスカート丈を短くしているので、これでもかとさらされた真っ白な太ももが、カイのすぐ隣にある。思春期男子には充分すぎるほどの目の毒だ。

　さらには、うっかりパンツが見えてしまわないようにと、さりげなくスカートの裾すそ位置を直す彼女の仕種しぐさが、得も言われぬほど煽情せんじよう的に思えた。生ツバを飲み下しそうになるのを堪こらえた。

（そ、そういえば、俺の部屋に女の子を呼ぶのなんて、初めてだよな……）

　開幕からジュンと機関銃のようなオタトークができたおかげで、すっかりはしゃいで失念していたが、よくよく考えればこれはとんでもない事態だと気づいた。

　これ以上は何も考えたくない。考えれば考えるほど、意識してしまう。ドキドキしてしまう。早くモンハン始まって！　ＰＳ４ってなんで起動だけこんな遅いの!?

　──と、内心モヤモヤと独り相撲ずもうをしていた、まさにその時だった。

　事件が起きたのは。




「あっくん、ケーキ買ってきたんだけどオトモダチと食べるー？」

「うおおおおおおノックくらいしてくれよカーチャン!?」




　いきなりドアを開けて顔を見せた母親のせいで、心臓が口から飛び出そうになった。

　いや、別に疚やましいことなんてしてないのだ。ただちょっと……隣同士で距離が近いカナ？　こんなの意識する方がえっちカナ？　とか要らないことを考えていたところへの不意打ちだったので、びっくりしただけで。

「ケーキは後でもらうから。今ちょうどゲーム始めるとこだから」

「あらそう？」

　カイはベッドを立つと、不満げな母親を部屋の外へ追い出した。

　それから元の位置に戻ろうとして、ジュンとの距離感を見直すなら今が好機だと気づく。

（いやいや！　友達になったんだから妙な遠慮はかえって変だろ！）

　結局、同じくらいの近さで腰を下ろす。内心またドキドキしながら。




「あっくん、メッチャ可愛いトモダチつれてきたってホントー？」

「うおおおおおおノックくらいしてくれよネーチャン!?」




　いきなりドアを開けて顔を見せた姉のせいで、心臓が破裂しそうになった。

　別に疚しいことはしてないけど！　してないはずだけど！

「やだマジ可愛いんだけど、あっくんの分際でっっっ」

「ネーチャン……ジュンは見世物じゃないから。モンハンやるからあっち行って」

「なによ、ケチケチしなくていいじゃん。いっちょまえに独占欲？」

「ハイハイ独占欲、独占欲」

　カイはベッドを立つと、不満げな姉を部屋の外へ追い出した。

　二つ違いで、姉弟仲は決して悪くないが、特別いいわけでもない。

　ただ、気づかされた。

　自分が初めて女の子を部屋に呼んでドギマギしているように、家族もまたソワソワしているのだ。カイが連れてきた女友達（しかも美少女！）のことが、気になって仕方がないのだ。




「あっくん、寿司をとったから、ぜひオトモダチに食べていってもらいなさい！」

「だからってトーチャン会社早退までしなくていいだろおおおおおお!?」




　もうヤダこの家族！

　父親も部屋から追い出し、げんなりしながらベッドに腰を下ろす。

　幸いにしてジュンは気にするどころか、くすくすと楽しそうにしていた。

「騒がしくてスマン……」

「全然。家族仲いいんだね？」

「『親しき仲にも礼儀あり』ってカーチャンたちの辞書に書き込んでやりたい……」

「あと、お寿司ゴチでーす」

「うんせめてそれくらい食べていって。元とっていって」

「あとさ、カイ」

「何、ジュン？」

「『あっくん』ってどういうこと？」

　訊かれ、カイは全力でそっぽを向いた。

「おかしくない？　なんでカイなのに『あっくん』って呼ばれてるの？」

　ジュンの追及は厳しかった。

「アーアーアー聞こえない！」

「あたしも『あっくん』て呼んだ方がいい？」

　耳を手で覆い、聞こえないふりをしても、追及の手は緩まなかった。

（できれば知られたくなかった……）

　これも無遠慮な家族のせいだと恨みながら、覚悟を決めて白状する。

「俺の名前、なんて書くか知ってる？」

　この日が入学式で、教室の各自の机には、花とともに名札が置いてあったから、注意していれば目についたはずだ。

「『中村なかむら』でしょ」

「下の方は？」

「『灰はい』って書いて、『かい』って読むんでしょ？　あたしだってそれくらい読み方知ってる」

「それ噓うそなんだ」

「え？」

「ジュンにもホームルームでも『なかむら　かい』って名乗ったけど、噓ついたんだ」

「え？　え？」

「本当は読み方違うんだよ」

「え？　え？　え？」

　ジュンがこれでもかと泡を食った。

　まさか名前の読み方を偽っているとは。これを驚くなという方が無理。

　ただ、それにしても彼女の狼狽うろたえっぷりはひどかったが、この時のカイは気づかなかった。

　そのまま続けた。




「本当は『灰』って書いて、『あっしゅ』って読むんだ」




　心を殺し、抑揚よくようのない口調で淡々と告白。

　ジュンは一瞬、反応できない。

「……は？」

「『あっしゅ』って読むんだ」


「…………」



「ええ、キラキラネームですよ。ＤＱＮネームですよ。笑いたきゃ笑え」

「おじさんもお母様も、真面目まじめそうだったのに……」

「でも、けっこう若かっただろ？　学生結婚だったんだってよ。マンガ家志望とラノベ作家志望の厨二ちゆうに病患者カップルだったんだってよ。ノリと勢いでヤッちゃったしデキちゃったし名づけちゃったんだってよ」

　最後、ヤケクソになって畳み掛けるように説明する。

　ちなみに姉の名前は「小夜曲せれな」という。

　泣けてくるだろ？

「だから俺、家族には『あっくん』て呼ばれてんの」


「…………」



　よほどショックだったのか、ジュンはしばし凍り付いていた。

　それから、震える手でこっちを指して、

「『中村なかむら　灰あつしゆ』？」

「……笑えよ」

「プッ」

「ひでえ！　マジで笑うかそこ!?」

「どっちなのよ!?」

　ジュンの抗議は当然だったが、こっちも複雑な心境を慮おもんぱかって欲しかった！

「……まあ、そういうわけで、気づかなかったふりして欲しい。これからも『カイ』って呼んで欲しい」

「ん。わかった」

　割合あっさりと、了承してくれるジュン。

　もう少しからかってくるかと思ったのだが。

「クラスの皆にも内緒にしとくね」

「さんきゅ」

　これでこの話はおしまい。そのつもりでカイは礼を言った。

　ところが──

　ベッドの隣に腰かけたジュンが、何か言いたげな雰囲気をまとっていた。

　その優美で長い睫毛まつげが、憂いで震えていた。

「どした？」

　大事な話があるなら聞くぞと、カイは態度で促す。

　やがてジュンも腹を括くくって、おずおずと打ち明けた。

「……あたしの名前、どう書くか知ってる？」

「おう。そりゃまあ」

　彼女の机の名札を見た時、珍しい字面じづらだったので記憶に残っていたのである。

　ジュンの名前は「御屋川　純々」と書く。

「『純じゆん』を二つ重ねて、まとめて『じゅん』って読ませるんだろ？　珍しいし、ちょっとひねりがあってオシャレだよな」

「それ噓なの」

「は？」

「あたしもみんなに『みやかわ　じゅん』って名乗ったけど、噓ついたの」

「……マ？」

「マ」

「本当はなんて読むんだ？」

「『ぴゅあぴゅあ』」

「……は？」




「ホントは『純々』て書いて『ぴゅあぴゅあ』って読むの！」




　ジュンはヤケクソになって叫んだ。

　室内に「ぴゅあぴゅあ……ぴゅあぴゅあ……ぴゅあぴゅあ……」と木霊こだました。

　カイは噴き出すのを堪え、震える手でジュンを指し、

「『御屋川みやかわ　純々ぴゆあぴゆあ』？」

「ええ、キラキラネームですよ。ＤＱＮネームですよ」

「おまえのご両親も、マンガ家志望かラノベ作家志望だったの？」

「あたしのオタク趣味は間違いなくあの二人の血よ！」

「家じゃなんて呼ばれてんの？　『ぴーたん』？」

「『ジュン』て呼ばなかったら親でも●すわ」

「中華料理みたいで美味おいしそうだったのに。ぴーたん」

「なんか言った、†アッシュ†くん？」

「すみませんなんでもございません！」

　フライング土下座をキメて謝った。

　しばらくその姿勢でいると、ジュンが不意にまた「プッ」と噴き出す。

　カイも土下座した格好のまま、釣られて笑う。

　そうなると二人とももう止まらない。

「ヤバいね、あたしたち！」

「ああ、ヤベーな」

「まさかＤＱＮネームまで一緒だったなんて！」

「こんな笑えねえ話あるか？」

　そう言いつつも、カイはおかしくて堪らない。

　ジュンもしまいにはお腹なかを抱えて、両脚をジタバタさせる。

　彼女の柔らかそうな太ももが目の前で、健康的且かつ煽情的にぷるぷる揺れた。

　まあ、何はともあれ──

「みんなには絶対秘密ね」

「絶対バレないようにしような」

　──という馴なれ初そめがあったのだ。

　一年前の話である。





◇◆◇






　そして、現在。

　二年の一学期始業式もすんだ、その一週間と少し後。

　今日も今日とて学校が終わるなり、ジュンはカイの家に遊びに来ていた。

　二人でベッドに並んで腰かけ、二つのテレビとＰＳ４を使って、オンラインゲームに興じる。

　十五対十五の戦車で戦うＴＰＳサードパーソン・シユーテイングだ。

　カイとジュンは小隊と呼ばれるタッグを作り、その片側のチームに組み込まれる。

　試合が始まり──




「これは置き偵ていガンギマリですわ。敵の居場所丸見えですわ」

「ないす、ないす」

「ジュンさん鴨かも撃ちにしたれやァ！」

「絞って絞って～（モソ声真似まね）」

「見ろ、敵が紙のように溶けていくぞガハハ」

「（おまえら）ザアアアアアアアアアアアアアアコＮＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＢ！」




　試合序盤から自チーム有利の戦況で、テンションあげあげの二人。

　パッドと一緒に手に汗握る。




「──って、なんか撃たれた」

「カイ、見つかってんじゃない？」

「いや……六感ついてねーし。……って、これ決め撃ちだ！」

「カイのライフ、ガンガン減ってない？」

「やっべ、敵に超上級者ユニカムいるぞ、これぇ!?　逃げろっ、逃げろっっっ。クソオオオ、ティア５帯荒らしてんじゃねぞこの初心者狩りスマーフ野郎オオオオ!!」

「（あたしら）ザアアアアアアアアアアアアアアコＮＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＢ」




　一転劣勢に陥おちいり、顔面真まっ赤かでパッドをガチガチ操あやつる二人。

　しかし努力の甲斐かい虚むなしく、カイの軽戦車Luchsは爆発四散！

　ほどなくジュンの中Pz.戦IV車Hも吹っ飛んだ。

「つ、つえぇ……」

「こ、恐こわかった……」

　あえなく退場となった後も、二人ともパッドを握りしめたまま呆然ぼうぜんとなる。

　それだけゲームに夢中になっていた証左であり──

　だから気づけば、まるで「ホラー映画を恐々こわごわ観ているカップル」のように、いつの間にかぴったりと身を寄せ合い、肩と二の腕をくっつけた状態となっていた。

（うっ……）

　カイの血流が速くなる。

　当たったジュンの二の腕の、ぷにぷにした感触を意識してしまう。

　彼女の腕は、男の自分からしたら棒切れみたいに細いのに。骨と皮だけみたいに見えるのに。実際は信じられないほどむっちりしてて、得も言われぬ柔らかさがあるのだ。




（ぐっ。むっ。どうしよ……）

　本音を言えば、ずっとこのままくっついていたい。気持ちいい。ぷにぷに。

　それに、悪いことをしてるわけじゃない。別におっぱい揉もんでるわけじゃない。

　第一、仲の良い友人同士で、肩や腕が触れたの触れなかったの、いちいち疚しさを覚えている方が自意識過剰なのではないか？　どーんと構えてればいいのではないか？

　と──理論武装すればするほど、自分が小賢こざかしい人間にも思えてくる……。

　ならば、いったいどうすべきか？

（結論、ジュンに委ゆだねよう！）

　ジュンの方から離れていくなら、それでよし。

　未練がましい顔なんか微塵みじんも見せないからな？

　逆に、ジュンもまた別にこの体勢のままで気にしないのならば。

　それすなわち合法セーフってことだ！

　小賢しさ万歳！




「ねえ、カイ？」

「は、はいなんでそっ!?」

　超絶小賢しくて疚しいことを考えていたところに、いきなり声をかけられて、カイはベッドから跳び上がりそうになる。

　声が裏返り、口調がバカ丁寧になり、あげく嚙んでしまう。

　そんな少年の純情を知ってか知らずか、

「なんか、腕硬くなった？」

　ジュンはますますこちらに寄りかかりながら、カイの二の腕の感触を確かめるように、にぎにぎしてくる。

　わーお。

　葛藤かつとうしてたこっちの気も知らず、もっと大胆なことしてくれますね。

　しょーもないことで悩んで損した！

「というか、逞たくましくなった？」

「もっかい言って、ジュン」

「え？」

「『逞しくなった』ってもう一回言って？」

　その言葉、女の子の口から聞くとこんなにうれしくなるのかって、初めて知った。

　男自身、男心をわかってないものである。

「キモ……」

　ジュンが「さすがにそれは友人同士でもどうか」とばかりに顔を曇らせる。

　すまん。反省した。

　真面目に答える。

「Fit Boxingの成果、出てんのかな？」

　と、カイは最近ハマっているSwitchのエクササイズゲームの名を挙げた。

「アレまだやってんの？」

「面白おもしろいじゃん」

「あたしギブ！　一発で筋肉痛になったわ！」

「痛いのは最初だけだってば」

「やらしー発言禁止」

「深読み禁止」

　そう笑い合いつつ、カイは購入したその日のことを思い出す。




　せっかく対戦モードがついているからと、まずはジュンと二人で遊んだのだ。

　題材や、要求される動きこそボクシングだが、要は指定のタイミングに合わせてパンチを打ち、回避動作をする、リズムゲームの延長である。

　これが楽しくないわけがなく、全身を動かす感覚も気持ちよくて、見事にハマった。

　二時間くらい夢中で対戦した。

　しかし翌日、普段全く使ってない筋肉たちが、金切り声で悲鳴を上げた。

　特に両腕の痺しびれるような痛みはひどいものだった。

　それでもカイは、

「なるほど……この痛みが強くなるってことか……」

　と、酔いしれたのだが。

　一方、ジュンは違った感想のようで、

「サイアク！　体中痛いじゃん！　変なゲーム買わないでよ、カイのバカ！」

　と、さんざんになじられた。

　やっぱ男と女じゃ物事の見方、感じ方が違うのかな？

　それともバカが一匹いるだけかな？

　回想終わり。




「まあ……あたしはもうゴメンだけど、カイが好きなら──ってか、根気あるのはいいことじゃないの？」

「ふっ。俺は一月で一万発打った男だぜ？」

「ハイハイ。あとまあ、体鍛えるのも悪いことじゃないしね」

　寄りかかったままのジュンが、心なしかうっとりと目を細め、二の腕を撫でさすってくる。

　男にとってはジュンのぷにぷにの二の腕が触り心地いいように、女にとってはFit Boxingで日々鍛えられた二の腕が触り心地いいのだろうか？

　ともあれ──

　これ、なんだかイイ雰囲気じゃないか？

（い、いや、俺たちただの友達なんだけどな!?）

　そう思えど、有頂天うちようてんになってしまうカイ。

　調子に乗って、

「ふっ。ジュンが暴漢にからまれたら、俺が颯爽さつそうと殴り倒してやるぜ？」

「マジで期待していい？」

「すまんチョーシこきました。そんな度胸ないんで、一緒に警察呼びましょう」

「あっは！　そうだね。ケガしないのが一番だよね」

「俺たちオタクは平和主義なんでー」

「戦車もゲームの中だけでー」

　と──オチがついたところで、テレビ画面の中でもカイたちが早々に爆発四散リタイアした試合が、最終決着ついていた。

　無論、敵の超上級者ユニカム様が８キルの大活躍で、カイたちのチームが惨敗していた。

「じゃあ反省会しますか」

「しますか」

　この「ＷＯＴ」という戦車ゲームは、自分の戦いぶりをしっかり振り返るのが、上達のためには欠かせない。らしい。

　ゆえに試合の完全終了後に見ることができるリプレイを、二人でチェック。

　さて、自分たちの戦いぶりは──




「ジュンさん、狙撃外しすぎじゃねー？　せっかくの俺の華麗な置き偵、台無しじゃねー？」

「弾が勝手に明後日の方向に飛んでくのが悪いの！」

「だーからＴ─34乗ろうってー。大正義ポンポン砲とソ連バイアスを信じろってー」

「カイだってドイツ戦車乗ってんじゃん？」

「ルクスは人権だからいいの！　ティア４最強軽戦車なの！」

「あたしだってⅣ号戦車がいいの。あんこうさんチームと一緒がいいの」

「はいはいガルパン厨、ガルパン厨。ＷＯＴは遊びじゃねえですから！」

「カイだって劇場版観て泣いて『俺ＷＯＴ始めるぅ』って鼻水垂らしてたニワカでしょ」

「鼻水は垂らしてねーし!?」




　肩と肩を寄り添わせたまま、しかし、だんだんと険悪なムードが立ち込めてくる。

　さっきまでのイイ雰囲気など、どこへやらである。

「……Ⅳ号使うにしても、せめて十榴じゆうりゆうはやめろよノーコン」

　カイは嫌味ったらしい口調で、チクッと言う。

　途端、ジュンの額にぶっとい青筋が浮いた。

「ハァ？　十榴でガシャーン！　って相手のゲージ削るのがダイゴミなんですけどー？」

　肩で肩に、ガスッとぶつけてくる。

（……こっちは口だけなのに。……そっちは実力行使かよ）

　まさに十倍にしてやり返された気分だった。

「じゃあ、活いかす戦い方しろや。インファイトでガシャーンやれや」

　カイも同じくらいの威力で、体当たりならぬ肩当たりをやり返す。

「敵に近づくの、恐いじゃん」

　ジュンの再反撃！　カイの太ももを、ズボンの上からぴしゃりとはたく！

「さっきからコワイコワイって、貴様それでも戦車乗りか！」

　カイの再反撃！　ジュンの太ももを、ぴしゃりとはたき返す！

（──ってこれ生足!?　生足おさわりぃ!?）

　自分と違ってジュンがズボンなんて穿はいてないことを、すっかり失念していた。

　もちろん、じゃれつくような力加減で叩いただけだが、弾力に富んだ女子の太もものお肉を、直じかにぴしゃりとやる感触は、なんともインモラルな快感を掌にもたらした。

　衝撃で太ももがぷるぷる震える様も、えっちかった。

　でも、おかげで我に返ることができる。

　このエスカレートした口論の不毛さ、バカバカしさに気づくことができる。

「よし、そろそろ──」

「戦車乗りが聞いて呆れるわよ、カイだって大したタマ持ってないくせに！」

　でも、ジュンさんったら頭に血が上ったままなの。

　グンッと手を伸ばしてきたかと思ったら、ガッとこっちの股間こかんをつかみ上げたの。

「おふぅっ」

　カイの口から変な声が出る。

　でもそれで、ジュンもハッと我に返ったようだ。

　カイの股間をつかんだまま硬直し、麗しいお顔が面白いほど紅潮してくる。

「ご、ごめん」

「き、気にすんな」

「す、すぐ離すから」

「そ、そうしてくれる？」

　じゃないと変な気分になっちゃうからね？

「ホントごめん」

　ジュンはまだ耳たぶまで真っ赤にしながら、愛想あいそ笑いを浮かべると、カイの股間へ伸ばしていた手を、そろりそろりと引っ込める。

　そろりそろりと、その手をハンカチで拭ふく。

（──って泣くぞ!?　傷ついたぞ!?）

　そう思えどカイは何も言わない。

　男は心でそっと泣くのだ。

　リプレイ画面に視線を戻し、

「……まあ、今回は大して勉強にならなかったな」

「だね。ひたすらユニカム様の俺ＴＵＥＥショーだった」

「どっかで動画にＵＰされたりしてな」

「そしたら、あたしら笑いものだね」

「……次、やるか」

「やろ。次はどっかの誰かを、あたしらが公開処刑にしてやろ」

「うっし、頼むぜ相棒」

「任せろ相棒」

　拳こぶしと拳を、コツンとぶつけ合う。

　それからカイは、コントローラーパッドを取り直し、ジュンと小隊を再結成。

　次の試合へと出撃する。







　──ＷＯＴというゲームは、試合開始前のローディングが長い。

　その待つ間に彼我の戦力を分析し、戦況の流れを予測するのが、基本の戦術テクニツクとされている。

　画面に表示される、敵味方合わせて三十人分のプレイヤー名と使用する戦車名。

　カイはざーっと眺め回して、ふと自分たちのそれに目が留まる。




　使用戦車「Luchs」。プレイヤー名は「Ash」。

　使用戦車「Pz. IV H」。プレイヤー名は「pure-pure」。




「俺さ──」

「何？　試合始まるよ？」

　集中して、とジュンが形のいい唇を尖とがらせる。

　でもそれを無視して、

「俺さ、自分の名前がコンプレックスだったんだよ。ずっと」


「…………。あたしも」



「でもさ、今はもう違う。仲間がいたから。そいつが一緒にいてくれたら、こんなのなんでもねえことだって、思えるから。たとえ笑われても、恐くねえから」

「それも。あたしも」

　二人がまるで互いに釣られるように、同時に「フフッ」と笑う。

　でも、そんな心境変化があったからこそ、ゲームのハンドルネームにわざわざ「Ash」だの「pure-pure」だの、平気でつけられるようになったのだ。

　一つ、心が強くなれたのだ。

　一歩、オトナに近づいたのだ。

　このかけがえのない親友と、出会えたおかげで！

「そういえば、カイ──」

「何だ？　試合始まるぜ？」

　集中しろと注意するが、ジュンはそれを無視して、




「カイが本当はアッシュ君だって、クラスのみんなにバレてるよ？」




「なん……だと……」




　カイは愕然がくぜんとなって、パッドを取り落とした。

　折り悪く試合が始まり、初動の勢いが大事なルクスが、スタート位置で棒立ちに。

　他プレイヤーにＭＡＰをピコピコされ続け、咎とがめられる。

「あたしが一緒にいるから、笑われても平気だよね？」

「よし、ジュンの本名もバラそう！」

「死んどく？」




　カイの未来はどっちだ！
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「テメエエエエエ、岸本きしもとオオオオ！　どういうつもりだオルラァアアアアアン？？？？？」



　翌朝。

　まだクラスの半分くらいしか登校していない二年一組の教室に、カイの怒声が轟とどろいた。

「あ？　なんだよ、中村なかむら？　朝っぱらから元気だな」

　鞄かばんの中身を机に仕舞いながら、すっとぼけた顔で訊たずね返したそのクラスメイト。

　名を、岸本浩介こうすけという。

　中肉中背、中の中の顔面というパッとしない容姿を、垢あか抜けたファッションセンスに裏打ちされた余念のない身だしなみで、数段良いものに高めているシャレオツ者だ。

　女に手を出す速さでも、人後じんごに落ちない。

　告白成功率はそれほど高くないし、仮につき合い始めても、ほどなく別れ話を持ちかけられること多々なのだが──下手な鉄砲もなんとやら──カノジョがいない時期の方が少ないという、全国の非モテ男子の敵みたいな輩やからである。

　まあ、フタマタをかけるような不誠実は絶対にしないので、評判は別に悪くない。

　カイも本音じゃ嫌っていない。

　というか、友人の一人に数えていいかもしれない。

　マンガの趣味嗜好しこうが近いのだ。

　それに中学の時、三年間クラスが一緒という腐れ縁でもあった。

　特に示し合わせたわけでもなく同じ高校を志望して、ともに入試に受かって、しかし一年時はクラスが別々になったので、去年は疎遠になっていた。

　今年になってまた同じクラスとなり、腐れ縁が復活したというわけだ。

　そんな同中オナチユー野郎の胸ぐらをつかみかからん勢いで、

　さらに押し殺した小声で、

「岸本……おまえ、俺おれの本名知ってたよなあ？」

「それがどうしたんだ、アッシュ君？」

「誰だれにも言うなって頼んだよなあ？」

　こめかみをヒクつかせながら、凄すごむカイ。




　中学時代──

　この岸本を含む一部の人間に本名バレしたのは、カイの黒歴史だった。

　経緯はジュンと同じ。

　仲良くなって、家に遊びに呼んで、そこで母親と姉が「あっくん」連呼して……。




「でも、誰にも言いふらすなって頼んだよなあ？」

「お、おう……っ。今でも憶おぼえてるず」

「岸本。おまえはチャラいけど、いい奴やつだよ。中学の間は、ずっと黙っていてくれてたんだからな。……それが、なんで今になって約束破った？」

「さ、さあ～？　なんのことかな～？」

「しらばっくれても無駄だぞ？　火元はおまえだって証拠は挙がってんだからな」

「げえっ」

　鶏が絞められたような悲鳴を、岸本はうめいた。

　そう、証拠は挙がっているのだ。

　学年が上がり、新しいクラスの面々と自己紹介し合ったのが、先々週の始業式後のＨＲホームルーム。

　さらにその後、皆が自主的に交流を深める中で、この男はクラスのイケてる女子たちに、片っ端からコナをかけたらしい。

　ジュンにはその隙すきはなかった（放課後になるとすぐ、カイの家に来たから）みたいだが、岸本のハンパない行動力は筒抜けだった。

　なぜならジュンは既に、クラスの女子ほぼ全員と仲良くなり、ＬＩＮＥによる情報交換網を構築していたからである。

　そして、その網に引っ掛かったのが──




『中村、あいつアッシュっていうんだってよ』

『岸本が教えてくれた』

『笑ってた』




　カイはこれみよがしに拳こぶしを握り込む。

「右の頰ほおを殴られるのと、左の頰を殴られるの、どっちがいい？」

「や、やめようぜっ。中村は平和主義者のはずだろっ」

「知ってるか？　オタクはキレると何するかわからない」

「し、仕方なかったんだよ！　事情があったんだ！」

「ほう？」

　内容如何いかんでは生かしてやってもいい──そんな想おもいを、押し殺した声に込める。

　果たして岸本は、必死の弁明をした。

「怜奈れいなちゃんが、中村のことならなんでも知りたいって言ったんだ！」

「女にイイ顔したいだけじゃねえかこのチャラ男がああああああっ」

　カイはとうとう本気で岸本の胸ぐらをつかむと、ガックンガックン揺さぶった。

　ただし、それ以上のことはしない。

　岸本に言われるまでもなく、オタクはみな平和主義者だからだ。

　そして、今や一か月で一万発の男となった自分の拳は、もはや凶器でしかないからだ（Fit Boxing以外で確かめたことはない）。

「もういいっ。テメエとの友情も今日これまでだっ」

「うっせーオレの知らない間に、ジュンちゃんみたいな美少女捕まえた裏切り者がっ」

「ジュ、ジュンはカノジョとかじゃねえよ？　ですよ？」

「うっせー毎日一緒に帰ってるだけで羨うらやましいんじゃヴォケガっ。中村との友情なんか、こっちから願い下げじゃダボガっ」

「おう、吐いたツバ呑のまんとけよっ」

　お互い罵ののしり合った後、岸本の胸ぐらを離した。

　釈然とはしないが、覆水盆に返らないし、このチャラ男の罪を問うたところで詮せん無いからだ。




　自分の席へ戻るカイ。

　教室真ん中の列の最後尾。そこから教室前方、窓際の辺りを窺うかがう。

　クラスの中でもイケてる女子たちが集まり、陣取り、談笑していた。

　ジュンをはじめ、まだグループの全員が登校してはいなかったが──早や二年一組の中核集団ともいうべき貫録を漂わせ始めた彼女らの、そのまた中心人物は既にいた。




　藤沢ふじさわ怜奈。




　そう、岸本がカイの本名をゲロった相手だ。

　ジュンが「学年一の美少女」なら、こいつは「学年一の美女」。

　オマエ本当に高校生か!?　というくらい、大人びた美貌びぼうの持ち主なのだ。

　ため息が出るほど端整で、且かつスタイルよく、おまけに背が高い。

　去年、「モデルやってるコが、ウチの一年に入った！」と、ちょっとした騒ぎになった。

　さすがにまだ表紙を飾るレベルではないそうだが、充分すごい。すごすぎる。そんな奴、朝高あさこう広しといえど、怜奈一人しかいない。

　しかも、とんでもないカレシとつき合っているという噂うわさまである。青年実業家（という建前たてまえの８９３屋さん）とかなんとか。

　その真偽はともあれ、「怜奈さんならあり得そう……」と思わせる、迫力というか凄味すごみめいたものを、あたかも美しい鎧よろいのようにまとった恐こわい女なのである。




　そんな恐くて綺麗きれいな女のご尊顔を、カイはこっそりと眺める。

　しかし、見つかってしまった。怜奈と目が合った。

　たちまち怜奈は、とびきりの笑顔を見せてくれる。

　そう、とびきりだ。

　ただし、ジュンのそれが屈託くつたくのない、女特有の媚こびを一切いつさい感じさせない、底抜けに陽気な心根がありありと表情に出る、そんな笑顔だとしたら──

　こいつのそれは、女のいいところも悪いところも全部、武器に変えて装備するような、純度百パーセントで精巧に作られた笑顔だ。

（おっかねえっ）

　カイは美人に微笑ほほえみかけられて喜ぶどころか、身震いして目を逸そらす。

　同時に思う。

（なんでこんなスゲエ奴が、俺のことなんか知りたがってるんだよ？）

　まさか、俺のことが好きだとか？　──一万パーセントないって確信ある。

　まさか、俺のことをシメたいとか？　──一パーセントくらいあるかもしれない……。

　ただ、好かれるにせよ嫌われるにせよ、今まで接点がなさすぎて、心当たりがない。

　それでも敢あえて、無理やりにでも見出みいだそうとすれば、

（俺がジュンの友達で、こいつもジュンと仲がいいから……か？）
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　二人は同じ中学出身というわけではないが、高校入学前からの顔馴染なじみだったらしい。去年の怜奈はクラスが隣で、ジュンが休憩時間に廊下や学食で仲睦むつまじくしている姿を、カイも何度となく見かけている。

　一方、放課後や休日は、怜奈がモデルの仕事なりなんなりで忙しく、ジュンがツルむことはほとんどないと聞く。

　仮にもし怜奈が暇人だったら、ジュンがカイの家に入り浸ることなんてなく、そもそも「モンハンＷやりにくるか？」という最初の誘いにも応じなかったのではないか──とまで考えてしまうのは、さすがに卑屈すぎるだろうか？

　とまれ、カイにとってその程度には、怜奈という少女は意識させられる存在だった。

（だからってあっちも同じって考えるのは、こじつけ……かなあ？）

　となると、差し当たり答えが出てこない。




　だから、またチラチラと怜奈たちの様子を窺う。

　今度は目が合わないように気をつけながら。

　ただ……怜奈はすぐにカイどころではなくなった。

　松田まつだという男子が、登校するなり彼女らにちょっかいを出したからだ。

　他ほかに竹田たけだ、梅田うめだ、福田ふくだという友人……いや、取り巻き紛まがいを引きつれて、怜奈とそのグループに馴なれ馴なれしく話しかける。

　こいつら四人こそが、二年一組のイケてる男子連中だ。

　徐々に形成されつつあるクラスカーストにおいて、仮にジュンや怜奈が女子の上位集団としたら、松田たちが男子の上位集団と目され始めている。

　全員が髪をギンギンに染め、制服を着崩し、チャラさでいうと岸本の比ではない。ガンギマリだ。加えて四人ともバスケ部という共通項がある。

（運動ができる奴って、どうしてああエラソーで、自信たっぷりなのかねえ）

　と──カイが皮肉に思ってたのは、しかし中学までだった。

　朝城あさぎ高校は、野球部とサッカー部がドチャクソ強い。いわゆる全国区レベルだ。

　その部員たちは名監督の薫陶が行き届き、あたかも軍隊のように統制されている。

　カイのクラスにも部員が何人かいるが、彼らは常日頃つねひごろから謙虚で礼儀正しく、まるで修行僧のように静かで落ち着き払った風格を漂わせている。

　正直、男の目から見てもカッコイイ。超尊敬。

　運動部といえば、大した成績も出せないのにクラスでイキり散らす、松田みたいな連中──という偏見を抱いていたカイからすれば、目が開かれる思いだった。

　比べると、松田らの所属する朝高バスケ部は、まさにナンチャッテ運動部の典型。

　目が開かれた今のカイからすれば、ますます愚かしく見える連中というわけだ。




「よー、レイナー」

「きょう、みんなでカラオケいかねー？」

「おれのかんジャニきかせてやんよー」

「でたよ。まつだのかんジャニ、まじオニがかってんかんなー」




　と松田たちは漢字も書けなさそう（偏見）な頭悪い口調で、怜奈たちにコナかけている。




「ハア？」

「鏡見て出直してきなさいな」

「わかる？　おまえらが関かんジャニってツラかよって言ってるワケ」

「アタシの章しようちゃんディスってんのー？」




　と怜奈たちは小馬鹿こばかにした態度であしらっている。

　こ、恐えぇ……。

　特に怜奈。開け放った窓の下枠に寄りかかり、眼光鋭く腕を組んで佇たたずむ様は、まさしくヤクザの情婦めいた貫録がある。ホントに高校生ですよね？

　それでも松田たちは厚かましく食い下がるが、怜奈たちは犬でも追い払うかのように、邪険に扱い続けるだけ。

　うーん憐あわれ。

　マンガとかだと、いわゆるクラスカースト上位と描写されるリア充キャラたちは、よくイケメンと美少女たちで一つのグループを構成して、よろしくやっていることが多い。

　でもカイたちの学年では、そんなのは三組の有名人・榊原さかきばらすあま率いる、ビッチ集団くらいのものだ。

　普通はイケてても男女別々にグループを作るし、たまに両者が一緒に遊ぶことはあっても、カレシカノジョ関係でもないのに四六時中ツルんでいる奴らなんて、見たことない。

　ジュンも入ってる怜奈のグループは、とりわけガードが堅かった。

　リア充オーラも半端はんぱないけど、同時に男を寄せ付けない毅然きぜんとした佇まいがあった。

　それは一年の時から有名だった。怜奈に学外のトンデモ彼氏がいると噂される所以ゆえんでもある。




　やがて朝のＳＨＲの予鈴が鳴り、松田たちもすごすご退散していった。

　入れ替わりに、ジュンが遅刻ギリギリセーフで教室に飛び込んでくる。

　真まっ直すぐに怜奈たちのグループに向っていくと、

「おはー！　昨日メールした動画、見てくれたー!?」

「猫ーっ。ぱんちーっ」


「も～～～っ、かわいすぎ♥♥♥」



「あらあら、大人気ねえ」

「子どもと動物にゃ誰も勝てねーし」

　などと、ジュンが広めた動画の話で大はしゃぎだ。

　その動画見つけたの、カイなのに。

　予鈴が鳴った以上、着席すべきなのは明白だったが、ジュンと怜奈たちのグループは結局、担任が姿を見せるまで教室前方窓際できゃいきゃい騒いでいた。

　時間通りにやってきた担任に、お小言をもらいながら自分の席に着く間も、「失敗てへぺろー」とばかり、ジュンたち全員楽しそうな苦笑いをしていた。

　そして、それは怜奈も例外ではなかった。

　普段、超高校級の作り笑顔しか見せないこいつが、ジュンが一緒の時だけは、ごくごく自然な表情を垣間見かいまみせるのだ。

　いや、それもまた作った表情なのかもしれないが──

　少なくともカイには、心からの笑顔に見えるのだ。





◇◆◇






　その日の昼休憩は、岸本たちと学食に行く約束をしていた。

　もう一人のクラスメイトである佐藤さとう誠二せいじと連れ立って、別棟一階にある食堂へ向かう。

　佐藤は高校に入ってからできた友人で、去年もクラスが一緒だった。

　マンガも読むが、深夜アニメ視聴やグッズ集めの方が熱心な、オタク友達だ。

　ただ、岸本はあまりそっちには興味がないので、話題はもっぱらマンガの方になる。昨日の「マンガＵＰ！」の新連載について、三人で盛り上がる。

　放課後や休日と違って、学校でカイがジュンとツルむことはあまりなかった。

「カレシカノジョ関係でもないのに、四六時中一緒にいるのはおかしい」「ヤリチン（ビッチ）だ」という空気が、薄い煙のように学校を覆っていることが理由の一つ。

　カイにとってジュンこそが無二の親友だが、さりとて──この岸本や佐藤のように──他の人間関係が存在しないわけではなく、ジュンにとってもそれは同様だというのが理由の二つ目。

　ゆえに学校では、カイは主に男友達とツルみ、ジュンは女友達とツルむ。




　朝城高校の学食は、さすが私学だけあって小ジャレていた。

　入り口前に食券の券売機が並んでいることや、オープン厨房ちゆうぼうの前にトレイを持って並んで、おばちゃんに料理を載せてもらうシステムなのは、ごく一般的。

　だが、内装デザインの方向性がいちいちオサレで、ありていに言うとどこかスタバめいているのだ（ジュンに言わせると「違う！　これはドトールめいてる」らしい）。

　食べるところもまた普通の学食っぽくない。

　四角四面に長テーブルを並べて、「ハイハイ詰めて座ってね～、作業のように食って帰ってね～」みたいな、ありがちなノリは皆無。

　ちゃんと二人用席、四人用席の正方形テーブルの他、八人用席の丸テーブルまで並び、椅子いすも含めて、ファミレスなんかより遥はるかに瀟洒しようしやでしっかりした作りのものが用意されているのだ。




「ま、中がどんだけ小ジャレてても、頼むのは酢豚定食なんだけどなー」

「オレ、スタミナ定食ー」

「僕、カツ丼ー」

　カイたちは空いていた四人席に陣取ると、昼食とマンガトークの続きを始めた。

　ここの料理は、これまた私学だけあって近隣の学食相場よりも高いが、その分、手抜き感がない。レストランは言いすぎだろうが、「ご近所の人気定食屋」くらいの味のものは出す。

　カイが頼んだ酢豚定食も、表面がちゃんとカリカリになるまで揚げてあって、たっぷりの餡あんをからめても食感が失われない。否いな、外側のふやけた層と内側の無事な層で、美味なるハーモニーを奏でている。

　もちろん、肉汁もバッチリ閉じ込められていて、嚙かむごとに旨味うまみがじゅわじゅわ溢あふれる。

　カイは「酢豚にパイナップルを入れるのは邪道」派だったが、ここのを食べて宗旨を変えた。酸味の強い品種を選んで使っているのだろうか？　餡の甘さでだんだん舌がダレてきがちな酢豚という料理を、最後まで飽きずに食べさせる、鮮烈な箸はし休めとして機能していた。

「酢豚うめー」

「カツもうめー」

「オレ、この学食があるだけでも、朝城選んでよかったー」

「よかったー」

　などと言っているうちに、食べ盛りの男子三人は、あらかた平らげていく。

　しかし、完食はさせてもらえなかった。




「ここ、空いてるかしら？」




　と──いきなり声をかけられたからだ。

　藤沢怜奈に。

　口調はなんとも淑しとやかだが、それでいて蟲惑こわく的な響きがある。

　まさに滴したたるような色気というか。

　怜奈の背後には、申し訳なさそうに身を縮めてるジュンと、仕種しぐさがいちいち媚び媚びでウザい小柄な女子がいた。

　カイはしっかり怜奈の目を見て答える。

「……見りゃわかんだろ？」

　オレタチ三人。オマエタチ三人。テーブルは四人用。

　どういうつもりか知らないが、空いてるか空いてないか、幼稚園児でもわかる計算だ。

「女の子にそういうケンカ腰はよくないわよ、アッシュ君」

「モテないよー、アッシュくん☆」

「やめて！　その名前は俺の心を殺す！」

　怜奈と小柄女子に言葉の暴力で刺され、カイは速攻で白旗を上げた。

　一方、テンション爆上げになったのは女好きの岸本だ。

「うっひょー！　怜奈ちゃんジュンちゃんモモちゃん、ここ座って座って！　すぐ邪魔なもんどかすからさあ！」

「俺と佐藤は邪魔なもんかよオイ」

　これが今朝けさ、誰かさんを裏切り者呼ばわりした男の台詞せりふだろうか？

「話が早くて助かるわ、岸本君」

「でしょでしょ？　オレ、気が利きく男だから。オールシーズンレディファースト男だから」

「じゃ、佐藤君と一緒にお食事、楽しんできてね。どこかで」

「え？」

「あら？　何か不満でも、オールシーズンレディファースト岸本君？」

「ゴ、ゴザイマセントモ」

　怜奈の圧に、岸本は震え上がって席を立つと、佐藤と一緒にスタコラ退散していった。

　さすがヤクザの情婦、怜奈は凄むどころか笑顔を作っているだけなのに、背筋が震えるほど恐いのだ。目が。

「てか、俺を置いて逃げんなよ！」

　カイは猛抗議したが、岸本と佐藤の逃げ足は恐ろしく速く、後の祭りだった。

　二人の背に、トレイを置いたジュンが、「ウチの怜奈がワガママでスマン！」と拝み倒していた。




　──ともあれ。

　カイは期せずして、怜奈たちと昼食を囲むこととなった。

　右隣の席がジュンで、左隣が怜奈というポジショニング。

　もう一人の小柄な女子は、二年一組・怜奈グループの一員というか、中学時代からの金魚のフンで有名な、三原みはら桃子ももこチャンだ。

　容姿は「小動物系カワイイ」。性格は「クソムカつく」。以上。

「で？　俺になんの用、藤沢さん？」

　食べかけの酢豚を箸でつつきながら、警戒してますよ感を敢えて隠さないカイ。

「あら？　クラスメイトなのに、用もないと一緒にお食事しちゃいけないのかしら？」

「たまたま見かけたから、声かけただけなのにー☆　やだー☆　自意識たかすぎー☆」

　怜奈が口元を手で覆って上品に笑い、桃子がカワイ子ぶった口調で悪態つく。

「たまたま見かけたからで、岸本と佐藤を追い払う方がレベルたけーよ。真似まねできねーよ」

「いやホントごめん。後で謝りに行くからつき合って、カイ」

　ジュンが両手で拝み倒してくる。未いまだ食事は手つかずだった。

（わかったから。いいから。おまえも食べないと、休憩時間なくなるぞ？）

　カイはアイコンタクト。

　ジュンも胸を撫なで下ろし、食事を始めた。照り焼きチキン定食。あれも美味うまそう。

　一方で怜奈は、そんなカイとジュンの様子をニコニコ眺めて、

「アッシュ君とは──」

「中村！」

「アッシュ君とは、一度ゆっくりお話ししてみたいなって思ってたの」

「さてはおまえ、いじめっ子だな？」

「ジュンとは趣味が合うんですってね？　最近は何が面白おもしろいのかしら？」


「…………」



　なんでもない質問だったが、カイは言いよどむ。




　カイは自分がオタクだということを、特段隠していない。

　隠さなきゃいけないような恥ずかしい趣味だと、微塵みじんも思っていないからだ。

　もしそれで後ろ指差されるようなことがあっても、それは差す方が恥ずかしい人間性、文化程度をしているのだと、逆に笑ってやるからだ。

　ただし、空気は読む。

　オタク趣味を知らない人間の前で、べらべらとまくし立てても、普通に考えてドン引きされるだけだろう。

　決して奇異ではないただの趣味の一つが、まるで異端の代物しろものと思われても仕方ないだろう。

　カイだって例えば、興味のない化粧の話を延々とされても困る。

　そういうものだろう？

　あらゆる趣味に上下や貴賤きせんはなく、ただ個人で楽しみ、同好の友人に恵まれれば分かち合い、しかし決して押しつけ合ってはならないのだ。

　カイはそう思っている。




　だから、言いよどんだ。

　どこまで、どれだけ話していいものやら、伝わるものやら、測りかねた。

　代わりにジュンが助け舟を出してくれる。

「今はね、十五対十五で、戦車で撃ち合うゲームにハマってるの。協力プレイが熱いの」

「そうそう」

　とカイも慌あわてて相槌あいづちを打つ。

　だが、それを聞いて──

　怜奈はあからさまに、ぎょっとした顔つきになった。

　また珍しく生の感情を見せた。

　でも、わずかのことだ。

　すぐにいつもの、完全無欠に美しい作り笑顔になって、

「そう。協力プレイが楽しいのね」

　とってもステキだと思うわとばかり、共感するふり（多分、ふり）をしてみせた。

　やっぱり恐い女である。

　その一方で、桃子はころころと笑い転げる。

「キャハ☆　戦車とかマジ意味ふめーだしー。そんなの面白いとか冗談きっつー。きんもー☆」

　な？　性格クソムカつくだろ？

「ＷＯＴバカにす・ん・な」

「口がすぎるわよ桃子」

　と、ジュンと怜奈が左右から桃子の頰を抓つねる。

　特に怜奈の抓り方は、鬼みたいにエゲツなかった。女神みたいな微笑かおしやがって。

「やべでやべでモモコが悪がったがら～～～」

　と桃子は半泣きになって、ようやく勘弁してもらっていた。自業自得。アホである。




（しかし、まあ）

　これ一つとっても、カイにはわかったことがある。

　ぎょっとしたくらいだし、怜奈とて「戦車はなんだかなあ」と思ったはずで、でもその内心をきっちり包み隠し、相手の趣味嗜好をにわかに否定しない──そういう知性と品性が、この恐くて美しい女には備わっているのだ。

　いや、備わっているからこそ、怜奈はこんなにも綺麗なのだろう。

　人は持って生まれた顔の造作だけで、美しくはなれない。

　知性ゼロ品位ゼロの爆笑で、せっかくの可憐かれんな容貌ようぼうを台無しにする、桃子の姿がまさに格好の反面教師。




　そのクソムカ桃子ちゃんが、まだ赤い頰をさすりながら言い出した。

「ねー、御屋川みやーかわー☆　戦車とかいーから、今日モモコとカラオケ行こー？」

「戦車面白いって言ってるでしょ！　それに、今日はカイと遊ぶ約束してるから」

「そんなのどーだっていいじゃーん☆　モモコとアッシュくんのどっちが大事なのー？」

「ええええ……」

　クソムカ桃子チャンにからまれ、ジュンが困り顔になる。

　こいつ、松田たちよりタチ悪いな？

「やめなさい、桃子」

　と、怜奈もさっきより強い口調で窘めた。

「いつも言ってるでしょう？　佳いい女ってのは、相手を喜ばせるために甘えてみせるのよ。ただ甘えて困らせるのは、クソビッチのすることよ」

　最後、過激な表現が使用されたが、素晴らしくオトナなご意見である。

　カイは思わず唸うならされる。

「キャッハ☆　違いますーぅ。女はモモコみたいに顔が十割ですーぅ☆」

　しかし、このバカには全く感銘を与えなかったようだ。

　性懲りもなく、

「ねー、行こーよ御屋川みやーかわー☆　ねーねーモモコたちトモダチでしょー？」

「いやだから先約があるんだってば！　カイの育ててるT-62Aルートキャンペーンが、今日で終わっちゃうの。カラオケは明日にしない？」

「やだー今日、歌いたいもーん☆　松田のせいでカラオケ腹なんだもーん☆」

　ガキみたいにダダをこね続ける桃子。

　ジュンと怜奈が左右から言っても、聞きやしない。

（ハア仕方ねえ）

　カイは再び、ジュンにアイコンタクトを送った。

（行ってこいよ、カラオケ。キャンペーンならまたすぐ来るだろうしさ）

（いやでも待って……）

（いいって！　それに俺一人でも勝てないわけじゃないんだぜ？）

　そう、自分はクソムカ桃子チャンみたいなガキではない。

「俺と三原の、どっちが大事だ？」なんて、ジュンを困らせるだけの愚かな質問もしない。

　独占するつもりだってさらさらないし、こっちの約束を優先した結果、ジュンが女友達と気まずくなってしまったら、かえって心苦しい。大事、友情。

　──と。

　そんな優しさ、思いやりがカイにはある。

　果たして、ジュンにもその想いが伝わったようだ。




「ごめん、桃子。今日はカイと遊ぶ」




　ジュンはきっぱりとした口調で告げた。

　よほど意外な返答だったのか、桃子があんぐりと口を開ける。

　カイも同じ顔つきにさせられていた。

「うふふっ」

　と怜奈が噴き出し、「よかったわね？」とばかりに微笑みかけてくる。

　カイは反応できない。

　自分でもよくわからない感情で、ひたすら気恥ずかしい。照れ臭い。頰が熱い。怜奈の方を直視できない。

　一方、桃子は覿面てきめんにフキゲン面だった。

　虫の居所の悪い子犬みたいに唸っていた。

　が──急に何か思いついた顔になると、

「じゃーさーアッシュくんもカラオケ行こーよ☆　それなら御屋川みやーかわも来るでしょー？」

「は？」

「え？」

　カイとジュンは、同時にあんぐりとさせられる。

　これまたそれくらい意外な提案だった。

　というか、リア充女子どもの巣窟そうくつに、草食動物の自分がいる様を、カイは想像できなかった。

　ジュンだってぶっちゃけそうだろう。

　無論、このバイタリティ溢れるジュンさんならば、怜奈ら相手の「ぱーりー」で「ぴーぽー」なノリにもバッチリついていけるのだろうし、カイ相手の「アニソン祭り百連」みたいなノリにもずっぷりついていける。

　が、カイには「ぱーりー」で「ぴーぽー」はムリ！

　流行はやりの歌とか知らんし。アニソンしか歌えんし。

（断って、カイ。無理する必要ゼロだから）

　ジュンもアイコンタクトしてくるくらいだ。

　でもだからこそ、今度は彼女の優しさ、思いやりに、カイが感じ入る番だった。

　ゆえに答えた。




「いいよ、三原。カラオケ行こうぜ」




　それがこの場は、一番丸く収まる回答だから。

　自分が「ぱーりー」で「ぴーぽー」なノリに、ちょっと我慢すればすむ話だから。

「カイ……」

　ジュンがため息をつく。「あんたってホント、バカ」みたいな感じで。

　でもすぐに表情を改めると、

「ありがと……」

　という感謝の言葉と一緒に、とびきりの笑顔を向けてくれた。

　カイの好きな、屈託がなくて温かい、あの笑顔だ。

　それに対照的な反応を見せたのは、怜奈である。

「ごめんなさいね、アッシュ君？」

　という謝罪の言葉と一緒に、とびきりの作り笑顔を向けてくれる。

　また発する雰囲気だけで言外に、「こんなつもりで昼食を一緒にしたわけではないのだけれど……」と伝えてくる。本当に高校生ですか？

　おかげでカイまで苦笑いさせられ、

「俺はいいけど、藤沢さんこそいいの？　松田たちの誘いは蹴けってたけど……俺も男だし、邪魔じゃない？」

「私が嫌いなのは、下心丸出しの男というだけよ。アッシュ君はジュンの友達だし、だったら私とも友達みたいなものよ。違う？」

「違わない……のかな？」

　カイはそう言いつつ、額面通りには受け取らなかった。

　怜奈は肚はらの知れない恐い女だから……というのが半分、単にクラスの頂点に立つ「女王様」とオトモダチなんて畏おそれ多い！　という気後れがもう半分だ。




「じゃあ、放課後直行ということで、アッシュ君もよろしくね」

「了解。みんなについていけばいいんだな？」

「言っとくけどー、男が奢おごるのがマナーだからねー☆」

「俺一人で全員分だと!?」

「冗談だよ、カイ。桃子の言うこと、いちいち真に受けたらダメだってば」

「お、おう」




　なんだか妙なことになっちまったなあ……。
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　──というわけで。

　朝城あさぎ高校から駅前繁華街まで皆で移動し、カラオケ店に入った。

　メンツはジュン、怜奈れいな、桃子ももこ以下、女子ばかりが九名。

　二年一組以外の者もいて、彼女らはみな怜奈を中心としたリア充つながり。「女王」と中学や一年時に、クラスが一緒だった面々だ。

　他方、男子はカイ一名のみ。

　道中でも彼女らにめちゃくちゃ囲まれ、

「キャーあっしゅクーン」

「噂うわさの御屋川みやーかわのオタ彼氏、ウチらとからんでくれるとは思わなかった！」

　意外と歓迎されているのはわかったけれど、半分珍獣扱いである。

「俺おれはナ・カ・ム・ラ・カ・イ！　アッシュじゃねえ！」

　と訴えても、誰だれもが真に受けずにクスクス笑うばかりだし、

「それにカイは彼氏じゃないから！」

「俺らただの友達だから！」

　とジュンと二人で説明しても、馬耳東風。

「ねぇねぇアッシュくぅん。二人っきりの時、みゃーかわってどんな風に甘えてくるのぉ？」

　するり──とびっくりするほどごく自然に腕をからめてきたのは、よそクラスの美白肌女子。

　カイはさりげなく当たった胸の感触にドキドキ、でも蛇に絡からめ取られた獲物になったような恐怖きぶんにもドキドキ、とにかく「話すまで逃がさないから」というプレッシャーに気圧けおされる。

「みゃーかわのどこに惚ほれたワケー？　顔ー？　乳ー？」

　と、ド直球な質問を飛ばしてきたのは、クラスメイトの斉藤さいとう白雪しらゆきさん。

　なんでも母親がアメリカ人だという赤毛の白雪さんだ。

「えっちの時はどっちが攻めるのかな？」

「正常位派かな？」

「騎乗位派かな？」

　と、ひっでー質問を交互にしてきたのは、よそクラスの双子姉妹。

　ポニーテールが似合うのが、お姉さんの方。なら妹はツインテールかと考えるのはオタク脳というやつで、バリバリのショートヘア。間違われるのが絶対に嫌らしい。これぞ人情リアリテイ。

　──という具合で。

　さすが怜奈のグループだけあって、どの子もこの子も可愛かわいい。レベル高い。

　そんな女子たちに囲まれ、キャーキャー話かけられて、これが女好きの岸本きしもとだったら、鼻の下をデレデレにして喜ぶシチュエーションだろう。

　しかし、童貞レベルの高いカイからすると、気後れの方が強い。

（こいつら男のガード堅い連中のはずだよな!?）

　噂のビッチ榊原さかきばら集団と変わんねー気がするのは錯覚かな!?

　なんて、助けを求めて怜奈に視線を向ける。

「はしたなくてごめんなさいね？　でも、それだけ皆、アッシュ君には心を開いてるのよ」

「草食オタくんなんか、警戒する必要ないってコ・ト☆　勘違いはめーだよー？」

　……これは怜奈の方がオブラートに包んだ表現というやつで、桃子の言い分の方が実相に近いのだろう。きっと。カイはそう思うことにした。







　店の大部屋に入った後も、パリピ女子たちは離してくれなかった。

　ソファ席で美白肌さんともう一人に左右を挟まれて、ぎゅうぎゅうにくっつかれる。

「ちょ、ちょっと近くね？」

「なぁにぃ？　みゃーかわが見てるから困るワケぇ？」

「あはは、後でヤキモチ妬やかれちゃうんだー？」

「かぁわい♥」

　なんだこれモテ期か!?

　──とは、カイも勘違いしなかった。

　彼女らはただ単に「ヤキモチを妬くジュン」というレアなものを見たくて、こっちにちょっかいをかけてきているだけだと、すぐに見当ついた。

　ジュンもまた、まるっとお見通しの様子。

　テーブルを挟んでカイの対面、怜奈と桃子の間というポジでソファに腰を下ろしていたが、この状況にも慌あわてず騒がず、頼んだドリンクのストローをいじりながら、

「よかったね、カイー。モテモテじゃん。せっかくのチャンスだし、どさくさに紛まぎれてノッチのおっぱい揉もませてもらったらー？」

　などという戯言たわごとを、澄まし顔で言ってのけた。

　それが周りの女子に大ウケ。

「みゃーかわ手強てごわーい」

「てゆーか、なんかもはや夫婦の余裕っていうか貫禄出てないー？　出ちゃってないー？」

「だまされるな、あれはブラフだ！」

　と、ノッチと呼ばれた、カイの右隣の子だけムキになる。

　背が高くてよく日に焼けた、キレイめのスポーツ女子だ。

　カイは知らなかったが──女子バレー部の不良部員で、今日みたいに頻繁にサボるくせに、不動のエーススパイカーというスペック持ち。

　肌が焼けているのも、別にバレーのせいじゃなくて遊びすぎが原因（そもそもバレーは屋内スポーツである）。

「ダンナが浮気うわきしてホントに平気でいられるか、見せてもらおーじゃんか！　アッシュ君にアタシのおっぱい揉んでもらおーじゃんか！」

　と啖呵たんかを切るなり、制服の上着の裾すそに両手をかけて、ガバッとたくし上げようとする。

　サイズだけならジュンに負けず劣らない胸を、気前よくほり出そうとする。

（こ、これがリア充！　恐ろしい子！）

　カイは慄然りつぜん。

　おっぱいくらい、ブラジャーがあれば見せても平気だというのか？　「アハ水着と変わんないじゃーん」という解放的なノリなのか？

　咄嗟とつさに両手で目を覆い、指の隙間すきまからノッチ殿の巨乳を拝もうとした。

　しかし、「アホかーい！」とカラオケのリモコンで可愛がりしたジュンの強烈なツッコミによって、ノッチの淫行いんこうは未然に防がれた。

　カイが垣間見かいまみることができたのは、服の下で焼けてない、なまめかしいほどに白いお腹なかと、妙にエロい形のおへそだけだった。眼福、眼福。

　一方、女子たちはジュンの激しすぎるツッコミに大喜び。


「ヨメの嫉妬しつとキターーー！」



「うーんゴチソウサマ」

　と、双子姉妹たちも別に本気でジュンが嫉妬してるなんて思ってないくせに、きゃっきゃといじり倒す。それでジュンが憮然ぶぜんとしてみせると、ますます面白おもしろがってからかう。

「ねえ。いい加減、歌わない？」

　と、怜奈が卓越した空気読みスキルで頃合ころあいを見計らい、切り出さなかったら、カイとジュンはいつまでオモチャにされていたかわからなかった。







　リア充たちによるリア充のためのカラオケが始まった。

　白雪さんが完璧かんぺきな英語のイントネーションで話題の洋画主題歌をシャウトすれば、双子姉妹たちが呼吸いきバラバラのデュエットを披露。ノッチの乃木坂のぎざか？　は耳が痛くなるほど元気だった。怜奈のバラードはプロかと思った。

　その間、カイは美白肌さんと一緒にマラカスで盛り上げ続ける。

　ぶっちゃけ三十分も経たたずに音を上げそうになった。

（つ、つまんねえ……）

　アニソン以外、知らんし。歌えんし。

　いや、厳密には流行曲を全く知らないわけではないのだ。タイトルやアーティスト名があやふやなだけで、バイト先の有線で流れているし、曲調くらいはわかる。周囲のノリも窺うかがいつつ「この辺で合いの手が必要だな」という判断くらいはできる。

　しかし、そんな接待カラオケが楽しいわけがない。

（ま、まあ、いんだよ。こっちは覚悟の上だし）

　ジュンがこのメンツと気まずくならないようにと、ただその一心でつき合ってるのだから。

　でも──

（俺はいいんだぜ？　俺は）

　ジュンの様子を眺めていて、思うところがあった。

　今は桃子とデュエットの最中だが……メチャクチャ気持ちよさげに歌っている桃子とは対照的に、ジュンはなんとも大人しい歌い方をしていた。

　桃子はところどころ元の曲調を無視して──良く言えば自己アレンジ、悪く言えば調子っ外れ──自信満々で我を通している。そんなオナニー歌唱法に、ジュンはきっちり合わせてやっているのだ。

　元曲がバックコーラスになっているところも、率先してジュンが裏方に回る。

　ワガママな桃子相手のデュエットだからというわけではない。

　さっきから見ていれば、ジュンは誰とデュエットに誘われてもそうしていた。

　逆に、自分から曲を入れることは一回もなかった。

（こんなん、いつものジュンのカラオケじゃねえ）

　カイは困惑してしまう。

　もっと言えば、全く楽しそうに見えない。

（……俺が楽しくねえのは当たり前だけど……ジュンがつまんねえのは、おかしくないか？）

　友達同士で遊んで、面白くないって、それ一緒に遊ぶ意味なんかあるのか？

　もちろん友達だからって、なんでもかんでも趣味が合うとは限らない。




　例えば、カイはマンガが好きで、ラノベもアニメも好き。

　一方、岸本はマンガは好きだけど、ラノベやアニメは好きじゃない。そして女遊びが趣味。

　だから共通の趣味である、マンガトークで盛り上がる。

　カイは「りゅうおうのおしごと！」や「29とＪＫ」がどんなに傑作だと思っていても、「これ読まないの、人生の損失だから」とか善意でも岸本に押しつけたりしない（コミカライズ版は喜んでもらえた）。岸本もカイの性格を理解してくれて、「人数足りないから合コン入ってくれ！」なんて頼みは絶対にしてこない。

　だから一緒にいて楽しい。友達になれた。

（でも、ジュンは違うのか？　それとも女同士だと違うのか？）

　ジュンが怜奈たちとよくカラオケに行っているのは知っていたし、てっきりリア充カラオケノリにもついていける、楽しんでいるのだと思っていたが。

　実は、別に楽しくないのに、無理してつき合っているのだろうか……？

（だとしたら、釈然としねえな）

　これなら自分の家で戦車やってた方がよかったんじゃないのか？

　カイはそう思ってしまう。




　憮然となっていると、桃子とジュンが一曲歌い終わった。

　桃子はしばし、やり遂げた感を笑顔で表現していた。

　が──急に何かイタズラを思いついた悪い顔に変わると、

「ねー、アッシュくんも曲入れたらー？　さっきから一曲も歌ってないじゃーん☆」

　媚こび媚こびの仕種しぐさと声で話しかけてくる。

　もう次の子の曲が始まろうかというのに、お構いなしのジコチューさ。

「いや、いいよ。みんなの歌、聞いてる方が楽しいから」

　カイは空気を読んで、桃子に届くギリギリまでボリュームを落とし、返事する。

「もーそんなこと言ってー☆　オンチなのがバレて、笑われたくないだけだったりしてー？」

「ああ図星だよ。モモコちゃんには敵かなわねえよ」

　もうそれでいいよ。

　別に上手うまいわけじゃないのは事実だし。

「ねーねー、歌おーよー？　とゆーか、モモコとデュエットするー？　しよー？　松田まつだが土下座したってＯＫしない、プラチナものだよー？」

「いや、いいって。曲とか詳しくねえし、俺。一緒に歌えねえし」

「だいじょーぶだいじょーぶ☆　モモコってばチョー詳しーし、合わせてあげるからー。ほら、アッシュくんの好きな曲、入れてみ？　入れてみ？」

　そんなこと言っておまえ「恋は渾沌カオスの隷也しもべなり」入れたら歌えんのかよ。無理だろがよ。「うー！　にゃー！」とかエアプかましたらキレッぞ？

　カイはそう思えど、ぐっと堪こらえた。

　趣味は押しつけるものではない。今、リア充カラオケノリを桃子に強要され、カイが不快なのと一緒で、理解できない人間の前でアニソンかまして、ドン引きされようものなら、「恋は渾沌カオスの隷也しもべなり」という名曲が泣くではないか。そんなの耐えられない。

　だから空気を読み、下手に出た態度で辞退を重ねた。

　ところが──

「もーノリ悪いなー。アッシュくんてば陰キャすぎー。非リアきんもー☆」

　桃子にせせら笑われて、カチンと来る。

　陰キャと蔑さげすまれるのはまあいい。こいつらみたいな陽の極みの者と比べたら、そりゃあ自分は垢あか抜けてはいないし、草食系男子だろう。

　だが、非リア扱いは承服できない。

　確かにカイも、このグループみたいな連中を指して「リア充」と表現する。

　しかし、イコール、自分が「非リア」だということにはならない。自分は毎日オタク趣味を満喫しているし、その軍資金を稼ぐためにバイトもがんばっていたし、コミケ等のイベントで外出することだって多い。

　これが「充実した現実世界リアル」でなくて、なんというのだ？

　むっとなったカイは、揶揄やゆたっぷりにやり返す。

「三原みはらはそんなに俺と一緒に歌いたいの？　男を誘ってるの？　えっちなの？　ビッチなの？」

「ハァッ!?　おま今なんつった!?」

　たちまち桃子は目を剝むいてキレる。口調も地が覗のぞく。

　一瞬、カワイ子ぶりっこの仮面が剝はがれて、ちょっと笑える。

　でも桃子はすぐに仮面を着け直し、口調も取り繕って、

「も、もー、アッシュくんてば、ひどーい☆　モモコは友達想おもいなんだよー？　みゃーかわのカレシくんが早く溶け込めるよーに、一肌脱いでるだけなのにーぃ。それをビッチって言うなんて、モモコかわいそすぎー☆」

「とか言って友人のオトコを狙ねらってるんだな。ビッチ」


「だからモモコは全然ビッチじゃねーーーーーーし！」



「あ……非モテの方でしたか……」

「さ、察した気にならないでよ、き、きんもー☆　陰キャきんもー☆　女は顔十割って言ったよねー？　モモコはずーっとモテモテですけどー!?」

「じゃあ、ビッチじゃん」


「違げーーーーーーし！」



　カイはテキトーにからかっているだけなのに、いちいちムキになって否定する桃子。

　打てば響く反応の良さに、ちょっとだけ楽しくなってくる。

　美白肌さんや双子姉妹もまた、新しいオモチャが見つかったかのようにニマニマしてるし。

（なるほど、このクソムカ桃子ちゃんがイケてるグループに入ってやっていけてるのも、顔がいいからだけじゃないんだな）

　と、妙なところで感心するカイ。

　その煽あおり耐性ゼロ子ちゃんが、いきり立って腰を上げると、スカートの裾をつかみ、




「モモコがビッチかどうか、処女膜マク確かめさせたらあや！」




「下品だからおやめなさい！」




　たちまち怜奈の雷と、ジュンの無言チョップが脳天に落ちた。

「おおおおお……」

　桃子は被打撃箇所を押さえてうずくまり、苦悶くもんの声を漏もらす。

　女子たちは全員大爆笑だ。文字通りお腹を抱え、両脚をバタバタさせる。

　全員、スカート丈が短いから、男には目に毒な光景だった。

　カイはうつむいてドリンクのストローに口をつけ、見て見ぬふりをしなければならなかった。

　つまりは、バッチリ目撃していた。

　岸本や松田にバレたら、嫉妬で殺されそう……。





◇◆◇






　と──そんな愉快なアクシデントはあったものの、基本的には退屈なリア充カラオケパーリーが、その後もずっと続いた。

　それはもう、学生フリータイムが終わる十九時までみっちりだ。

　解散となって、徒歩で帰宅する者、自転車でバイトへ行く者、電車を使う者と別れていく。

　カイとジュンは電車通学である。

　朝城高校最寄りの坂田さかたは、県東西線と南北線が交わるターミナル駅。

　カイは県北方向へ四駅離れた、度会わたらいで降りる。

　他ほかにも帰路が同じ奴やつがいるかと思ったが、ジュンだけだった。

　帰宅ラッシュアワーの満員電車に、二人で体をねじ込むようにして乗車。

　ジュンをドア際に立たせ、カイが自分を防波堤にして、他乗客の圧力から守る。

　二人が出会って、ほぼ毎日遊ぶようになって、一年。別にカレシカノジョの関係じゃなくても、これくらいはスマートにできるようになった。

　両腕をドアに突っ張ってジュンを包み、両脚に力を入れて踏ん張るカイ。

　そっちの苦労はおくびも見せず、

「さすがに今日は疲れたなー。てかみんな元気ありすぎ。ついてくので精一杯」

　冗談めかしてジュンに言う。

「あはは……お疲れー」

　ジュンも苦笑混じりにねぎらってくれる。

　学年を代表するようなイケてる女子たちと、一種ハーレム状態でのリア充カラオケ。岸本あたりが聞いたら「それの何が不満じゃこの贅沢ぜいたくヤロー!?」とブチギレるであろう。

　しかし、草食系男子のカイには「気疲れハンパなかった」というのが本音。

「でも、おかげで助かった。ありがとね、カイ」

「そう？　そーゆーもん？」

「実はね、前からみんなにはカイを紹介しろとか、一度遊びに連れてこいって言われてたんだ。みんな、あたしのカレシと勘違いしてて、だから興味津々しんしんだったみたいでさ」

「あー……」

　今日の、一応の歓迎されぶりを振り返って、腑ふに落ちる。

「でも、カイは絶対ああいうノリは苦手だろうし、誤魔化ごまかし誤魔化し断ってたんだけど……みんなにはもったいぶってるって勘違いされちゃって、ますます興味持つコもいて、最近は断り続けるのも難しかったっていうのが、正直なところでしたー」

　とはいえ、ジュンとしてはみすみすカイに迷惑はかけられない。だから、カイの方から遊びに行くと言い出したことが、これ以上なく助かったという話か。

「今日のでみんなも納得したはずだしね。ホント、さんきゅーです」

　そう言って微笑ほほえむ、ジュンの表情には力がなくて、仕種からも疲労を隠せない様子だった。

　パーリーでピーポーなノリに慣れていても、そこはやっぱり女の子なのだろう。男のカイとは根本の体力が違う。

　しばし、互いに会話が途切れる。

　ほとんど密着状態で向かい合ったまま、無言で電車に揺られる。

　聞こえてくるのは、どこか物寂さびしい列車の走行音と、気怠けだるい車内アナウンスの声のみ。

　カイの腕の中で、ジュンがもそもそと身じろぎし、スマホを取り出した。

　画面に視線を落とした彼女の顔を、至近距離から見下ろす。

　物憂げな顔つきになっていても、ジュンは掛け値なしの美少女だ。

　震える長い長い睫毛まつげを眺めながら、「ウチのネーチャンと全然違え」「なに食ったらこんなになるんだろう？」などと、益体やくたいもないことをぼんやりと考える。

　スマホで時間を潰つぶす必要もない。カイは、ジュンの顔ならいつまで見ていても飽きない。いつまでも見つめていたい。

　まったく彼女の顔は、自分の好みのど真ん中だった。

　だけど、いつまでもというわけにはいかない。わずか四駅、時間に直せば十二分間。それで、この混雑と騒音に囲まれながらも、まるでジュンと二人きりになったかのように錯覚してしまう、なんとも満ち足りた沈黙と停滞の時間は終わってしまう。そこでカイは電車を降り、次の駅で降りるジュンとサヨナラすることになる。

　ふと、気づいた。

　片手でスマホを操作するジュンが、同時に、何かを口ずさんでいることに。

　列車の走行音に邪魔されながら、もどかしく思いながら、彼女のハミングに耳を澄ます。

　スローテンポにアレンジされた劇場版アニメの主題歌。「おなじ空の下で」。

（歌い足りなかったんだな）

　カイはそう直感した。

（俺だって一曲も歌ってないしな）

　カイはそう嘆息した。

　した時にはもう体が動いていた。

　電車が度会に到着し、ドアが開く。カイはジュンの腕をぐっとつかんで、一緒に降りる。

「え？」

　いきなりのことに、ジュンはきょとんとなっていた。

（そりゃそうだよなあ）

　と、ばつの悪い顔になりながら、カイはもうぶっきらぼうになって言う。

「二次会、行かね？」

「行く」

　ジュンは即答でＯＫくれた。

　疲れなんか一発で吹き飛んでしまったような、とびっきりの笑顔になって。
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　度会駅を出て、ちょっと寂れた繁華街に似合いの、寂れたカラオケ店に入る。

　高校生の身分では、通常タイムの料金は敷居が高いのだが、そんなことは言ってられない。

　利用時間とファーストドリンクを受付でオーダーし、窮屈な部屋に入る。

　──入った途端、ジュンがいきなり後ろから抱きついてきた。

「今日はホントお疲れええええええええええっ」

「ジュンさん!?」

　周りの目がなくなるのを待ってましたとばかりの勢いの良さに、カイは当惑させられる。

「ぶっちゃけストレス溜たまったでしょ!?　歌お！　めっちゃ歌お！　むしろ歌うしかない！」

　なんかテンションがおかしいというか、感極まった様子のジュン。

「い、いや大げさだって」

　カイも声を上ずらせてしまう。

　背中で潰れるジュンのボリューミィなおっぱいの感触が！　感触が！

「ジュンの友達、いい奴ばっかだったじゃん。そりゃノリについてけないとこあったけど、ストレス溜めたは言いすぎ。そんなことねーって」

「でもホントは怜奈たちみたいな子、苦手でしょ？　だけどカイはあたしの友達を、絶対に悪く言わないよねっ。桃子たちなんかさっきからＬＩＮＥで、カイの陰口で盛り上がってるのに！」

「あー。一緒に帰る奴いなかったのそれでかー。知りたくなかったなー」

　ぼやき節にさせられる。「女って恐こええぇ」と内心思う。

　でもやっぱり、だからといって桃子たちを悪く言おうとは思わない。

　友達ジユンの友達は友達と言えるほどコミュニケーション強者ではないけど、最低限の礼節はわきまえている。こういう人として大切なことは、別に親や教師に習わずとも、マンガやラノベやアニメが教えてくれる。

「でもマジ話でさ、みんながみんな、三原みたいな奴じゃねえだろ？」

「うん！　怜奈とかノッチとかは、止める側に回ってくれてる」

「ほら、いい奴いっぱいいるじゃん。さすがジュンの友達じゃん」

「カイもその一人だよ！　大好き！」

　さらに強く、ぎゅっと抱きついてくる。

　今、ジュンが口にしたこの「好き」は、男女としての「好き」ではなくて、あくまで友達相手の「好き」だ。他でもないジュンのことだから、カイにはわかる。

　ラノベに出てくる鈍感主人公のように、決して勘違いしているわけではない。

　それでも、LoveじゃなくてLikeだとしても、言われて「じーん」とくるものがある。

　ただただ純粋にうれしいものがある。

（なんか……こういうのって……女友達ならでは、だよなぁ……）

　カイは嚙かみしめずにいられなかった。

　男友達同士で、どれだけ仲が良くても、相手に好感を抱いていても、面と向かって「好き」だなんて言えるわけがない。抱きついたりスキンシップもできない。[image: ]←こんなのが出現してしまう。

（そうだよな。女友達だからこそ、言えることってあるんだよな）

　だから、自分も遠慮なく気持ちを伝えよう。返そう。

　確かに今日は、自分がジュンのフォローに回った。いろいろ苦労もあった。

　それを恩に着せようなんてつもりはなかった。

　だけどやっぱり、その骨折りにジュンが気づいてくれて、こんなにも感謝してもらえるのは、うれしいことだ。気持ちがいいことだ。それが噓うそ偽りのない人情だ。

　そして、ちゃんとそこに気づいてくれた、ジュンみたいな奴が友達で本当によかった。桃子みたいな無神経な奴だったら、絶対に気づかないだろう。

　だから、自分もちゃんと気持ちを言葉にしよう。

「お、俺もジュンのこと、す、好きだち？」

　と思ったら嚙んだ！　嚙んでしまった！

　カ、カッコワルイ……。

「あたしのが好きだもん！」

　でも、ジュンは気にしなかった。

　もっとうれしげになって、もっと抱きついてきた。

　もっとジュンのおっぱいが当たって、もっとカイの下半身が困ったことになってきた。

　そして、二人は──




「お客様……当店はそのような店ではございませんので、あしからず」




　──ドリンクを運んできた女性店員に注意され、バババッと散開体勢をとった。

　カイも、ジュンも、頰ほおが真まっ赤かだった。

　まともに顔を上げられなかった。







　気まずい空気を吹き消すために、全力で二人カラオケを楽しむことに。

「っね～の、っわ～い、っかえるつるぎっ♪　っら～だをめ～ぐ～る、あかいぷよぷよ～ン♪」

　ジュンが大声で歌いまくる。

　プロ歌手みたいには滑舌も音程もよくないが、演歌歌手のようにこぶしを利きかせて熱唱する、カイがよく知る彼女の歌い方。

　メチャクチャ気持ち良さそうで、楽しんでいるのが伝わってくる。

　こうじゃなくちゃなと、カイまで釣られて浮かれてくる。

　負けじと一曲──

「っをの～ば～す～、っれたき～がする～♪　っけどま～た～、っわしってっし～ま～う～♪」

　一次会で歌えなかったフラストレーションを、ぶっ飛ばすような絶唱。

　ジュンより下手だけど、気にしない。

　女性ボーカルの曲なので裏声使いまくるけど、恥ずかしくない。

　親友同士で、なんの遠慮があるだろうか？

　オタク同士でもうアニソン、アニソン、アニソンメドレー。流行曲とか知ったことかぁ！

　これよ、これ！　ああ、カラオケって気持ちいいい！

「っらりあ！　っがや～いて～みて～ンンン♪」

「っらりあ！　っよく～はか～なく～♪」

「っうた～、っれて～く～ンンン♪」

「っあるの～、っかで～♪」

　アニソンの趣味も合う同士だから、デュエットもアガるアガる。

　ソファに並んで歌って、ノリノリでアイドルユニットみたいに手をつないで掲げる。

「ちょっと喉のど、嗄かれてきたー！」

「俺もー！」

「ドリンクおかわり行くー！」

「俺、グレフルー！」

　ジュンが傍そばにあった内線電話の受話器をとって、追加ドリンクを注文してくれる。

　それを待つ間、小休憩という流れに。

　折よく、ジュンのスマホが電話着信を鳴らした。

「ノッチからだ」

「出ていいぞ」

「いやいや。後でＬＩＮＥくれるっしょ」

「遠慮せんでいいのに」

　なんてやりとりをしている間にも、ＬＩＮＥの直トークルームにメッセージが入る。

　ジュンはサッと目を通し、

「ノッチがカイに、今日はウザがらみしてゴメンねだって。もうしないから、次はあたしと三人で遊びに行こだって」

「お、おう……」

　さすがリア充サマ。行動力というか、友達を増やそうというバイタリティが尋常じゃない。カイにはこの発想、即座には出てこない。

「か、考えとくって伝えといて」

「考えとくんだ？」

　ジュンがニヤーッと人の悪い笑みを浮かべた。

「ノッチ、おっぱい大きいもんね？」

「そこは全然関係ねえだろ！」

　これは本音のツッコミ。

　ジュンも「冗談だってば」とクスクス笑う。

　それから何を思ったか、両腕を組んで、ジュンも持ってる立派なバストを、強調するような仕種をする。たっぷりとした二つのふくらみを、下から支えて軽く持ち上げる。

「あたしもノッチに負けてないと思うんだけどなー？」

　と、またニヤーッ。

「どっ、どうなんだろうな。わかんねえなっ」

　カイはとぼけるしかなかった。

　本当は、ジュンの方が勝ってると思っている。

　ノッチは背が高い分、バストサイズが有利になるのが当然で、仮に二人が同程度のサイズなら、ジュンの方がプロポーション比は優れているという理屈になる。

「とか言ってカイ、ノッチのおっぱいチラチラ見てたくせに～」

「バレてんのかよ！」

「あたしのだってよく見てるじゃん」

「スミマセン男の本能なんですレジスト不可能のバッドステータスなんです！」

「カイはそんなにおっぱい好きなんだ～？」

「嫌いな男がいたら連れてきてみろよ！」

　カイはあくまで主語を大きくして、自己責任から逃亡。

「じゃ、じゃあさ……」

　いたずらっぽい笑みを浮かべていたジュンが、急に強張こわばった顔つきになって、視線を逸そらす。

「ん？」

　態度を急変させたジュンの顔を、何事かとまじまじ見つめるカイ。

　その視線から逃れるように、ジュンはもじもじしながら、

「あ、あたしのおっぱい、さわって……みる？」

「……はあ？」

「だ、だから！　そんなにおっぱい好きなら、さわらせてあげようかって言ってるの！」

「はああああああ!?」

　びっくり提案すぎて、カイの口から素すっ頓狂とんきような声が出てきてしまう。

「なに考えてんだよ、ジュン!?」

「ゆ、友情……？」

「おまえ、友達ならおっぱいさわらすの!?」

「べ、別に減るものじゃないじゃん！　それに今までだって、みんな仲良くなったら一回は、興味津々でさわらせてって言ってくるもん」

「それはあくまで女同士の話だろ!?　男友達は別腹だろ!?」

「お、男はカイだけだよ！　特別だよ！」

　首筋まで真っ赤になって、ジュンが叫ぶ。

　そんなに恥ずかしいなら言わなきゃいいのに。こっちまで気恥ずかしいのに。

　まさか、一次会でカイにおっぱいを揉ませようとした、ノッチへの対抗心？

　あるいは単に、今日のお礼？

（いやいやいやいやいやいや……）

　カイはどんな顔をしていいのかわからない。

　一方、ジュンは羞恥しゆうちを誤魔化すような、ぶっきらぼうな態度になって、

「で、どうすんの？」

「……少し考えさせてください」

「考えるんだ？」

　ジュンがまだ頰を紅潮させつつも、また人の悪い笑みを浮かべた。

（揉むべきか、揉まざるべきか、それが問題だ）

　カイは思春期男子の苦悩に悶もだえた。

　本音を言えば揉みたい。一時間くらいずっと堪能してみたい。

　でも、本当にジュンの言葉に甘えてしまっていいのか？

　五分くらい揉んだところで、「まさか本気にするとは思わなかった」とかなんとか、冷めきった顔で軽蔑けいべつされないか？

　じゃあ三分くらいまではセーフか？

　欲張らずに三十秒くらいで我慢しておくべきか？

　いや、安全策というなら、そもそも揉まないのが最強に決まっている。

　考えても考えても、答えが出ねえ……！

　なんだよ、このチキンレースは……チクショウ！

「ぬうぅ……」

　カイの右手が、当て所なく揺れ彷徨さまよう。

　胸中の迷いを如実に表している。

　その手の動きを、ジュンがもう軽口一つ挟まず、心なしか緊張した面持おももちで、凝視している。

　カイの右手がジュンの方へ振れるたびにビクッと身を強張らせ、遠くへ振れるたびに「むむむっ」と釈然としない顔つきになる。カイにはわからぬ、女心の複雑さを如実に表している。

　ともあれ、ジュンはもう頰を薔薇ばら色を染めたまま、カイの答えを、決断を、息を呑のんで見守り、待っている。

　やがて──カイの右手がピタリと止まった。

　心が決まった。

　おずおずと手を伸ばす。

　そう。

　豊満極まるジュンのおっぱいへと！

（男の本能には勝てませんでしたああああああああっ）

　生まれて初めて！　異性の胸に！　確固たる意志を持って！　触れる！

　触れるのだ！

　柔らかいのかな？　弾力あるのかな？

　ドキドキが止まらないな？　ジュンのドキドキも、直じかに手で感じられるのかな？

「じゃ、じゃあ、さわらせていただきます。友達として」

「え、ええ、ご遠慮なく。友達だし」

　お互い緊張のあまり、意味もなく丁寧語になってしまう。

　でも、ジュンはソファの隣に座ったまま、決して逃げも身をよじりもしない。

　だからカイの右手も、もうジュンの左乳房へ到達して──




「お客様……ですから当店は、そのような店ではございませんので……」




　──しまう寸前、ドリンクを運んできた女性店員に注意され、カイはバババッと飛び退すさった。

　ソファの端っこへ着地し、ジュンから距離をとり、あたかも何もなかったかのように口笛を吹いた。店員のジトッとした批難の視線がからみついたが、素知らぬ顔で吹き続けた。

　ただ店員もそれ以上は言わず、これみよがしなため息とともにドリンクを置いて、退室する。

　カイたちは大きく安堵あんど。

　それからジュンが、急に噴き出す。

「な、なんだよ？」

「今のカイの動き、すごかった。座ったままグオンて！　ツェペリさんみたいだった」

「男は絶体絶命の窮地に陥おちいった時、みな波紋使いになるんだよ」

「うふ。じゃあ今度、波紋カッター出して」

「やむに已やまれぬ状況になったらな」

　軽口を叩たたき合って、それから思いきり二人で笑った。

　おっぱいに触れるか触れないかで、妙に色っぽい空気になっていたのも、それできれいさっぱり洗い流された。

　二人仲良くそろってドリンクで喉を潤わせ、

「なんかデュエットしようよ、カイ」

「『恋は渾沌カオスの隷也しもべなり』？」

「懐なつかしい！　でもナイスチョイス」

　ジュンがリモコンを操作する。

　もちろん、アニメ映像付きのやつを選択。

　モニタの中で大暴れするニャル子さんと、カイたちは一緒に盛り上がって歌った。

　結論──アニソンカラオケ最高！
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　翌日。登校時。

　朝城あさぎ高校の正門前には毎朝、教師が交代で立っている。

　校則の緩い学校だが、それでもあまりに逸脱した服装の生徒や、遅刻者を取り締まるためだ。

　今朝けさの当番は、新任の社会科教師だった。

　一年の担当なのでカイは詳しくないが、早や生徒の人気をつかんでいることは知っていた。

　二十九歳という若さに加えて、とにかくルックスがいい。まるで少女漫画から抜け出てきたような、細面ほそおもての優男やさおとこなのだ。

　これで女子にモテないはずがなく、黄色い声できゃいきゃい話しかけられ、囲まれている様を、カイも校舎のあちこちで目撃していた。

　今朝もそうだ。登校した女子たちが、「おはよう、プリンス！」とか「プリＴ、今日もイケてる！」とか、挨拶あいさつした後もしばし正門前に留とどまって、囲んでいる。しかも一年ばかりじゃなく、上級生の女子たちにも人気だった。

　ちなみに「プリンス」というのは、その恵まれた容姿からつけられたあだ名というだけではなくて、下の名前が「王子」と書いて「ぷりんす」と読むのだという。マジで。

　キラキラネーム同士、カイとしてもシンパシーを覚えている。ましてこの先生の世代だと、まだまだキラキラネームは物珍しかったのではないか。味わわされる羞恥しゆうちは比較にならなかったのではないか。知らんけど。

　カイが正門を横切ると、女子と楽しくおしゃべり中だった王子先生プリＴが顔を上げ、「おはよう！」と気さくに挨拶してくる。カイもなるべく礼儀正しく「おはようございます」と返す。

　これだけ女子にモテモテの教師だと、男子からは反感を買いそうなものなのに、そうでもないらしい秘訣ひけつが、この気さくさだ。

　優男然とした容姿に似合わず、飾らず、メジャーマンガやゲームのトークにも、ノリノリで参加してくるのだとか。

　また相当の兄貴肌で、ちょっとした悩み相談でも、根気よく応じてくれるという。

　加えてちょっとドジなところもあって、授業中の何気ない会話から、家では奥さんの尻しりに敷かれて頭が上がらない様が、ぽろりぽろりと漏洩ろうえいしてるらしい。

　おかげで一年男子には、恐妻家ネタをいじられまくっているらしい。そこがまた、王子先生プリＴがウケてる理由なのだろう。

　と──数々の噂うわさ話が、アンテナの低いカイの耳にも届いてくるくらい、大人気の先生なのだ。

　私立校だからか、朝城にはユニークな教師が多いが、既に指折りかもしれない。

（先生とマンガトークとか、面白おもしろそうだよなー）

　二年担当じゃないことを少し残念に思いつつ、カイは校舎へ向かった。




　下駄げた箱に着くと、履き替え中の怜奈れいなを見つけた。

　カイは昨日の話を思い出す。桃子ももこたちがグループチャットで、カイの陰口で盛り上がる中、怜奈は諌いさめる側に回ってくれたという。

　愛想あいそよくしたってバチは当たるまい。

「おはよ、藤沢ふじさわさん！」と元気よく声をかける。

　それで怜奈もこっちに気づいた。ゆっくりカイの方へと振り返った。

　今朝もばっちりメイクの決まった、華々しくも品位を損なわない、彼女の美貌びぼう。

　妖あやしいまでの色気を湛たたえた切れ長の目が、こちらの目と合って──




「ちっ」




　途端、なぜだかいきなり舌打ちをされた。

　それも盛大に。嫌悪感たっぷりに。

　実際、怜奈はこちらを一瞥いちべつしただけで、さっさと立ち去る。

　カイを見る目は、まさしく生ゴミに向けるそれだった。

　おぞましいほどに強烈だった。

「お、おいっ。なんだよそれっ」

　カイは慌あわてて後を追う。

（友達ジユンの友達は友達って言ってくれたの、やっぱ建前たてまえだったのかよ？）

　昨日の怜奈は桃子と違い、終始好意的な態度を示してくれていた。少なくとも表面上は。

　それがこの態度の急変。

　どういう風の吹き回しか、確かめずにいられない。

　いや──もちろんこれが他ほかの相手であれば、そんな勇気は出てこなかっただろう。

　しかし、相手はジュンの友達だ。こちらも仲良くなる必要まではないが、仲違なかたがいするのはマズい。ジュンが板挟みになる恐れがある。

　咄嗟とつさにそう思えば、自然と足が動いたのだ。

「俺おれ、なんか気に障ることしたか？」

　怜奈に追いつき、廊下を並んで歩きながら、声のトーンを落として訊きく。


「…………」



　だが怜奈は無視を決め込んだ。目も合わせてくれなかった。

　クラス──いや、もしかしたら学年カーストの頂点にも君臨する「女王」が、氷の如ごとき拒絶の鎧よろいをまとったのだ。カイは早や勇気がしぼみそうになった。

　それでもめげなかったのは、ジュンとの友情の賜物たまものである。

「なあ！　なんか言えってば」

「……空気を読んで欲しいわね。あなたとはもう口を利ききたくないの。わからない？」

　怜奈はまた舌打ちした。

　歩調は早足、目も真まっ直すぐ前を向いたまま。

　カイは合わせて廊下を歩きながら、

「自分でもよくわかんねえ理由で無視されるのは、さすがにキツいんだけど？」

「私はジュンのカレシを悪く言って、ジュンに嫌われたくないの」

「なんだよ、そりゃ!?」

「同じことを二度言わせる男は、愚鈍もすぎるというものよ？」

　まるで取りつく島のない怜奈。

　それでもカイは食い下がっていく。

　自分は別にカレシじゃないとか、もはや否定するのも面倒で、そこはスルーし、

「ジュンには言わねえ。だから教えてくれよ。俺の何がそんなに気に食わないんだ？」

「鈍い男ね！」

　怜奈が苛立いらだったように、廊下で急に足を止めた。

　ようやくこちらを向いた。

　ヤクザの情婦もかくやの畏おそろしい風格を漲みなぎらせ、敵意の限りににらみつけてくる。

　ビビらずにいられない。ちょっと尻込みしてしまう。

　逃げ出さなかっただけでも、褒ほめてもらいたい──それくらい今の怜奈は凄味すごみがあった。

　底冷えのするような声音こわねで告げてくる。

「なら遠慮なく言わせてもらうけれど──昨日のカラオケ、あれはどういうつもり？」

「どういう……って。俺、なんかしでかしたか？」

「自覚はないの？　あなた、最初から終わりまで、ずっとつまらなそうにしてくれて！　厭味ったらしいったら！」

　怜奈に批難され、カイは一瞬、口ごもった。

　頭で考えるより先に、いま図星を衝つかれたのだと、体が気づいて固まったのだ。

　怜奈の激しい糾弾きゆうだんが続く。

「それでも場が白けないように、皆がどれだけがんばって盛り上げようとしてたか、あなたにはわからないのでしょうね？　ずっと非協力的な態度だったものね？　あの桃子でさえ、気を遣ってデュエットに誘ったのに、あなたは断った」

「三原みはらのはわかんねえよ！　あの口の悪さじゃ、気遣いだって思わねえよ！」

「……そうね。桃子に関してはあの子が悪かったわ」

　怜奈はすぐに撤回した。

　カイのことがどれだけムカついていても、物事の筋を捻ねじ曲げて批難はしない。

　この女王様は公平なのだと、カイは知る。

　だからこそ、怜奈の発言にはにわかに撥はね除のけられない重みがある。

「せめて一曲か二曲、つき合うこともできなかったの？」

「……しょうがねえじゃん。俺、流行はやりの曲とか知らんし」

「あなたの好きな歌を歌えばいいじゃない」

「はあ？　アニソンなんか歌った日には、それこそおまえら白けるだろ？」

「決めつけないで？　子どものころ、プリキュアくらいは見てたわよ」

「それを男に歌えとっっっ!?」

　ほぼ初対面の、イケてる女子たちの前で？

　ハードル高すぎるわ。

「ラピュタやトトロなら、再放送のたびに見るくらい好きよ」

「ジブリさんさすがっすね」

　カイは呆あきれ半分に言った。




（ほら、やっぱりだ）

　なんと言おうと、オタクじゃない人間は、オタクのことは理解できない。

　でも、それはいい。

　カイだってパリピ文化は理解できないし、する気もない。

　だから、お互いに無関心・不干渉でいいじゃないか。

　趣味嗜好しこうの押し付け合いや強要ほど、野蛮なことはない。

　カイは常々そう思っている。




「つまりは住んでる世界が違うってこった。最初からわかってたことだ。俺とおまえらじゃ所詮しよせん、楽しいカラオケとか不可能だったんだよ。こっちは覚悟してたし、再確認するまでもなかったけどな！」

「よくもまあ臆面もなく、そんな台詞せりふが言えるわね。昨日のジュンの様子を見て、あなたには思うところがなかったのかしら？　仮にもカノジョでしょう？」

「思うところ？　ああ、あったね！　メチャクチャつまんなそうだった」

「それが誰だれのせいだと思っているの？」

「おまえらに気を遣ってるからだろ？」

　今度はこっちが図星を衝く番だと、カイは責め立てる。

「ハッ」

　ところが怜奈はせせら笑った。

　カイの舌鋒ぜつぽうを軽々いなした。

「やっぱりわかってない。ジュンが気遣ってたのは──あなたよ」


「…………なんだって？」



「桃子や皆と同じ──いいえ、それ以上ね。あなたがカラオケに参加したせいで空気が悪くならないようにって、ジュンは皆を気持ちよく歌わせるサポート係に徹してた。本来のあの子は、誰よりも気持ち良さそうに歌うのよ。まさか、それも知らないの？」


（………………………………知ってる）



　二度目の衝撃で、足元が揺らぐ想おもいだった。

　まさか、ジュンにそんな気苦労を強しいていたとは……。

　骨を折り、フォローに回っていたのは、てっきり自分の方だと思っていたのに……。

「本当に情けない男！」

　怜奈は珍しく声を荒らげた。

「ジュンに恥ばかりかかせて。あの後、あなたがどれだけボロクソ言われてたか、知ってる？」

「……知ってる」

「それは翻ひるがえって、ジュンが悪く言われているのと同義なのよ？　自覚ある？」


「…………」



　カイはうつむき、押し黙った。

　悔しかった。これだけ言いっ放しにされて、悔しくないわけがなかった。

　でも、にわかに反論できなかった。

　歯嚙がみすることしかできなかった。

「……じゃあ……俺は、どうすりゃよかったんだよ？」

　どうすれば、ジュンに恥をかかせずにすんだのだろうか。

　まさかトップクラスの陽キャどものように振る舞って、うまく立ち回れとでもいうのか？　そんなの、いきなりできるものか。あまりに無茶がすぎる。

「決まっているでしょう？」

　怜奈は鼻を鳴らした。

　こんな単純なこともわからないのかと、小馬鹿こばかにして答えた。

「前提条件が間違ってるの。そもそもカラオケに来なければよかったのよ」

　三度目の衝撃が、カイの足元を揺るがす。

「桃子がどれだけワガママを言っていようが、あなたは毅然きぜんと断ればよかった。学食の時のこと憶おぼえてる？　ジュンは断るよう勧めていたわよね？　私だって誘いはしなかったわよね？　それでもあなたは格好つけて、ジュンを庇かばって、来ると言った。それ自体はいいことよ。男だもの、格好をつけて悪いことは何もない。『へえ、意外と甲斐性かいしようがあるのね』って、私だってあの時は感心したのに──とんだ買い被かぶりだったわ」

　怜奈の言葉の一つ一つに、カイはますます強く歯嚙みさせられる。

　痛いほどさせられる。

「理解できる？　私たちにつき合った以上は、郷に従いなさい。それが嫌なら、郷に入るべきじゃない。それもまた一つの立派なポリシーよ。私だって無暗に趣味嗜好を押しつける野蛮はしないし、あなたも住んでいる世界が違うとわかっていたのなら、互いに無関心・不干渉──それでよかったじゃない。私の言っていること、おかしい？」

「……おかしく……ない」

　完敗だった。

　完膚かんぷなきまで、言い負かされた。

　うつむいたままのカイに、怜奈は軽蔑けいべつしきった視線を刺して、最後に通告する。

「あなたみたいな男、ジュンには相応ふさわしくない。私は決して認めない。でも、ジュンにはジュンの好みがあるのだから、私は敢あえて口出しはしないし、あなたたちの邪魔はしない。言ったでしょ？　ジュンに嫌われたくないの。だから、あなたも気にせずジュンと仲良くしてあげて。ただ、私にはもう不必要に話しかけてこないで？　あなたの顔を見るのも不愉快なのよ」

　聞いて──カイは頭を跳ね上げる。

　考えるより先に、体が動く。

　今のは聞き捨てならないものを感じた。釈然としないものを覚えた。

　でも、その正体まではわからない。思考が追いつかない。

　だから、怜奈のことをにらむばかりで、言葉が出てこない。

　怜奈もこちらの視線を余裕綽々で受け止め、しばし待っていたが、カイが何も言い返せないのを見て、今度こそさっさと行ってしまう。

「さよなら──中村君」

　なんとも堪こたえる捨て台詞だった。

　あれほどアッシュとは呼ぶなと、頼んでいたのに。

　中村なかむらと呼んで欲しかったはずなのに。





◇◆◇






　釈然としない気持ちを抱えたまま、その日の授業が進んでいった。

　モヤモヤを抱えたまま、放課後が来た。

　今日はバイトの日だ。

　カイはオタク趣味を満喫するため、軍資金を稼ぐため、週二ペースで入れている。

　曜日はシフトによって異なる。

　今日みたいな学校のある日だったら、夕方五時から夜十時までの五時間。途中、十五分休憩が一回あり、それも時給のうちというホワイトなバイト先。

　レンタルビデオショップ「ビーバー」四号店。

　坂田さかた市を中心に八店舗を展開する、老舗しにせの地元チェーンだ。

　競合店が次々と帝国ツ●ヤの軍門に降くだる中、得意のゲリラ戦法で抗あらがい続けて幾星霜。一進一退の攻防をしている間に、ネット動画サービスの波が押し寄せてレンタル業界そのものが危ういという、今日この頃ごろとなっている。

　ビーバーは店舗ごとに強く特色を打ち出す戦略で生き残っており、この四号店はアニメや特撮、またはオタク好みの映画（マンガの実写化やマーベル作品など）に関連した、ＢＤ・ＤＶＤ・ＣＤを多く取りそろえている。

　カイがバイト先にここを選んだ、決め手もそこだ。

　従業員割引が効くのも大変にありがたい。

　ジュンがNetflix沼にずぶずぶハマっている一方で、カイはまだまだレンタルＢＤ派。ネット動画サービスは、会社ごとに視聴可能なアニメがあったりなかったりするのがもどかしくて、かといって全社契約するのもお金がもったいないしで、いまいち踏みきれないでいる。







　平常通り、四分入りのお客を捌さばいて、暇すぎず忙しすぎずの二時間半が経過。

　高校入学してすぐに始めたこのバイトだ。カイももう手慣れたものだ。たとえ胸に晴れないわだかまりがあろうと、いちいち仕事に支障をきたしたりはしない。

　休憩時間が来て、バックヤードの休憩室に引っ込む。

　ロッカーや給湯設備の他、四人掛けのテーブルが置いてあって、疲れた体を投げ出すように椅子いすへ腰かける。

　すると──

「お疲れ様です、中村先輩」

　同じく休憩に入った女の子が、挨拶してきた。

　人よりも可憐かれんな容姿に自覚的な、見るからに小生意気な顔立ちの後輩だ。




　名前は布袋ほてい琴吹ことぶき。

　一個下で、つい先日高校生になったばかりの十五歳。

　ただし学校はカイと違う、近所の公立。あくまでバイト上の先輩、後輩の間柄。

　それも二か月前に入ってきたばかりの新人である。

　琴吹曰いわく、本当は高校生になってから始めようと思っていたそうだが、受験が終わった後の中学があまりに暇で、だったらもうやるかと思い立ったらしい。

　ビーバーも本来は高校生からしか応募していないのだが、その時期そのケースの中学三年のみ、バイト採用している。

　歳としが一番近いのもあって、自然とカイが指導係に納まった。

　彼女のことは「琴吹さん」と呼んでいる。

　最初、下の名で呼ぶのは馴なれ馴なれしいかと思ったが、名字で呼ぶと「布袋というのは一般にあのデブを指します。わたしのイメージにはそぐいません」と怒るので、やめた。




　その琴吹が、洗い場に立って言った。

「わたしがコーヒーを淹いれましょうか？」

　妙に硬い、そして抑揚よくようの乏しい丁寧口調だ。

「いいえ、結構です。お構いなく」

　カイも真似まねして返事する。

「ご遠慮なく。私が飲むついでですので」

「そうでしたか。ではお言葉に甘えます」

「最初からそう仰おつしやればよいのに」

「以後、気をつけます」

　まるで冗談みたいなやりとり、言葉遣いだが、琴吹は決してふざけていない。

　この後輩はいつでも、他の従業員やお客に対してもこうだった。

　小生意気な奴やつなのは間違いない一方で、実はクソザコメンタルなのである。

　接客業というのは、苦手な奴はとことん苦手。琴吹がまさにそうだった。バイトを始めて最初のころは、狼狽パニツクに次ぐ狼狽パニツク状態だった。

　敬語や丁寧語にも慣れていなかったから、メチャクチャのズタボロ。

　カイは少しでも慣れさせてやりたくて、琴吹との会話は全て敬語と丁寧語で行った。彼女の方が年下で後輩でも、お構いなしだった。




　そして、現在に至るというわけだ。

　二か月経たった今でもまだ、琴吹の口調や接客はぎこちない。

　だから、カイも敬語と丁寧語で接するのを続けている。それで変な会話になるのが、むしろ最近は楽しくなっている。

　琴吹がインスタントコーヒーのカップを二つテーブルに並べ、カイの対面に腰を下ろした。

　いつものように、休憩時間いっぱいを使っての談笑を始めた。

「ＡＣＣＡはもうご覧になったでしょうか、先輩？」

「はい。とても素晴らしいアニメーションでした。原作漫画もそろえました」

「より詳しく、ご感想を聞かせていただいても？」
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「ロッタとニーノに今後の恋模様は存在するのか、否いなか、誰かと議論をしたい気分です。リアルタイム視聴をしなかったことが、とても悔やまれます」

「祭りに乗り遅れましたね。食わず嫌いは先輩の悪癖です」

「どうか多趣味と仰ってください。観たいアニメ、読みたいマンガ、やりたいゲームが世の中には多すぎるのです」

「先輩は浮気性うわきしようですね」

「心外です。あなただとて、全てのアニメを視聴できているわけではないでしょうに」

「それこそ心外です。わたしはそのクールの全アニメ一話を視聴した上で、継続するかどうか、判断するようにしています」

「なんと。驚きました」

「尊敬してくださっても？」

　フフン、と得意げにする琴吹。

　エラソーにされても、苦笑を誘われるばかりで憎めないのは、こいつがひた隠すクソザコメンタルを知ればこそだろう。




　例えば、琴吹が淹れてくれたこのコーヒー。

　カイはカップを傾け、中身を味わう。

　たかがインスタントなのに、いつもより舌に染しみ渡る。

「砂糖とミルク、いつもより多くないですか？」

　こっちの要望を聞きもせず、琴吹が勝手に入れたのに、今のカイにはうれしい分量だ。

「先輩がいつもより、お疲れの様子に見えましたので」

　琴吹はなんでもないことのように答え、そのくせ恥ずかしくてこっちと目も合わせられない様子だった。素直じゃない奴である。

「なるほど、ありがとうございます」

　だから嫌味なほど素直に礼を言ってやった。

　琴吹はますます目を逸そらして、そわそわとなった。

　カイは気づいている。

　この生意気な後輩が、意外と気が利くのは、根が臆病で常に周りの顔色を窺うかがっているからだ。

　そこがカイにはいじらしくもあり、琴吹を憎めない所以ゆえんだった。




「今日の先輩は、なにやら悩みを抱えているようにも見え」

　まだ目を合わせられないまま、琴吹が切り出す。

　敢えて触れないようにしていたのを、話の流れから、触れる方向へと意を決したようだ。

「わたしでよければ、お聞きしますが？」

「よろしいのですか？」

「わたしに遠慮はいらないと、申し上げたばかりですが？」

「え、そんな話だったっけ？　……じゃあ、まあ。大したことじゃないんだけどな」

　カイは素の口調に戻り、具体名は出さずに、かいつまんで説明した。

　それで何が解決するわけでもないと思ったが、誰かに愚痴らせてもらえば、少しは気が晴れるかと思ったのだ。

　ところが意外にも──

「その先輩を叱しかったクラスメイトさんの気持ち、わたしにはわかります。一方で先輩が、釈然としない理由も心当たりがあります」

　琴吹はこちらの目をしっかりと見て、頼もしいことを言ってくれた。

「なんと。本当ですか？」

「はい。もちろん」

「ぜひご教示いただければ」

「ご教示いたしましょう」

　またエラソーだけど憎めない態度に戻る琴吹。

「そのクラスメイトさんは、中村先輩と女友達さんのことを、きっと恋人同士だと勘違いしています。一方で先輩は違います。あくまで友達同士だと思っています。その認識の差が、お二人の齟齬そごを生んでいるのでは？」


「あっ……！」



　膝ひざを叩たたく想いとはこのことだった。

　琴吹が構わず続ける。

「恋人同士ならば、カレシとして相応しいだとか、相応しくないだとか、そういう見方も存在するでしょう。一方で、友人同士に資格など必要ありません」

　だから怜奈は、カイのような男がジュンの恋人になる資格なしと、憤ったのだ。

　逆にカイは、親友のジュンと仲良くするのに、どうして認めるの認めないのと他人にゴチャゴチャ言われなきゃならないのか、釈然としなかったのだ。




「めんどくせえなあ……カレシカノジョって」




　カイはぽつりと漏もらした。

　半ば無意識のことだったが、だからこそその言葉は、掛け値なしの自分の本音に思えた。

（こいつは考えさせられるなあ……）

　嘆息し、目をつむる。

　カイとて世間一般の例に漏れず、漠然と「カノジョが欲しい」と思っていた。

　でも案外、カノジョなんてできても、面倒が増えるだけなのかもしれない。

　相応しい相応しくない、資格があるない、そんなことをいちいち考え出したら、どれだけきりがないことか──

　例えば、怜奈のお眼鏡めがねに適かなうよう、努力するとする。

　ジュンのルックスに釣り合うように、もっとオシャレを意識しなければならないだろう。

　ジュンに恥をかかせないよう、リア充ノリや趣味にもついていけるようになるべきだろう。

　オタク趣味だって、周囲に隠しておくべきかもしれない。

（なーんて──ばっかばかしい！）

　単なる友人同士なら、毎日ツルんで、遊んで、ダベって、楽しければそれでいい。

　ただそれだけで充分なのに。ただそれだけで最高なのに。

（ジュンはカノジョじゃなくて、ただの友達だ。でも、それでよかったんだ。いや、それこそがよかったんだよ）

　今のままの気兼ねのない関係の方が、恋人関係より遥はるかに良いものだと思えるのは、果たしてカイの思い込みだろうか？

　隣のブドウが酸っぱく見えるだけだろうか？




　まったく再認識させられる。

　もう一度深いため息をついて、カイは目を開く。

　テーブルの向かい側に座る、バイトの後輩へ礼を言う。

「思考が整理できて、大変すっきりしました。全て琴吹さんのおかげです」

「感謝を形にしてくれても？」

「今度、考えておきます」

「楽しみにしております」

「ところで、さすがですね」

「何がでしょうか？」

「琴吹さんは、女心をよくわかっていらっしゃいます」

「当然のことです。わたしを誰だと思って？」

　ムフー、と得意げにする琴吹。

　そのナマイキな態度が、やっぱり憎めない。

　実際助かったよと、やっぱり苦笑させられるだけ。

「ところで、わたしも先輩とは考え方が相違する問題があります」

「伺いましょう」

「ロッタの恋のお相手は、ニーノではなくレイルではないでしょうか？」

　最初にしていたアニメの話の、続きだった。

　大おお真面目まじめ且かつ挑戦的に言われて、カイも同じように応じる。

「ご冗談を。あんなチンピラ、ロッタには相応しくありません」

「まるで先輩が、例の恐こわいクラスメイトさんに言われたような、残酷な台詞ですね」

「恋人同士には資格が必要なものだと、指摘してくれたのは琴吹さんです。その点、俺も否定できないと考えました」

「なるほど。しかし、レイルはロッタの窮地を救った頼もしい青年ですが？」

「いいえ、彼女を本当に救ったのは課長であることは、お忘れなきよう」

「それにニーノとは、あまりに歳が離れているように思えます」

「ロッタは腹に一物持った、精神が成熟した少女なので、ニーノくらいでないと釣り合いがとれないはずです。さらには物語のテーマ性からいっても──」

「しかし、わたしは──」

「いえ、俺は──」

　アニメの話で、侃々諤々かんかんがくがく盛り上がる。

　リアタイ視聴を逃しても、多くの視聴者はもはや新しい作品に興味を移していても、琴吹ならいつでも真剣につき合ってくれる。

　それがカイには楽しくて仕方ない。

　休憩時間の十五分は、語り尽くすにはあまりに短かった。
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　週末。

　カイは実家二階にある自室で、ゲーム実況動画を視聴していた。

　ただし「実況」というには、少し語弊があるかもしれない。この「jyunjyun1203」という動画主どうがぬしは全くしゃべらず、VOCALOIDも使用せず、時々テロップを加えるだけで、淡々とモンハンシリーズをはじめとしたスーパープレイ動画をアップし続けるという、ストイックな主ぬしなのだ。

　彼がモンハン４Ｇの動画を上げていた時代からファンになり、以来約五年間、ずっと「ＪジエイＪツー」の超絶技巧に魅了され続けている。

　同じ動画を何度も見返すこともあれば、心待ちにしていた最新動画で熱狂することも。モンハンＷもリリースされてずいぶんと時間が経たち、ゲーム実況業界においては下火になりつつあるコンテンツ（続編アイスボーン発売で再加熱するのは約五か月後）だが、それでも「ＪジエイＪツー」さんならやってくれる。昔から寡作ではあるが、モンハン動画を黙々とアップしてくれる。

　金曜深夜に公開された歴戦王ナナテスカトリ・ソロ討伐動画にも、カイは心奪われていた。乱入する歴戦王テオの鮮やかな処理っぷりに興奮させられた。

　勉強机にお古のノーパソを広げて、もうかぶりつきだ。




　一方──

　今日はジュンが、昼一番から遊びに来ていた。

　カイのベッドでうつ伏せに寝転がり、カイの蔵書コミツクを読み耽ふけっている。

　カイの枕まくらをお腹なかの下に敷いて、楽な姿勢ですっかり寛くつろぎモード。

　これをやられるとカイが寝る時に、ジュンの残り香で枕からいい匂においがして、なかなか寝付けなくなるのだが……まあ、わざわざやめてと注文するのもアレ。理由を訊きかれたら、気恥ずかしくて本当のことを答えられない。


「も～～～、桂音けいねせんせーコワすぎ～～～っ。カッコよすぎ～～～っ」



　ジュンがうつ伏せのまま、膝ひざから下を曲げて立て、堪たまらぬ様子でジタバタ振った。

　開いたページに顔を突っ込むようにして、感極まったように身悶中みもだえちゆう。

「まさかの展開だよなー。カッコイイよなー」

　ちょうど動画視聴にもキリがついたところで、カイは相槌あいづち打った。

「でも、俺おれは断然ショーニン派だね。あいつは絶対何かやってくれる男だね」

「わかる。危険な臭いがする男カッコイイ」

　そんな感想トークをしながら、カイは席を立つ。

　さりげなく本棚の前に移動して、さりげなく「超人高校生たちは異世界でも余裕で生き抜くようです！」の文庫本を手にとる。

　今、ジュンが興奮でぷるぷるさせられているマンガの、原作ライトノベルである。

　そして、さりげなく自分もベッドの端に腰を下ろし、さりげない口調で言う。

「ちなみにそのコミカライズの続き、原作で読めるんだけど？」

「あ、活字の本はけっこうですので」

「同じ原作者の『落第騎士の英雄譚キャバルリイ』もチョー熱いんだけど？」

「『キャバ』はアニメで全部見たし、コミック最終巻まで持ってますので」

「原作なら七星しちせい剣武けんぶ祭さいの結末まで読めるんだけど？」

「活字は眠くなるんでけっこうですので」


「くぅっ……」



　うつ伏せになったまま、こちらを振り返ろうともしないジュンに、慨嘆させられる。




　ジュンは岸本きしもとや佐藤さとうと同じで、マンガは大好きだけどラノベは読んでくれない。

「ラヴハンター林檎りんご」のその後や「夜の一刀修羅をドラゴンファング」の話で、一緒に盛り上がってくれない。

　たまーにラノベ原作アニメにハマって、続きが気になってしょうがない時だけ、そしてコミカライズではまだ話が追いついてない場合だけ、ジュンも原作小説に手を出すことはある。

　しかし、それも一、二冊くらい読んだ後、近況報告がぱったり途絶えるという始末。

　まさに活字耐性ゼロ。

　カイとしてはラノベ友達がもっと欲しいのに！




（でも、しゃーない。これ以上は趣味の押しつけになる）

　カイは「超人高校生たちは異世界でも余裕で生き抜くようです！」を、そっと本棚に戻した。

　またジュンが興味を持ってくれそうなラノベを勧めるその日まで、静かに深淵しんえんへ身を沈め、虎視こし眈々たんたんと機会を窺うかがうのだ。

　カイは密ひそやかな野心を燃やしながら、ベッドの端に腰を下ろす。

　ジュンは再びコミック版「超余裕」を読み耽っていた。

　このオタ友達が、読了した後もお気に入りのシーンをその場で、何度も読み直すことをカイは知っている。

　それはいい。それはいいのだが──

（おーいジュンさん、まーたパンツ見えてんぞ……）

　さっき膝から下をジタバタさせた時の、はずみだろう。ただでさえ丈を短くしたスカートが、めくれ上がっていた。本来は見えてはいけない純白の布地が、その精緻せいちなレース刺繡ししゆうまで「チッス！　オラぱんつ！」していた。

（しょうがない奴やつだな）

　カイは注意しようとして、ふと思い留とどまる。

　読書に夢中のジュンは、自分のあられもない姿に全く気づいていない様子。なのにカイがわざわざ指摘しようものなら、無駄に恥ずかしい想おもいをする羽目になる。

　だったら、さりげなくスカートの乱れを直してやれば、そしてカイが何も見なかったことにすれば、万事丸く収まるのではないか？

（よっし、そうしよう）

　カイは紳士として、そーっと、そーっと、ジュンのスカートの裾すそに手を伸ばした。

　でも途中で、はたと思い立った。

（これ、スカートつまんだところで気づかれたら、恥死するのはむしろ俺の方じゃね？）

　今すぐ作戦中止すべきではないだろうか？

　──と考えて、ここまできてやめられるかと、心の中でかぶりを振る。

　要するに作戦を完璧かんぺきに遂行すればよいのだ。忍者の如ごとく気配を殺しきればよいのだ。

　紳士にして忍者、それが中村なかむらカイ。

（慎重に……慎重に……）

　こっそりとスカートの裾をつまむ。




　途端、ジュンがビクンと身を強張こわばらせる。




（ごめええええええええええええええええええええん!?）

　カイは声にならない悲鳴を上げた。

　そりゃ気づきますよねー。

　スカートつままれて、わからないわけないですよねー。

　心の中でひたすら後悔と謝罪をくり返すが──また、はたと気づく。

　ジュンは心なしか緊張しているように見える。が、しかし特に何も言ってこない。食い入るように、「超余裕」コミックを凝視している様子。

（も、もしかして、気づいてない？）

　単にマンガの展開に、シンクロして固まってるだけか？

　あの巻にそんな緊迫するシーンあったっけか？

　ともあれ、ジュンが気づいていないのならセーフ。そのまま慎重に、スカートの裾を下ろして乱れを直す。作戦完遂ミツシヨンコンプリート。

　九死に一生を得たカイは、額にかいた良い汗を拭ぬぐった。

　善いことをしたと、自己満足に浸っていた。

　己おのれの紳士的スカート直しノブレス・オブリージユに誇りを感じていた。

　おかげで全く気づかなかった。

　身を強張らせたままのジュンが、耳の後ろまで赤くなっていたことに。





◇◆◇






　十五時になって、母親がおやつに買ってきたばかりの苺いちごをくれた。

　皿に盛って二階まで運んでくれて、そのまま三人で食べ終わるまでカイの部屋に居座り、ジュンとダベる。

「聞いてよ、ジュンちゃん！　ウチのバカ息子が──」

「そんなことないです、お母様。カイはこないだの小テストでも──」

　きゃっきゃ。きゃっきゃ。

　母親（39）がガールズトークと言い張って憚はばからない四方山話よもやまばなし。

　息子としてはなんとも居たたまれない空気。

　まあ、三十分もしないうちに退散するので、カイも目くじらは立てないが……。

　母親が去った後、二人でなんのゲームをするかと算段しながら、ふとジュンが言った。

「もうすぐゴールデンウィークだけど、カイは今年どうすんの？」

「少なくとも家族旅行の予定はないな」

　母親とダベったことでジュンが連想したものに、すぐ見当ついたので即答する。

　ちなみにジュンの御屋川みやかわ家は、毎年ＧＷは二泊三日の家族旅行をするのが通例だと、以前に聞いたことがある。

「じゃあカイは、また今年もバイト？」

　重ねて訊たずねてくるジュンの口調に、わずかな批難の色が混ざった。

　去年、カイがＧＷをバイトで埋め尽くしたことを、咎とがめているのだ。




　レンタルビデオショップ「ビーバー」は、年中無休で営業している。

　しかし従業員からすれば、ＧＷや盆正月は休みが欲しいというのが実情。

　そこでビーバーのオーナーは、該当期間中にも出勤してくれた者に対して、特別手当（三千円）を日ごとにつけるという措置をとっていた。

　この話を知った去年のカイは、狂喜乱舞した。

　高校生にとって、毎日三千円のボーナスはデカい。デカすぎる。

　だから調子に乗って、ＧＷ中の全日程にバイトを入れたという顚末てんまつがあった。




「今年はさすがに自重するよ」

　ＰＳ４を立ち上げて、ジュンと並んでベッドに腰かけながら、カイは答える。

　去年の飛び石八連出勤は、さすがに堪こたえた。連休明けの学校生活に支障をきたした。

　それにやっぱり、ちょっとは遊びたかった。

「でも、まとまった休みはもらえないと思うぜ。みんな、シフト変わってくれって言ってくるだろうし」

「変わらなくちゃいけないの？」

　また今年も遠出できないじゃんと、唇を尖とがらせるジュン。

「バイトの先輩たち全員、恋人持ちなんだよ。だからフリーの身としちゃ、融通利きかせないわけにもなあ」

「じゃあＧＷ中だけ、あたしが恋人になってあげようか？」


「！！！！？？？？」



「冗談よ。面白おもしろい顔～？」

　ジュンがニヤーッと人の悪い笑みを浮かべて、からかってくる。

　泡食ったこちらの顔を、覗のぞき込むようにしてくる。

「と、とにかく、先輩らには日頃ひごろお世話になってるから！」

　新人時代、ミス連発だったカイのことを、文句も言わずにフォローし続けてくれた、気のいい人たちなのだ。

　こんなことで恩返しできるなら、してあげたい。

「もー、しょーがないなー。カイはお人好しだからなー。そこが可愛かわいいしなー」

「お、男に向かって可愛いはねえだろ」

「じゃあ、毅然きぜんと先輩のお願いを断ってみて？」

「ぼく、とっても可愛いカイ君です。よろしくネ」

　架空のマスコットめいた裏声を作ったカイに、ジュンはよしよしと頭を撫なでてきた。

「でも、そっかー。じゃあまあ、お互い時間が合ったら遊ぼっかー」

　ゲームパッドを投げ出したジュンが、上体を後ろへ倒してベッドに転がる。

「そういうジュンは、バイトとかしないの？」

「しない、しない。というか、できない。家族がさー、『高校生がやるもんじゃない』とか『そんな暇あったら勉強しろ』ってうるさいの」

「あー。そういうご家庭も多いよなー」

　その点、中村家は放任主義・自己責任主義で助かっている。

「でも、その割にはジュンって金回りいいよな？」

「えーウソウソ！　あたし年中金欠だってば！」

「そりゃ金遣いが荒いだけだろ？」

　しょっちゅう十連ガチャを回しては、爆死したジュンが絶叫している様を見ている。

　カイにとってはソシャゲなんか、「基本無料」どころか「消極的完全無料」ゲームでしかないというのに。

「御屋川さんちはそんなにいっぱい小遣こづかいもらえるわけ？」

　前からちょっと気になっていたので、いい機会だし訊いてみる。

「そういうわけじゃないんだけど」

　ジュンも別に隠すほどのことではないのか、すぐに教えてくれる。

「あたし、歳としの離れたお兄ちゃんが四人いるんだ」

「そんなにいたのか」

　普段の言動から末っ子なのだろうことは予測ついていたが、歳と人数のことは初耳だった。

「で、みーんなあたしのこと、目に入れても痛くないの」

「そろってシスコンか」

「競い合ってお小遣いくれるの」

「そろって重症か」

　ハアなるほど、と嘆息する。

「正直、羨うらやましい……」

　自分のネーチャンも早く就職して、お小遣いくれるようにならないだろうか。

　気楽に十連ガチャ回せるようにならないだろうか。

（いや……現実的じゃないな……）

　姉弟仲は悪くないが、そこまで甘やかしてくれるネーチャンじゃない。

「正直、羨ましい」

　二度くり返してしまうくらい羨ましい。

「まー否定はしないけど、その分うるさいよ～？　カレシなんか絶対作るなって言うしさー」

「へ、へー」

「カイをあたしの家に呼ばないのも、メンドクサいことになるからなんだよね。お兄ちゃんたち絶対、カレシだって勘違いするもん。そんでカイをボコボコにするもん」

「ボコボコは勘弁だな……」

　そんな家には、遊びに行きたくない。

「イヤいろいろ腑ふに落ちたわ」

　ジュンがカイの家に入り浸り、もはや家族ぐるみのつき合いになっている一方で、ジュンはご家族のことを全く紹介してくれないので、何か事情があるんだろうなと踏んではいたのだ。

「んじゃアレだな。ジュンは御屋川さんちのお姫様なんだな。なんか想像つくな」

「笑わないでよ？」

「むしろ笑えねえな。でもジュン、チヤホヤしてもらえるのは、満更でもないんじゃねえの？　ジュンのお兄さんなら、全員美形じゃねえの？」

「えーナイナイ！　みんな別にカッコよくないもん！」

　ジュンはベッドに上体倒したまま、両腕でバッテン作って否定した。

「ホントかー？　おまえ、極度のメンクイだからなー。基準おかしいからなー。俺の婦長とキャス狐こをブサイクっつったの、まだ許してねーかんなー？」

「え、どっちもブスじゃん」

「表出ろやジュン」

「カイこそ味噌みそ汁に顔突っ込んできたら？　美形ってのは姐あねさんとか酒呑しゆてんレベルのことでしょ」

「違いますぅ。ナイチンゲールも玉藻たまももアタランテも酒呑童子も全員カワイイですぅ」

　クソ低次元の話で、しばしいがみ合う二人。

　やがてカイはその虚むなしさに気づき、平行線をたどるこの議論の落としどころを模索し始める。

　一方、ジュンはあくまでこっちをやり込めねば気がすまないようで、

「ふーん！　ふーん、ふーん、ふーん、ふーん！」

　何か妙手を思いついた顔つきになると、

「ところでカイさー、なんであたしのお兄ちゃんたちのこと、美形だと思ったのー？　『ジュンのお兄さんなら、全員美形じゃねえの？』ってそれどういう意味ー？」

　ベッドで上体をごろごろさせながら、上目遣うわめづかいに煽あおってくる。

「……コノ野郎」

「もしかして、あたしとお兄ちゃんたちの顔が似てるって思ったー？　それってつまり、あたしが美形で、だからお兄ちゃんたちも美形っていう話ー？」

「ウゼェ……わかってんなら、いちいち訊いてんじゃねえ……」

「ふーん、カイにとってあたしは美形なんだー？」

　またニヤーッと人の悪い笑みを浮かべると、下から覗き込むようにからかってくる。

　あまつさえ、人の膝に頭を載せてくる。

　なんとも心地よい重みが自分の両膝に乗っかってきて、カイは堪らず仰のけ反ぞりそうになった。

　女子に膝枕してもらうのは男の野望だが、よもや女子を膝枕するのもこんなに甘酸っぺー気分になるものとは！

「ハイハイ、俺の負けー。負ーけーでーすー。負け負けー」

「うふ。自棄になったカイも可愛いよ？」

「ハイハイ、ジュンは美形ですよ。めっちゃ美人。俺が今まで見た中で最高の美少女。世界一の美少女。一万年に一人の美少女」

「え？　え？　え？」

「認めるわ。おまえの顔、めっちゃ好み。俺のストライクゾーンど真ん中。まさに理想の顔」

「えええええええええ!?」

　ジュンが素すっ頓狂とんきような声で叫んだ。

　襟えり首から覗く鎖骨の辺りまで真まっ赤かに染まって、余裕の笑みもどこへやら。すっかり引きつり顔。さっきまで強気で責めてきた奴が、一転、完全な引け腰になる。

　まあ、こちらの膝に頭を載せた状態でそれをやっても、逃げるどころかますます密着するだけなのだが。

「──なんて言われたら、どんな気持ち？　今どんな気持ち？」

「か、からかったわね！」

「クックック、真に受ける方がワリー」

　膝の上に頭を載せたまま逃げるにも逃げられない、自ら罠わなに飛び込んだ可愛い獣を、今度はこちらがニヤニヤと見下ろして眺める番だった。

「カイのばかっ」

　ジュンはとうとう不貞腐ふてくされて、こっちの太腿ふとももを抓つねってくるが、そんなトコじゃ全然痛くありませーん！

「フハハいつもいつも俺がやられる側だと思うなよ！」

「もういい。あたしフテ寝する。ここでフテ寝する。このままフテ寝する」

「……え？」

「カイがどんだけ退屈しても足が痺しびれても絶対どかないから。膝枕よろしく」

「ちょ……ま……」

「ぐぅー」

「寝たふりすんなコンチクショォ！」

　カイの膝と膝の間に顔を埋めたまま、テコでも動かない構えを見せるジュンさん。

　どうせ明日は日曜だし、なんなら泊まってやるぞコラァとばかりの彼女を宥なだめすかすのに、カイは懸命にさせられた。







　──まあ。でも。

　こんな日だってあるし、それでも終わってみれば、やっぱり楽しかった。

　ジュンとすごす休日は格別だった。

　たとえ怜奈れいなになんと言われようが、この日々を、親友を、手放す気はカイにはさらさらない。

　その気持ちを新たにした。
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　しかし世の中、ままならないものである。

　週明けの学校。昼休憩の時間。

　カイと怜奈の思惑をよそに、びっくりする事態が勃発した。




「あれー、アッシュくんも学食ー？　じゃ、モモコと行こー☆」




　そう言ってクソムカ桃子ももこちゃんが、廊下へ向かったカイの隣まで寄ってきたのだ。

　思わず、まじまじと見てしまう。

「一人でご飯食べるよりはー、アッシュくんでもいた方がまだマシだしー？　それにまー、たまには施しのキ・ブ・ン、みたいなー？　アッシュくんだってモモコとランチなんて、泣くほどうれしーでしょー？　キャハ☆　モモコってマジ女神じゃーん☆」

　ほんとウゼエな、こいつ。

　平然とほざく桃子に、カイは憮然ぶぜんとさせられる。

　一方、周囲は騒然となった。一瞬でクラスがざわついた。

　イケてる女子グループでもナンバー３格の桃子が、しかも男に全くがっついてない奴が、どうしてクラスでも中の中みたいな地味オタクとツルむのか。不思議で仕方ない。

　と──そんな空気が教室内に蔓延まんえんしていく。

　皆、遠慮気味にはしているが、好奇心を覚えずにいられないようだった。

　立ち尽くすカイと、早く行こうと急せかす桃子の様子を、チラチラと窺うかがっている。

　他方、聞き捨てならないと憤るグループもいた。

　怜奈──ではない。

　松田まつだ、竹田たけだ、梅田うめだ、福田ふくだの、男子カースト上位四人組だ。

　折悪く、ジュンや怜奈のグループに、一緒に弁当を食おうと誘い、すげなくあしらわれていたところだった。

（なんで、あんなキモオタくんが、さそわれてんだよ）

（オレらでさえモモコに相手されたこと、いちどもねーのに）

（ふざけんなよ、ボケが）

（ぶっころすぞ？）

　カイをにらみつける連中の目が、はっきりそう言っていた。

　しかし、そちらには気づかないふりをして（恐こわいし！）──桃子に言う。




「ごめん、やだ」

「は？」




　桃子はまさか断られると思っていなかったらしい。

　あざといほどつぶらな瞳ひとみを、これでもかと見開いていた。

　かと思えば、怒りで尖りそうになる目尻めじりを、懸命に堪こらえてヒクヒク痙攣けいれんさせる、オモシロ表情になって、

「あ、あのー？　誰だれに向かって断ってるのか、アッシュくん、ちゃ、ちゃんとわかってるー？」

「三原みはらだろ？」

「モモコちゃんだよー!?　学校一可愛いモモコちゃんだよー!?　アッシュくんみたいな陰キャじゃ、このチャンス逃したら一生回ってこないよー!?」

「いや別にそれでいいけど……」

　カイはきっぱりと告げた。

　桃子は目を白黒させていたが、お構いなしだった。

　先日、怜奈にひどい言葉をぶつけられまくられ、しかし一個だけ学ばされたことがある。

　あの女王様は、いいことを言っていた。




　どんなワガママを言われても、毅然と断れ。

　郷に従わざれば、最初から郷に入るな。

　それも一つの、立派なポリシーである。




　──と。

　カイは桃子が苦手だし、ＬＩＮＥで陰口叩たたかれたこと忘れてないし、二人きりで学食に行くなんて気苦労しかない。

　だから、最初から断る。毅然と。

「死んじゃえ☆」

　怒った桃子が向う脛ずねを蹴けり飛ばそうとしてくる。

　カイはスッとかわす。

「なんでよけるワケー!?」

「そりゃよけるよ。痛いのやだもん」

「そこは当たっときなさいよー☆」

「やだよ。マンガじゃあるまいし」

「くそむかアッシュくんのばかばか、大嫌いー☆」

　デキの悪い幼馴染おさななじみヒロインみたいな捨て台詞ぜりふを吐いて、桃子は悔し泣きして逃げていった。

「クソムカはどっちだよ……」

　カイは棒立ちになって、ぼやかされた。




　季節外れの台風モモコちゃん一号が過ぎ去った後で、廊下に出る。

　すると今度は、よそクラスのノッチとばったり出くわす。

　朝高あさこう女バレが誇るエーススパイカー様だ。並んで立つと、すらりと背が高いのがわかる。

　そして、またびっくり！

　学食に行くなら一緒に行こうと、彼女からも誘われた。

　桃子と違って、ノッチには悪感情はない（おっぱいの大きさは関係ない）。

　ただジュン抜き、二人きりでとなるとハードルが高い。気後れする。

「い、いや、俺は──」

「決まりだね！　じゃ、行こう！」

　ノッチはごく自然にカイの手をとって、体育系パワーでグイグイ引っ張っていった。

（たはは、なにが毅然と断るだよ……）

　人に流されないって難しい。一朝一夕にできるもんじゃない。カイはそう苦笑させられる。

　二人きりで会話が持つかなあと、心配させられる。

「アッシュってマンガ詳しい人なんでしょ？」

「ど、どうかな。そこそこかな」

　ノッチに予想外の話題を振られ、咄嗟とつさに予防線を張る。実際、「００年代におけるレディコミの変遷について思うことを述べよ（百文字以内）」とかマニアックな質問をされた時に、答えられる自信はない。

「最近の火ノ丸ひのまる相撲ずもうスゴない？　あと、アタシの周りじゃまだほとんどノーマークなんだけど、呪術廻戦じゆじゆつかいせんってやつに最近ハマって──」

（週刊少年ジャンプの話かよ！）

　一番メジャーなやつやんけと、内心盛大にツッコまされる。

　あと呪術廻戦は既にみんなマークしてますからと、もうツッコミが追いつかない。

　まあでも──この手の話題はカイの大好物だ。

「『火ノ丸』好きなら、ネットの刃皇じんおうコラ知ってる？　『僕勉』のうるか、好きすぎなやつ」

「え、何それっ。ＵＲＬ送ってっ」

　スマホを取り出し、ごく当たり前にＬＩＮＥの友だち登録をせがむノッチに、陽キャの陽キャたる所以ゆえんを見せつけられる。

　彼女のペースに振り回され、パワーに圧倒されつつも、マンガトークは思いの外ほか弾はずんだ。

　やっぱりジャンプは老若男女陰陽を問わない共通言語なんだなって、一種の感動とともに再認識させられた。







　だから、気づけなかった。

　教室の中から、松田グループがずっと、カイのことをにらみつけていたのを。

　敵意と殺気に満ちた眼差まなざしを、突き刺してきていたことを。
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　午後一番の授業は、体育だった。

　四月の間は体力測定も兼ねた、陸上競技ばかりやらされる。二年になっても同じだった。

　カイはあまり運動神経が良くない。自分に甘～く見積もって、中の下というところか。

　足も遅い。

　アクションゲームは得意な部類だし、反射神経も悪くないはずなのだが、自分の全身を動かすとなると、どうもイメージ通りにならない。

「──俺、もしかしたらキリトさんなのかもしれない」

　以前、ジュンにカッコつけて言ったことがある。

　が、例によって「ＳＡＯソードアート・オンライン」の原作小説未読の彼女は、「コイツなに言ってるのかわからない」という顔しかしてくれなかった。アニメ派には伝わらないか、このニュアンス……。

　一方逆に、近ごろ体力がついてきた手応てごたえは、確実にあった。

（やはりFit Boxing、一月で一万発の男は違うなククク）

　内心、自画自賛するカイ。

　誰かに自慢すると呆あきれられそうなので、心の内に留めておく。







　授業が終わり、皆で男子更衣室にぞろぞろと引き上げる。

　体育館脇にある、小さいながら独立した一つの棟。中にはピカピカのロッカーが並び、清掃は常に行き届いている。一般的な臭くて汚いイメージはゼロ。さすがは運動部にも力を入れる私立校である。

「中村ァ……おまえよぉ、いつからノッチとまで仲良くなったんだよ？　ああ？」

「まあまあ、岸本君。そんなチンピラみたいな、からみ方しなくても」

「佐藤は黙ってりゃあ！　オウオウなんでおまえばっかモテんだ中村ァ!?」

「いや、誤解だぞ。ジュンつながりで、たまたま顔見知りになっただけだ」

「それが十二分に羨ましいんじゃヴォケガ！　オレのことも紹介してつかーさい！」


「今度、ジュンに話とく。………………………………話すだけな（小声）」



「中村──あなたが神か」

　などと益体やくたいもないことをダベりながら、カイは岸本、佐藤と並んで着替えていた。

　背後から迫る驚異のことなど、気づきもしなかった。

　いきなり──

　そう、いきなりだ。

　カイは後頭部に、鈍くて重い衝撃を受けた。

　つんのめって、額をロッカーにぶつけた。

「痛っ……て……っ」

　何事かと振り返り、辺りを見回し、それで背後からバスケットボールを投げつけられたのだと、遅れて気づいた。

「すまねえ、キモオタくん。てがすべっちまった」

　窓際にたむろっていた松田たちが、へらへら笑いながら口先だけの謝罪をしてくる。

　安っぽい挑発だ。

　しかし岸本と佐藤が、覿面てきめんにビビる。

　ケンカなんてまともにしたこともない、今時の学生だ。カイだってそうだ。

（やんのか、松田？　俺は一月で一万発の男だぞ？）

　と、内心で強がったって腰が引けてる。

　逆に松田たちは、弱い者相手に殴る蹴るは、得意中の得意だろう。

「ほかのやつらはいっていいぞ」

「オレらがようあるのは、そこのキモオタくんたちだけっしょ」

　取り巻きの竹田と梅田が下卑げびた笑みを浮かべ、さも親切面で他ほかの男子たちに命じる。

　相変わらず漢字も読めなさそう（偏見）な頭の悪いしゃべり方。

　でもそれで、他の男子たちはそそくさと着替えて、更衣室を出ていった。

　巻き込まれないように、クラスの上位カーストグループににらまれないように、カイたちを置いて保身に走った。

　それを薄情だとは思わない。

　そして、残ったのはカイと岸本、佐藤だけ。

　まるで蛇ににらまれたカエルのように、松田たちの暴力の気配に炙あぶられ続ける。

「ほうかご、ツラかせよ。なかむら」

　松田が有無を言わせぬ口調で命令してきた。

「こなかったらどうなるか、わかるよな？」

「オマエラさんにんまとめて、ガッコーやめるまでツメてやるよ」

「オトモダチまで、まきこんだりしないよな？　なかむら？」

　取り巻きたち三人が、一斉にゲラゲラと笑った。

　その傲慢ごうまん且かつ醜悪極まる態度を、カイは息を呑のんで凝視する。

　額の冷や汗が止まらない。







　どうしてこんなことになってしまったのか？

　わかっていることは一つだけ。

　カイに拒否権はない。岸本と佐藤を巻き込むわけにはいかない。

　それだけだ──
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　朝城あさぎ高校の体育館裏は、とにかく人気ひとけのない場所だ。

　少々羽目を外したところで、教師にも誰だれにも気づかれまい。

　それは、助けを叫んでも無駄だということである。

　もう春だというのに今日は風で肌寒く、閑散とした雰囲気をますます意識させられる。

（実際、私だってこんなところに、用もなく来ないものね）

　体育館の中二階にある窓から、怜奈れいなは単身、冷ややかにその場を見下ろしていた。

　視線の先には、松田まつだがいる。

　怜奈が潜んだこの中二階へと続く、昇降口。

　その脇に、一人で突っ立っている。

　ズボンのポケットに手を突っ込んで、ニヤニヤと薄ら笑いを湛たたえ、そして待ち人を迎える。

　無論、その相手とはカイのことだ。

　怜奈にとっては、認めがたき親友ジユンの恋人。

　緊張を隠せない面持おももちで、おっかなびっくり体育館裏に現れた。

「よう、キモオタ君。よく逃げずに一人で来たな」

　松田が尊大な口調でそう言った。

　その点、まったく怜奈も同意だった。カイが意外な度胸を見せたと思った。

　松田が薄ら笑いを、ますます嫌らしく歪ゆがめて言う。

「そこだけは褒ほめてやるぜ、キモオタ君。ほら、ご褒美だ」

　何を言っているのか、カイは一瞬、理解できなかっただろう。

　でもすぐに、嫌でも理解させられただろう。

　上から大量の水をぶっかけられたのだ。

　全身から滴しずくを滴したたらせながら、カイはもう啞然あぜん呆然ぼうぜんのてい。

　そこへさらに──


「ギャーーーーーーーーーハハハハハハ！」



「見ろよ、ひっでー顔！」

「おいおいキモオタくん、プール開きには、早すぎんよー」


「ダッセ！　ダーーーーーッッッセ！」



　と、盛大な嘲笑ちようしようを浴びせられる。

　松田一人のものではなかった。

　折り返し構造になった昇降口の、その踊り場──体育館内・中二階にいる怜奈から見て、すぐ下──に竹田たけだ、梅田うめだ、福田ふくだどもがいた。

　バケツにたっぷりの水を入れ、カイが真下に来るまで伏せて身を隠していたのだ。

　如何いかにもガキっぽい、低劣な嫌がらせだった。

「オレたちの歓迎、気に入ってくれたか、キモオタ君？」

「喜んでねえわけねえよなあ？」

「オレたちクラスメイトの仲間だもんなあ？」

「そーそー、実はオレたちもキモオタなんだよ。エロゲ！　ロリコン！　レイプ！　大好き──ってそんなわけあるかあギャハハハハハッ」

　松田たちの悪意に満ちた、そして文化程度の知れる台詞せりふに、怜奈は強烈な嫌悪感を覚える。

　だが、仕方ない。この一件は見届けなければならない。

「中村なかむらァ……おまえ、キモオタの分際で偉そうなんだよ」

　だからこんな目に遭うんだと言わんばかりの、松田の口ぶり。

「……前から思ってたけど、言葉は正確に使えよ。俺おれがキモいのか？　オタクそのものをキモいって言ってんのか？　もしオタクのことを言ってんだったら、訂正しろよ」

　カイはずぶ濡ぬれになりながら、押し殺した声で反論した。

　意外や、心折られてなかった。

「そういうとこが生意気でキモいっつってんだよ！」

「……俺が生意気でキモいから、気に食わないのか？」

「そーだよ。おまえ、キモオタのくせにジュンとつき合ってんだってな？　あげく今日のはなんだよ？　桃子ももこに瑞乃みずのとまでイチャイチャ見せつけやがって！」

　瑞乃というのはノッチの本名だ。

「おかしーだろ？　オレらでさえあいつらにはフラれまくりなのに、なんでおまえみたいな陰キャがモテてんだよ！　エロゲみてえになんかキタネエ弱みでもにぎってんのか!?　ああっ!?」

（下らない。どこまでも頭の悪い奴やつね）

「……どこまでも頭の悪い奴だな」

　カイと感想が被かぶり、怜奈は苛立いらだたされた。松田の不愉快さが悪いと胸中で八つ当たりした。

　その松田も、怜奈よりもっとイライラした様子で声を荒らげ、

「目障りなんだよ、キモオタ君！」

「……じゃあ、どうしろってんだよ？　まさか学校辞めろとでもいうのか？」

「別にそれでもいいけどよ」

　松田は想像力のない愚図特有の、心無い台詞を平気で吐くと──




「わかんだろ？　ジュンと別れろよ」




　両目を吊つり上げた恐ろしい形相で、命令した。

　何様かは知らないが、まるで、それで、勘弁してやるとばかりにほざいた。

　恐らくは、カイにとってはとうてい聞き捨てならない台詞を。

　だが──怜奈にとっては期待通りの台詞を。

「俺とジュンはつき合ってねえよ！」

　果たして、カイは大声で怒鳴り返した。

「どうでもいいよ、金輪際近づくなって言ってんだ。ジュンにも。怜奈のグループにも。分際をわきまえろキモオタ！」

「断る！」

　カイはきっぱりと断言する。

　毅然きぜんたる態度と評していい。

　でも、その瞬間──松田の拳こぶしが、カイの腹にめり込んだ。


「ぐっ……はぁっ……？」



　情けない悲鳴が、肺の中身を絞り出すように漏もれる。

　松田は人を殴り慣れている。カイはよけるによけられなかっただろう。

　面白おもしろいほど体が「く」の字に曲がっていた。

　衝撃で体が言うことを聞かなくなったか？　もう立っていられないか？　地面に両手両膝ひざをついて、うずくまるカイ。

　呼吸もままならなさそうだ。苦しげに喘あえいでいた。

「てめえの分際、思い知ったか？」

　松田がカイを見下ろしながら、せせら笑う。


「うっひょー、痛っっっったそ～～～っ」



「松田のパンチはオニ効くかんなー」

「キモオタ君、大丈夫ー？　生きてるー？　なわけねーかギャッハ」

　松田の腰巾着こしぎんちやくどもが昇降口の踊り場から、やんやの喝采かつさい。

　降り注そそぐその嘲弄ちようろうを背中に浴びても、カイは未いまだうずくまったまま。

（本当に情けない男）

　怜奈は胸中で吐き捨てる。

　けどまあ、普通はこんなものだろう。直截ちよくせつ的な暴力に抗あらがうのは難しいことだろう。

　カイが親友ジユンとつき合っているのでなければ、殊更ことさらに蔑さげすむほどのことではない。そも最初から視界に入れていない。

（でもね、普通の男なんかじゃ、ジュンとは釣り合わないのよ）

　怜奈は冷淡に、冷酷に、冷厳に、窓からカイを見下ろす。




　カイが体育館裏に呼び出されたことを、怜奈が知ったのは放課後のことだった。

　松田たちに脅おどされ、口止めされていただろうに、岸本きしもとと佐藤さとうが友人カイのため勇気を振り絞って、こっそり相談しにきたのだ。

「先生ではなく私に頼ったのは、いい判断だと思うわ？」

　怜奈は心から彼らを讃たたえ、ねぎらった。

　いじめ、恐喝、暴力──この手の問題に関して教師は、正味の話あまり当てにならない。

　見て見ぬふりをされたり、トンチンカンな解決手段に乗り出されたり、あげく何も解決せずにただ加害者がキレて、いじめがエスカレートしたり、ｅｔｃ、ｅｔｃ。

　わざわざニュースで知るまでもない。多くの教師たちが持つ本質的な無責任さは、学生なら誰でも肌身で理解しているだろう。

　目には目を、歯には歯を、生徒間の問題には生徒を。学年カーストの頂点に立つ女王の方が、よほど頼りになるという岸本たちの判断は、全く以もって間違っていない。

（ただ、本当にごめんなさいね？　私自身が中村君に意趣を持っているのよ）

　これが他ほかの誰かであれば、上手うまく立ち回って松田の凶行を止めてやることもできただろう。

　しかし、怜奈は傍観することにした。

「後は私に任せて？」

　と、噓うそをついて岸本たちを安心させ、カイを見殺しにすることにした。

　ジュンたちと買い物に行く約束があったのだが、それも急用ができたと断って、皆を町へ送り出した後に、体育館裏をひっそり監視できるここへ、怜奈は誰にも黙って籠こもった。

　まさにこれ幸い。

　松田が暴力を背景に、カイに別れ話を持ちかけることを期待して。

　それでカイがすっかり怯おびえきり、ジュンとの交際に嫌気が差すことを期待して。

　実際ここまで、怜奈の期待通りの展開だ。

「痛いのはもう嫌でしょう、中村君？」

　怜奈は凍れる女王の如ごとく独白する。

　中二階の窓から、カイを睥睨へいげいする。

　早く松田に屈服しなさい、と。

　別れると言いなさい、と。

　そうしたら助けを呼んであげるから、と。




　果たして──

　うずくまっていたカイの四肢ししに、ぐっと力が込められた。

　よろよろと、だが毅然と、彼は立ち上がった。

　松田の目を真まっ直すぐに、にらみ返した。

　涙を流し、だが烈はげしい眼差まなざしで！

「体で理解できたろ？　二度とジュンに近づくなよ？」

　と、せせら笑う松田へ、

「断るッ!!」

　と、きっぱり言い放ったのだ。




　そのカイの姿に、怜奈が──凍れる女王が瞠目どうもくさせられる。




　こんな情けない男、二度と立ち上がれないと思っていたのに。

　暴力の前に屈し、松田に媚こび諂へつらうと思っていたのに。

　まったく以って想定の外。

「カッコつけんな、キモオタ君！」

　松田がもう一度殴りつけ、カイが倒される。

「断る！」

　でも、カイはもう一度立ち上がる。

　さらに超至近距離から、松田をガン付けする。

「チョーシ乗んな、陰キャ！」

「断る！」

　殴られる。倒れる。でも立つ。にらみ返す。

「そんなに死にてえなら、ぶっ殺してやろうか!?」

「ごどわる！」

　殴られる。倒れる。でも立つ。にらみ返す。

「おまえみたいなザコキャラ君が、ジュンたちの周りをウロチョロしてんじゃねえよ！」

「ごど[image: ][image: ]……！」

　殴られる。倒れる。でも立つ。にらみ返す。

「い、いい加減にしろテメエ！　キモいんだよ!!」

「ごど、[image: ]……[image: ]……！」

　殴られる。倒れる。でも立つ。にらみ返す。

　何度だってカイは立ち上がる。

　どうしてそこまでするのか。できるのか。

　しかも、そんな根性と勇気があるなら、殴り返せばいいものを、それは決してしない。

（どうして？）

　と、怜奈は中二階の窓から、食い入るようにカイを凝視した。

「なんでだよ……」

　と、松田と感想が被った。

　しかし、怜奈はその不愉快さに頓着とんちやくしない。

　カイの姿から目が離せない。

　冷えきっていたはずの手に、汗をにぎる。

「俺たちオタクは平和主義者なんだよ！　おまえらみたいな、想像力の欠けたクズとは違うんだよ！　人を殴るってのがどういうことか、わかってるからわきまえてんだ！」

　声の限りにカイが怒鳴った。

　その迫力に、松田がたじろいだ。

「ジュンと一緒にいるのは俺だ！　いたいのも俺だ！　決めるのはおまえじゃない！　俺だ!!」

　声の限りにカイが叫んだ。

　貫かれたように、怜奈はたたらを踏まされた。

　カイはもう何も言わない。

　ただ鬼気迫る表情で、松田をにらみ続けるだけ。

　松田はもう何も言えない。

　ただ拳を振り上げたままの格好で、固まって震えるだけ。

　カイの気迫の前に、松田は完全に圧倒され、呑のまれていた。




　そう──

　松田は、クラスの男子のほとんどが、内心で恐れている相手なのに。

　対してカイは、クラスの中でも地味で目立たない存在なのに。

　この有様ではもう、カイの方が勝ったに等しいではないか。

　しかも決して暴力は使わず、ただ心の強さだけで。

　あるいは、ジュンへの想いの強さだけで。




　中二階の窓辺で、怜奈は思わず嘆息する。

「まさかこんなことになるだなんて……」

　期待を完全に裏切られた。

　にもかかわらず、胸が熱い。

　興奮で体が静かに震える。

　じっと、ずっと、カイの横顔を見つめ続ける。

　さんざんに殴られ、あちこち腫はれた彼の面は、不細工に変形していた。

　口元など鼻血まみれになっていた。

　なのに、こんなにも雄々しく、何より凛々りりしい！

　怜奈の目にはそう映って仕方ないのだ。




「なにやってんだよ、松田ぁ！」

　その竹田の叱咤しつたを聞いて、怜奈の方が我に返らされる。

「こいつ、フクロにしちまおうずぇ」

「ハイ死んだー。キモオタ君、死ーにーまーしーたー」

　腰巾着どもが昇降口を駆けおりて、加勢する。

　それで固まっていた松田も、威勢を取り戻した。

　卑劣なる四対一。カイを囲んで、殴る蹴けるの袋叩だたき。

　カイはそれでも立ち上がろうとするが、もう物理的にできない。立つよりも、四人がかりで殴り倒され、蹴り倒される方が早い。

　もはや、にらみ返すことだけしかできない。

「……待ってなさいよ。もうちょっとだけ耐えて」

　怜奈は衝つき動かされるように、その場を離れて走り出した。

　助けを求めに駆けていった。

「ああもう！　私、走るの嫌いなのにっ」

　常に優雅な立ち居振る舞いを信条とする自分が、誰かのために走るのなんて、いつ以来か。

　舌打ちしたい気分を堪こらえ、怜奈はガムシャラになって走り続けた。





◇◆◇






　暴力の嵐あらしの、渦中にカイはいた。

「ジュンと別れるって言えよ！」

「怜奈たちに二度と近づかねえって誓えよ！」

「ばっちり録音してやっからさァ！」

「ホントに死ぬぞー？　死ーんーじゃーうーぞー？」

　一つ殴られ、一つ蹴られるごとに、脅迫される。

　その暴力の波に翻弄ほんろうされながら、カイは内心せせら笑う。

（口でだけ言ってないで、早く殺せよ。殺してみろよ。やれるもんなら）

　鼻血まみれの顔で、口の端を吊り上げ、皮肉っぽく頰ほおを歪めてみせる。

「断るっ！」

　叫ぶ。

　うちのめされ、うずくまったまま。

　どんなに格好悪くても。弱くても。

　だけど暴力にも、脅迫にも屈さず。

「断る!!」

　叫んだ、その声が──

　まるでどこかに届いたかのように──




「そこの二年、何をやってる!?」




　助けが来た。

　駆けつける音が聞こえた。

　カイは腫れあがった瞼まぶたの隙間すきまから、どうにかそちらに視線を向けた。

　教師だ。

　少女漫画から抜け出てきたような秀麗な顔つきの、新任なのに名物教師。

　王子先生だ。

　そして、彼の後ろには──珍しく生の感情を剝むき出しにした怜奈の、泣き堪えの顔。




「や、やべえよ、松田」

「ズラかろうぜっ」

「クッソ、怜奈か？　怜奈がチクりやがったのか？」

　犯行現場を教師に見つかり、取り巻きどもが明らかに動揺する。

「うっせー！　今さら引っ込みつくかよ！」

　松田だけが違った。

　自分の暴力に興奮し、理性を忘れ、目を血走らせ──なんと教師に殴りかかる。

　だが、そこまで。

「ケンカする相手を間違えるなって、今まで教わらなかったか？」

　王子先生プリＴは松田の拳を、いともあっさりと右掌で受け止めた。

　細面ほそおもての優男やさおとことは思えない、堂々たる所作だった。

　松田なんかより、遥はるかにケンカ慣れしているように見えた。

「げえっ……」

　と、松田も頭を冷やす。

　王子先生プリＴは不敵に笑った。

「それでも売るなら、買ってやるぞ？　一対一でも。四対一でも。男と男のケンカだ、表沙汰おもてざたにするような野暮やぼはしない。安心してかかってこい」

「い、いや、それは……」

　まさかの教師に挑発され、しかし松田は言いよどむ。

　カイを殴っていた時の威勢は、すでに鳴りを潜めている。

「かかってこないなら、これはただの暴力事件だ。学校に報告させてもらう。いいな？」

「あ。いや。でも──」

「いいなッ!?」

　大声で喝破かつぱする王子先生プリＴ。

　松田たちはその場でがっくり、膝をついた。肩を落として意気消沈した。

（役者が違う）

　教師とか生徒とか、そんなの関係ない。

　松田たちを睥睨する王子先生プリＴの厳しい顔つきを見て、カイはそう思った。







　その後すぐに、王子先生プリＴは病院へ連れて行ってくれた。

「担任の先生には後で報告しておく。乗れ。遠慮するな」

　と、学内駐車場に停とめてあったスズキ・スイフトスポーツの、助手席を勧められた。

　竹田たちに水をぶっかけられたせいで、制服がまだ生乾きだったが、それでシートが濡れてしまっても王子先生プリＴは気にしなかった。噂うわさ通りの兄貴肌だ。

　移動中、カイはバックミラーの鏡で自分の顔を確かめて、何度も笑いそうになった。

　幽霊みたいに腫れあがった瞼。

　恵比寿えびすみたいに腫れあがった両頰。

　口の周りは乾いた鼻血でドロドロだ。

　自分のことなのに──それとも自分のことだからか？──そのブサイクさが妙におかしくて、乾いた笑いが出そうになって、でも笑う体力もなかった。

「よく耐えたな」

　王子先生プリＴが前を向いてハンドルをにぎったまま、ぽつりと言う。

「それに、よく殴り返さなかった」

「……ヘタレなんで。俺」

「本当にヘタレだったら、あいつらに泣いて謝ってる。言い返したりなんかしない」

「……Fit Boxingで、一月一万発の男なんで。俺の拳は凶器なんで」

「ハハハ！」

　王子先生プリＴは快活に笑った。カイの冗談にウケてくれた。

　それから、

「殴られて殴り返すだけが、男のプライドの守り方じゃないよな。頭の悪い奴らのレベルに、自分まで落とすのは嫌だよな。わかるよ」

　真剣な口調で、クサい台詞を、大おお真面目まじめに言う。

（……この先生が、男子にも人気なの、わかる気がする）

　そのクサい台詞が、カイにはうれしかった。

　事情説明なんてまだ一言もしていないのに、全部理解してくれたのがうれしかった。

　運転で、前だけ見てくれているのがうれしかった。

　思わず涙ぐんでも、恥をかかずにすんだ。




　病院に着いて、軽い治療をしてもらった後、後遺症がないか検査も受けた。

　結果──

「家に帰って、念のために明日まで安静。まずないと思うけど、もし頭痛や吐き気がしたら、すぐにまた来て。その時は救急車を呼んでもＯＫ」

　医者にそう言われて、あっけなく解放された。

　つまりは、自宅にて経過観察。

　てっきり入院まであると思い込んでいたカイは、拍子抜けさせられた。

　マンガとかでよく見る、「頭（特に額）からの流血は派手」だとか、「顔はすぐ腫れて痛々しく見える」だとか、「でも見た目ほどダメージはない」だとか、それらの話が本当のことなのだと、身を以って知ることになった。

　あれだけ恐こわい想おもいをして、あれだけ痛い目に遭って──でも実際には、医者の目には、客観的事実としては、大したケガじゃなかったというオチである。

「お、おう……」

　釈然としない気持ちで、スイフトスポーツの助手席に乗る。

　これもプラシーボというやつか？　大したことがないとわかると、体のあちこちの痛みもまた、どんどん気にならなくなっていった。

「こう言っちゃなんだけど、正直肩透かしだろう？」

　運転席で、王子先生プリＴが苦笑を浮かべる。

　治療と検査の間もずっと付き添ってくれて、家まで車で送ってくれていた。

「まあ、今時のイキがってる高校生ガキなんて、そんな程度ってことだよ。一人じゃ不安だから仲間集めて、しかも弱そうな相手を選んで、無抵抗にさせて殴る蹴るが関の山。本当のケンカなんかやったこともないんだ。殴り方一つとっても、なっちゃあいない」

「……先生が学生だったころは、もっとヤンチャだったんですか？」

「今よりはそうだろうな。でもオレが学生ガキのころも、当時の先生に言われたよ。『今時のイキがってるガキなんて、大したことない』ってな」

「どんだけ人外魔境だったんスか。先生の先生の時代って」

　これは笑い話なのかどうか、カイは判断に困る。

　時間に直すと二、三十年くらい前の話か？　それとも四十年前？　当然、カイが生まれる前の時代だし、もはや想像もつかない。

「昔、『ビー・バップ・ハイスクール』ってマンガがあってな。不良がケンカに明け暮れる話なんだが、なんと『進撃の巨人』が現れるまでずっと、こいつが講談社こうだんしやの最高初版部数記録を保持していたそうだ。マンガが今ほどメジャーカルチャーじゃない時代に、化物みたいに売れてたんだ」

「へえええ！」

「『ジャンプ』の『ろくでなしBLUES』も凄すごかった。日本全国津々浦々、どこの学校にもツッパってる不良がいて、どっちが強いの弱いのでモメて、ケンカに明け暮れて、一番強い奴が一番カッコいい。憧あこがれる。だからマンガの題材にも使われるし、売れる──そんな時代があったんだとさ。そりゃオレら平成生まれからすりゃ、人外魔境だよな」

「ははは……」

　昭和に生まれなくてよかったと、引きつり笑いになるカイ。

　しかし、王子先生プリＴは何が言いたいのだろうか？

　例えが面白いので興味深く聞いたが、いまいち要領を得ないというか、真意が見えてこない。

　内心、首を傾かしげていると、

「要するにだよ──」

　王子先生プリＴは言った。

　運転のために前を向いたまま。
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　右手はハンドルをにぎったまま。

　シフトレバーから離した左手を、カイの頭に伸ばして。わっしと載せて。

「──また今日みたいなことがあったら、すぐにオレを呼べよ。生徒同士で解決するよりかは、頼りになる。つもりだ！」

　そう快活に笑った王子先生プリＴの手は、思ったよりも大きかった。腕は逞たくましかった。

　細面の優男に見えても、やはりオトナなのだ。

　そして、王子先生プリＴの言いたかったこともわかる。




　松田や取り巻き──今時のガキなんて、ちっとも恐くないから。

　あいつらがまたちょっかいかけてきたら、止めてやるから。また体張ってやるから。

　見て見ぬふりなんか絶対にしないから。




　そう言ってくれているのだ。

（この先生が国語のテスト作ったら、クソ問題間違いなしだな）

　社会科担当でよかった。なんて思いつつ、傷の痛みも忘れて笑顔になってしまうカイ。

「助かります。その時はお願いします」

「おう」

　王子先生プリＴの手が離れていく。

　それから家に帰るまでの短い時間、最近の三大週刊少年誌の話題で盛り上がった。

　一度この先生と、マンガトークしてみたいと考えていたことを、思い出した。
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　帰宅後、すぐに二階の自室に引っ込んだ。

　寝間着に着替えて、ベッドに寝転がる。

　家族への事情説明は、王子先生プリＴが電話ですませてくれていた。

　母親も敢あえて、カイに何も聞かないでくれた。もう終わったことだし、一方的にボコられたなんて情けない報告、わざわざしたくない。母親も、よけいな心配はかえってカイをいたたまれなくさせると、ちゃんとわかってくれている。今はそっとしておいてくれるのが、一番うれしかった。

「ただ……安静っつってもヒマなんだよなあ……」

　時計を見れば、まだ十九時にもなっていない。睡魔がやってくるには、あまりに早い。

　マンガやラノベを読むくらいなら、安静のうちだろうか？

　アニメを見るのは？　ゲームをやっても平気だろうか？

　と──

　そんな益体やくたいもないことを考えて、どれだけ経たったか。

　階段を駆け上がってくる、けたたましい音が聞こえた。

　次いで、部屋のドアが勢いよく開かれる。

「カイ!!」

　息せき切って現れたのは、ジュンだった。

「病院行った!?　お医者さんはなんて!?」

　どっちが被害者なのかわからないほど逼迫ひつぱくした顔でやってくると、ベッドの脇に膝立ちに。

「……いや、大したことねえって。……明日も学校行けるって」

　ジュンに凄すさまじい気迫で詰め寄られ、カイの方がたじろがされる。

「ホントに!?」

「う、噓ついたってしょうがねえだろ」


「はぁぁぁぁぁぁ、よかったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」



　心底から安堵あんどしたのか、ジュンはふにゃふにゃと脱力し、ベッドの端に突っ伏した。

「……買い物行ってたんじゃなかったのか？」

「行った。でも怜奈から連絡あって、飛んで帰った」

　ベッドに顔を埋めたまま、ジュンがモゴモゴとしゃべる。

「そういや、あいつのおかげで助かったんだった……。明日、礼言わないとな」

「うん。あたしも電話でメッチャ言った」

「お、そっか。そりゃいいな。俺のお礼よりジュンからの方が、藤沢ふじさわさんもうれしいだろ」

　俺は嫌われてるからなー、とおどけて言う。

　実はツッコミ待ちだったのに、でもジュンの返事がない。

　ベッドに突っ伏したまま、顔を上げようとしない。

　おかげで、どんな表情なのかわかない。

　ただ──グスッと鼻を鳴らす音が、聞こえ始めた。

　カイは苦笑いをさせられる。

「泣くなよ、ジュン」

「……泣いてない」

「痛くて泣きそうなのは、俺の方だろ？」

「……だから、泣いてないってば」

　ベッドに顔を埋めたまま、ジュンは強がり続ける。

　そのくせグスグス鼻を鳴らす音は強くなる一方で、次第に嗚咽おえつも混じってくる。

　カイはますます苦い笑みを浮かべ、右手を伸ばす。

　王子先生プリＴの真似まね。突っ伏したままのジュンの頭に、優しく置く。

　サラサラな彼女の髪の感触を堪能しつつ、慰めるように、宥なだめるように、撫なでてやる。

　すると──堰せきが切れたように、ジュンが「ふいーん」と声を上げて泣き出した。カイのベッドを濡らし出した。

「やっぱ泣いてんじゃん」

「だってメチャクチャ心配したんだもんっ。入院騒ぎにはなってないって聞いても、やっぱり心配だったんだもんっっ。カイの顔見るまで安心できなかったんだもんっっっ」

「安心できたか？」

「できたぁ……でもまだちょっと心配ぃ……」

「じゃあ、安心できるまでいろよ」

「うん……そうする……ぅ」

　ベッドに顔をこすりつけるように首肯するジュン。

　カイはまた苦笑い。これではどっちがお見舞いされているのかわからない、と。

（まあでも、話し相手がいてくれるのは助かるな）

　友人のありがたみを嚙かみしめる。

　──ところがである。

　まだグスグス鼻を鳴らしているジュンの隣で、カイの鼻も何やらムズムズしてきた。

　かと思えば、くしゃみを連発。

（あ、これマズいやつだ）

　洟はなをすすりながら、自覚する。

「……すまん、ジュン。ケガは大したことねんだけど、風邪かぜひいたみたい……」

　松田たちにボコられる前、バケツの水をぶっかけられたのが悪かったのだろう。

　今日は肌寒かったし。生乾きの状態でしばらくいたし。

　家に帰ったころにはもうすっかり乾いていたので、油断していたが、風呂ふろに入って芯しんまで温もっておくべきだったかもしれない。

　実際、だんだん悪寒がしてくる。

　カイはいつもそうだ。熱が出れば出るほど、寒気を覚える体質なのだ。

　やっぱこれ風邪だ。

「そういうわけで、今日は帰れ。な？　伝染うつったらダメだし」

「いいよ。伝染して」

「またおまえは無茶なことを……」

　カイは窘めようとした。

　だが、それより早くジュンが顔を上げた。

　ようやく見せてくれた表情に、視線を惹ひかれる。

　涙でぐしゃぐしゃの目元が、ひどく印象的だった。

　常に身だしなみにも余念ないジュンからすれば、ひどい顔だろう。

　でも、カイを想って心配してくれて、カイのために泣いてくれた涙だ。

　綺麗きれいに見えないわけがない。

　その顔で、鼻声で、ジュンが訴えてくる。

「カイが松田にボコられたのは、あたしのせい？」

　ハッと息を呑まされる。

　真剣な顔にさせられる。

「違う。絶対に違う」

　悪いのは松田だ。あの卑怯ひきよう者自身だ。

「だよね！　それに……あたしがカイと同じ状況になって、どんだけ殴られても、仲良くすんなって脅されても、そんなの認めない！　あたしだって認めない！　意地でもヤダって言う！」

「ジュン……」

　一瞬、胸が詰まる。

　もらい泣きしてしまいそうになる。

　それくらいジュンの言葉は、自分にとってうれしいものだった。

「だから、伝染してよ。一緒に風邪ひこうよ」

「ハハ……メチャクチャすぎるわ、おまえ……」

　もうなに言ってんのか、わかんない。

　理屈が通ってるのかどうかも、わかんない。

　でも、謎なぞの説得力がある。

「わかった。しばらく傍そばにいてくれ」

「うん！」

　ジュンが元気よく返事するなり、ベッドに上り込んできた。

　え？　と戸惑っている間にも、シーツを引っ張って一緒にくるまった。

　え？　え？　と狼狽ろうばいしている間にも、仰向あおむけで寝ているこっちに、横から抱きついてきた。

「ナニコレ……？」

「カイは風邪ひいたら、いっつも寒い寒い言うでしょ？　だから温めてあげる」

　そう答えたジュンの顔こそ、早や赤い。

「照れるくらいなら無茶しなくても──」

「違うっ。これは風邪のせい！」

「ハハ。伝染るの早いな」

　そう冗談めかす、自分の顔こそ火照ほてっているかもしれない。カイはそう思った。

　同じシーツにくるまっているせいか、ジュンのいい匂においがいつもより強くする。

　ジュンの体温が、いつもより感じられる。

　ドキドキという心臓の鼓動すら、肌を通して伝わってくるかのよう。

「……なあ」

「……なに？」

「……もっと甘えてもいい？」

「……いいよ。友達じゃん」

　耳元で、吐息でくすぐるようにジュンが言った。

「……じゃあ、友情に甘える」

「……ん。来て」

　許可をもらい、体勢を変える。

　仰向けからジュンと向き合い、抱き合うような横臥おうがへ。

　自分が知る限り世界一可愛かわいくて、好みド真ん中の、彼女の顔が息を呑むほど近い。

「……どう？」

「……いいな」

　ぎゅっと抱き寄せた体は柔らかくて、何より温かかった。

　風邪のひきはじめの悪寒なんか、忘れさせてくれた。







　翌日、カイとジュンは仲良く学校を欠席した。

　二人で仲良く風邪をひいた。





◇◆◇






　丸一日寝たら、すっかり回復していた。

　軽い風邪ですんだのは、ジュンが半分引き受けてくれたからだろうか。

　ＬＩＮＥで連絡をとると、ジュンも水曜の今日から学校に通えるとのこと。

　教室で会おうと約束して、カイは一日ぶりに登校した。

（誰かに昨日の授業のノート、見せてもらわないとなー。岸本は真面目にとってないだろうなー。佐藤は期待していいかなー）

　などとつらつら考えながら、つつがなく学校に到着。

　すると、下駄げた箱のところで誰かを待っている、怜奈を発見！

（げげっ）

　苦手意識が反射的にカイを怯ひるませた。

　だが、すぐに考え直す。

　一昨日おととい、怜奈は助けを──王子先生プリＴを呼んでくれたようなのだ。その礼は言わねば。

「お、おはよっ。藤沢さんっ」

　不必要には声をかけてないからね？　怒らないでね？　と内心言い訳しながら、おっかなびっくり近づいていく。

「おはよう。待ってたわ」

　怜奈はとびきりの、完璧かんぺきな作り笑顔を向けてくれた。

（どどどどういう風の吹き回しだ？）

　動揺しつつ、訊たずねるのも恐いので、先に用件をすませる。

　教室へ向かい、二人で並んで廊下を歩きながら、切り出す。

「俺が松田たちにボコられてた時、王子先生プリＴ呼んでくれただろ？　あれ、さんきゅな」

「礼には及ばないわ。先に岸本君と佐藤君が勇気を出して、私に教えてくれていたのよ。あなたが体育館裏に呼び出されたことを」

「そうだったのか。お礼言わなきゃいけない奴、いっぱいだな」

　口ではぼやきながらも、相好が崩れてしまう。

　つまりは、自分を助けてくれる奴が、いっぱいいるということだ。

　こんなにうれしいことはない。

　一方、女王様が休んでいた間のことを教えてくれる。

「松田たちは停学二週間だそうよ。しかもイエローカードね。次また暴力事件を起こしたら、即退学って沙汰が出たわ」

「……けっこう重い？」

「そうね。あなたも想像力の欠如したクズだったら、両成敗でもっと軽い処分だったでしょうけど」

　よく我慢して殴り返さなかったと、怜奈まで称賛してくれた。

「けどなー。逆に言えば、たった二週間でまた顔を合わせるんだよなー。やだなー」

　カイは照れ隠しでぼやく。

　ぼやいてから、実際これは深刻な問題じゃないかと考え直す。

　松田たちはまた性懲りもなく、嫌がらせをしてくるかもしれない。

　むしろ、リベンジに燃えているかもしれない。

　あいつらも退学は嫌だろうから、もっと証拠が見つかりにくくて陰湿なやり口にシフトしてくるのではなかろうか？

　そうなると王子先生プリＴに頼ろうにも、さすがに手に負えないのではなかろうか？

　考えるだけで、気が重くなってくる。

「大丈夫よ」

　人の気も知らず、怜奈はあっけらかんと言ってくれた。

「大丈夫。松田たちも反省しているから、きっともうちょっかいはかけてこないわ」

「エエエー、ホントー？」

　全く信じがたい話だ。

　あの手のＤＱＮ連中が反省するとか更生するとか、見たことない。

「大丈夫。絶対に反省させるから」

「えっ？」

「なんでもないわ？　独り言」

　怜奈はまたとびきりの作り笑顔をこちらへ向けた。

　恐ろしいので、それ以上は追及しないことにした。

　とにかく話を戻そう。

「なんか、藤沢さんにお礼したいんだけど」

「だから、私にはお礼なんて必要ないのよ」

「んん？」

　精巧なまでに綺麗な笑顔のまま、しかし頑かたくなな怜奈を、カイは怪訝けげんに思う。

　怜奈はあっさり白状した。

「おかしいとは思わない？　私はあなたが松田たちに呼び出されたことを、最初から知っていた。にもかかわらず、あなたはあいつらの暴行を受けた。助けは間に合わなかった」

「……そんなおかしい……かな？」

「私はあなたが殴られているところを、最初から傍観していたの」

「うへえ」

　聞きたくなかった告白に、顔をしかめさせられる。

「……なんで？」

「いい気味だと思ってたからよ。私もあなたとジュンに別れて欲しかったからよ」


（やっぱこいつ恐ぇぇぇ……）



　改めて痛感する。

「……だけど、待ってくれ。それもおかしくないか？」

「あら？　どこが？」

「じゃあ、藤沢さんは王子先生プリＴを呼ぶ必要なかったじゃん。俺が泣いて松田にワビ入れるまで、待ってればよかったじゃん」

「そうね。そのつもりだったのだけれどね──」

　怜奈は急に、廊下で足を止めた。

　釣られて止まったカイに、体ごと向き直って言った。

「あなたが、どれだけひどい目に遭わされても、ジュンと別れる気はないって言い張ったから。あなたのことを見直したから。だから助ける気になったの。それだけよ」

　奇くしくも、ここは同じ場所だった。

　先週、怜奈がカイのことを、「買い被りだった」と言い放った廊下だった。

　ジュンには相応ふさわしくない男だと、二人の関係を認めないと、さんざんに言ってくれた場所だった。ここは。

　その同じ場所で──

「ねえ、私とも友達になってくれるかしら？」

　怜奈はとびきりの笑顔で言った。

　それがやっぱり作り笑顔なのか、あるいは本物の笑顔なのか、判断つかない。

「ま・ぢ・で……？」

　今さら言うかと内心ツッコんだが、さすが女王様は悪びれない。

「いいでしょう？　友達ジユンの友達は友達よ。違う？」

「違わない……のかな？」




　もう一人、自分に女友達ができた瞬間だった。




「さ。行きましょ──アッシュ君」

　怜奈が教室へといざなう。

　カイは渋い顔をさせられながら、後を追う。

「だから中村だって」

「あら？　いいじゃない、友達なんだから。私のことも怜奈でいいわ。あなただけ特別よ？」

「せめてカイって呼んでくれよ！　ジュンだってそうしてる」

「じゃあ私はアッシュでいいでしょう？　呼称を変えることでキャラを区別するテクニックは大事だって、ジュンもよく言っているわ」

「おまえそれ、ろくに意味わかってないだろ？」

　楽しそうに教室へ顔を出した二人に、クラスの皆が目を丸くし、ジュンがパーッと表情を明るくするのは、わずか後のことだった。





◇◆◇






　しかし世の中には、知らなくてよい世界はなしというものがある。

　カイにとってはまさにこれがそうだった──




　カラオケボックスの一室に、松田たちの怒号が木霊こだまする。

「クッソ、千秋ちあきとも連絡つかねえ！」

「どいつもこいつも既読スルーしやがって！」

「そんなにオレたちと遊ぶのは嫌かよ!?」

「前は誘ったら、ホイホイついてきてたクセしてよぉ！」

　停学中の彼らである。本来は自宅謹慎して、自学自習をしておくべきだった。

　しかし、そんなタルいルールに縛られる松田たちではない。

　火曜日きのうも水曜日きようも、四人でツルんで遊び歩いていた。

　ただ、男ばかりじゃ停学を喰くらった憂さは晴れない。女が欲しい。

　というわけで、知り合いの女子に片っ端から声をかけていたのだが──ムカつくくらい、袖そでにされまくっていた。

　この際、怜奈たちのような高め狙ねらいじゃなくていい。ブスでもビッチでも構わない。それくらい譲歩してやっているのに、誰も捕まらないのだ。

「クソがあ！」

「フザッケンナよ!?」

　罵声を上げ、怒りに任せて部屋の壁を叩く松田たち。

　どうして急にシカトされまくっているのか？　心当たりはあった。最初の方にＬＩＮＥで連絡とった、三組の最強ビッチ・榊原さかきばらすあまの反応が教えてくれた。




『あんたら停学くらったんだって？』

『ダッサ（笑）』




　このメッセージを最後に、既読すらつかなくなった。

　別にすあまだけではあるまい。学校ではどいつもこいつも松田たちの陰口を、あることないことささやいていることだろう！　笑いものにしていることだろう！

　停学明けに、いったいどんな顔をして学校に行けばいいというのか!!

「……全部あのキモオタのせいだ……っ」

　松田は憎しみを込めて壁を殴る。

　すると隣の部屋から、うるさいぞと抗議するように、壁を連打された。

　たちまち松田たちは激昂げきこうする。

「ンだコラァ!?」

「こちとら虫の居場所が悪いんじゃあ！」

「やっかコラァ!?　すっぞコラァ!?」

「松田が鬼ツエーとこ思い知らせてやろうか!?」

　もはや八つ当たり以外の何ものでもないが、四人で壁を蹴りまくって脅しつける。

　畏縮したのか、隣の部屋はすぐに静かになった。

「ビビるくらいなら最初からイキがるなやあ！」

　松田はもう一発、二発と壁を蹴って、それで溜飲りゆういんを下げた。

「……そうだよ。オレたちはこうじゃないといけねえ。舐なめられてちゃいけねえ」

　いいことを思いついて、松田は邪悪な笑みを浮かべる。

「停学明けたら、あのキモオタ君を血祭りに上げるぞ」


「「「おおっ……！」」」



「オレらに盾たて突いたらどうなるか、見せしめにしてやる」

「いいな！」

「やろう、やろう！」

　竹田・梅田・福田とりまきたちも笑顔でノってくる。

　皆の前でカイをさんざんにいたぶってやれば、陰口叩いている連中も、松田たちの恐さを思い出すだろう。雨降ってナンチャラだ（こないだ小テストに出た）。松田たちの威厳はきっと以前よりもいや増し、クラス内地位をより盤石なものとさせるだろう。

「あのキモオタ君、どんな目に遭わせてやる？」

「退学もゴメンだし、ただボコるだけじゃツマンネーよな」

「岸本あたりを人質にとってよー、中村フルチンにさせて、校庭走らせるとかどーよ？」

「いいな！　でもその前に、ジュンにカレシのチンコ見せてやろうぜ」

「ギャッハかわいそーだろー。そんなんキモオタ君もフルボッキしちまうだろー？」

「まるっきり変態じゃねえか！」

「だってオタなんか全員変態だろギャハハハッ」

　カイをどうやってツメるか、皆で相談している間に次々と過激な案が出てきて、松田たちはどんどん楽しくなってくる。

　全部スマホにメモって、実行すると決意する。




　部屋のドアがノックされたのは、まさにその時だった。




　松田たちは顔を見合わせる。

　誰も追加注文なんかしてない。店員が来るはずない。

　訝いぶかしく思っていると、こっちの返事も待たずにドアが開けられ、誰かが入ってきた。

　顔を見せたのはなんと──怜奈だった。

「「「「おおおお！」」」」

　たちまち喜色満面きしよくまんめんになる松田たち。

　さんざん女子にシカトされ、今までキャーキャー寄ってきていた奴らにさえすげなくされていたというのに、まさかまさか学年一の高嶺たかねの花が来てくれるとは。捨てる神あればナンチャラだ（こないだ小テストに出た）。

「いいトコ来たぜ怜奈！　こっち座れよ！」

「なに歌う？　曲なに入れる？」

「てか松田の関かんジャニ聞く？」

「ここはオレらが奢おごっから！」

　ころりと上機嫌になって、怜奈を歓迎する松田たち。

　しかし──

　彼らがはしゃいでいられた時間は、決して長くなかった。

　怜奈に続いてもう一人が、部屋に入ってきたからだ。

「げ……え……っ」

　松田たちは残らず絶句させられた。

　これでもかと目を見開かされた。

　怜奈とともに現れたのは、それくらい迫力あるシルエットの男だった。

　出入り口をくぐる時、わずかに身を屈かがめなければならないほど、日本人離れした長身。

　甲冑かつちゆうのように分厚い体軀たいく。

　歳としのころは二十代後半か？

　まるで肉食獣が服を着て街を歩いているような、物騒極まる人相をしていた。

　服はカタギの人間が絶対に着ないようなスーツだった。色も仕立てもシックだが、下襟ラベル幅が異様に広い、いわゆるマフィアスーツだ。

（れ、怜奈が８９３ヤーサンとつき合ってるって噂、本当だったのか……？）

　松田は喉のどを鳴らして生ツバを呑み下す。

　逃げたい。逃げられるものなら、こんな場所から逃げ出したい。

　しかし出入り口は、謎の偉丈夫おとこに封鎖されている。

「ジュンの恋人をボコったってのは、こいつらか？」

　その偉丈夫おとこにジロリと一瞥いちべつされ、ただそれだけで松田たちは震え上がった。高校生ガキではまずこの重圧感は出せない、怖ろしいまでの眼光に射竦すくめられた。

「ええ、こいつらよ。しかも反省というものを知らない、愚鈍な連中」

　怜奈が吐き捨てるように言う。

　人はここまで冷酷な声音こわねを出せるものなのかと、松田は初めて思い知った。

「おまえら、ケンカする相手を間違えるなと、学校の先生に習わなかったか？」

　謎の偉丈夫おとこは、面白くもなさそうに言う。

「ま、待ってくれよ！　いや、待ってくださいよ！」

「オレら、あんたみたいなコワ──スゲえお人に、ケンカ売ったことなんかないし！」

「人違いなんじゃないんスかあ？」

　松田たちは慌あわてて、憐あわれを誘う身振り手振りで、自分たちの無罪をアピールする。

　だが──

「本当に愚鈍な奴らね」

　また怜奈が冷淡に吐き捨てた。

「わからないの？　この私の身内に手を出したことが、万死ばんしに値するのよ」

「み、身内って誰だよ!?」

「心当たりねえよ！」

「親友ジユンのカレシは、私の身内よ」

　冷厳と告げられ、松田たちは慄然りつぜんとなった。

　決して人違いで、自分たちがツメられているわけではないことを知った。

「う、うるせえええええんだよおおおおお！」

「こいつ、囲んでボコっちまえ！」

「相手はオッサン一人だ！　ビビるこたねえぜっ」

　追い詰められた松田たちは自暴自棄となって、四人がかりで謎の偉丈夫おとこに襲いかかろうとする──が。

　寸前、偉丈夫おとこの右拳が唸うなった。

　出入り口すぐ脇の壁へ、バックハンドで思いきり叩きつけた。

　わずか一撃だ。

　壁の建材が陥没し、大きな亀裂が蜘蛛くもの巣状に走る。

「「「「げえっ……」」」」

　松田たちはうめき、恐怖でもう一歩も動けなくなった。

　どうやったら人間の拳で、これほどの破壊力を出せるのか？

　いくら安普請やすぶしんのカラオケ店だからといって、素手で殴って壁を粉砕できるものではない。愚かな松田たちだってわかる。先ほど、殴って蹴ってをくり返したばかりだから、それがわかる。

　この偉丈夫おとこと自分たちの、比べるのもおこがましいほどの格の差がわかる。

「ビビるくらいなら、最初からイキがるものじゃなくてよ？」

　怜奈に、失笑とともに嘲弄されても、もはや一言も言い返せない。




　そして、一方的に蹂躙じゆうりんされた。




　松田たちにとって、暴力とは日常茶飯事である。

　幼いころから体格と運動神経に恵まれ、何も努力せずともケンカが強かった。

　自分より弱い奴を見つけては戯れに殴り、気に食わない奴がいれば蹴り飛ばした。

　ずっとそうやって生きてきた。イキり散らしてきた。

　だが今──

　松田たちがその身を以って浴びた暴力は、自分たちが得意とするケンカとは、本質からして違っていた。

　この偉丈夫おとこは、相手を威圧するための気勢をわざわざ叫ばなかった。

　この偉丈夫おとこは、陳腐な脅し文句をいちいち使わなかった。

　松田たちは知らなかった。松田たちは無知だった。

　こんな「正真の暴力」ともいうべきものは、松田たちの日常には存在しなかった……！







　──この後。

　松田たちの停学は予定通りに、二週間で明けることになる。

　しかし彼らは全員その日を、病院のベッドの上ですごす羽目になる。

　松田たちが退院し、人が変わったような姿を学校に現したのは、夏休みも終わった二学期のこととなる……。







　これらは全て、カイにとっては知らなくてよい世界はなし。

　この謎の偉丈夫おとこがカイの前に現れるのは、まだまだずぅーっと先の出来事はなし。
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　二年に進級してすぐ、いろいろあったのが噓うそのように、四月後半は穏やかな日々が続いた。

　ジュンとゲームをやったり、映画を観に行ったり、とらとメイトとゲマズとメロブ巡り遠征をしたりしているうちに、あっという間にゴールデンウィークはもう明日と迫っていた。

　登校時分。

　坂田さかた駅で降りたカイは、ジュンの後ろ姿を見かける。

　どうやら車両こそ違えど、同じ列車に乗っていたようだ。

「よっ」

「おっはー」

　二人一緒に登校する。

　話題はもっぱら、昨日の小テストだった。

「なんか二年になって、数学めっちゃ難しくなってないー？　あたし、ちょっと授業についていけない感あるー」

「あるぇ、一年の時はついていけてましたっけー？」

「カイむかつく。今度、戦車で後ろから撃つ」

「うおお誰だれか来てくれココに味方殺しブルーネームがああ」

　ふざけて、じゃれついてくるジュンから、笑いながら逃げる。

「真面目まじめにちょっと教えてくんないー？」

　かと思えばジュンが、げんなりと肩を落とした。

　自由な校風がウリの朝城あさぎ高校では、教師たちはあまり勉強しろしろとうるさくない。

　ただし、「自由とは責任を伴ってこそ尊たつとばれる」という校訓に則し、赤点をとってしまった時のペナルティーは大きい。

　ゴールデンウィークが明けたらすぐ、中間テストだ。ジュンが不安を覚えるのもわかる。

「けど俺おれなんかより、数学教師せんせいに教わった方が確実じゃないか？」

「うーん。他ほかの教科はともかく、あの数学教師せんせい苦手なんだよねー」

「あー。そっか」

　言われて迂闊うかつだったと考え直す。

　数学担当の教師は、決して悪い人ではないのだが、ちょっと融通が利きかないというか、クソ真面目なところがあった。

　ジュンや怜奈れいな、桃子ももこのようなオシャレに余念のない生徒を見ると、「チャラチャラしている」と目の敵かたきにする傾向があった。

　自由な（略）朝城高校では本来、服装や身だしなみの規定はとにかく緩い。髪は好きな色に染めてもＯＫだし、ピアスですら極度に派手なものでなければセーフ。

　それくらいユルユルなものとはいえ、ジュンたちはちゃんと校則の範囲で、身だしなみに気合を入れているのである。なのに「チャラチャラしている」とか目くじら立てられても「知らんわ」としか言いようがない。

　この点、カイは完全にジュンの肩を持つ。

「しゃあねえ。ゴールデンウィークで勉強会するか」

「ゲーム会もする～」

「どっちもやったら日が暮れるぞ？」

「晩御飯ゴチになりやす！」

「まあ、カーチャン喜ぶし。いいけど」

「やったー楽しみ！　お肉お肉っ」

「肉が出てくる前提なのな……」

　そりゃ自分だって食べたいけど、と苦笑いさせられる。

　ジュンが感謝を込めて、無邪気に後ろからくっついてくる。

　とはいえ、登校中の他の生徒の目があるので、ごく短く、たわむれる程度だ。

　あんまりベタベタすると、例によって「恋人同士でもないのに」だとか「ヤリチン（ビッチ）だ」だとか思われかねない。

「明日の朝から早速するか？」

「するー」

「親御さんの許可もらえるなら、泊まり込みでもいいけど？　ベッドはネーチャンのあるし。ネーチャン、大学のツレと旅行行くらしいし」

「やたっ。なんか合宿っぽいっ」

　ジュンが瞳ひとみを輝かせる。

　かと思えば首を傾かしげ、

「あれ？　でもカイ、バイトは？　連休とれないんじゃ？」

「先輩が一人、カレシにフラれた。ＧＷは傷心を仕事で埋めるって言い出した。だから俺、けっこう暇になった。明日から三連休だ」

「じゃあ三日間ゲーム合宿だね！」

「勉強合宿だろ！　趣旨しゆし変えんなっ」

「冗談じゃーん。でもゲームもやろー？　後ろから八・八センチ砲アハト・アハトで撃ったりしないからー」

　ジュンは自分の安全性をアピールするように、また後ろからたわむれかかってくる。

　それももちろん、ごく短時間のことだった。

　しかし、たまたまその瞬間、カイは目が合った。合ってしまった。

　まだ百メートルほど先にある、学校の正門。

　そこに立つ今朝けさの当番教師。

　性別は違えどジュンにも負けず劣らぬ美形の、細面ほそおもての優男やさおとこ。




　王子先生プリＴが──なぜか食い入るような目で、こちらを見ていた。




「あ、王子兄おーにいだ」

「はあっ!?」

　後ろにくっついたジュンが、何か聞き捨てならないことを言った。

「ヤッバ……まずいところ見られちゃったなあ」

　かと思えば、ばつが悪そうにカイから距離をとる。

　その間、こっちはダラダラと冷や汗が止まらなかった。

　嫌な予感が込み上げてくる。

　嫌な記憶が蘇よみがえってくる。




　──あたし、歳としの離れたお兄ちゃんが四人いるんだ。

　──みーんなあたしのこと、目に入れても痛くないの。

　──その分うるさいよ～？　カレシなんか絶対作るなって言うしさー。

　──お兄ちゃんたち絶対、カレシだって勘違いするもん。

　──そんでカイをボコボコにするもん。




（いやいやいやいや。まさかまさかまさかまさか）

　王子先生プリＴが松田まつだたちから助けてくれたことを、忘れてはいない。

　病院に付き添ってくれたことも、家まで送ってくれたことも、安易に殴り返さない勇気を理解してくれたことも、今後も頼れと言ってくれたことも、三大週刊少年誌の話題で盛り上がったことも全部全部、忘れてはいない。

　こんなにいい先生なんて、滅多にいるもんじゃない。

（だから、王子先生プリＴがジュンの兄貴なんて噓だ）

　カイは額の汗を拭ぬぐう。

（俺のこと、にらんでるように見えるのも何かの間違いだ）

　カイは震える足に喝を入れる。

　そうして、恐る恐るジュンに確認した。




「あれ、おまえの兄貴？」

「そうだよ。一番上のお兄ちゃん」




「重度のシスコンの？」

「そうだよ。あたしのこと世界一好きな」




（終わった……）

　カイは静かに天を仰いだ。

「なあ御屋川みやかわぴゅあぴゅあさん」

「むか。なに、中村なかむらアッシュ君？」

「おまえのトーチャンかカーチャンか知らんけど、マジＤＱＮネーム好きなんだな」

　王子と書いてプリンスと読ませるとか、どんだけだよ。

　カイは心の内でさめざめと泣いた。

　そして、覚悟を決めさせられた。

　ジュンと徐々に徐々に、さりげな～く互いの距離を開けながら、他人アピールしながら、校門へ向かっていく。

　そこに仁王立ちする王子先生プリＴと、もう目を合わせないよう意識する。

　他の生徒たちが、校門を通りすがら笑顔で先生に挨拶あいさつしていた。

　王子先生プリＴも堂々と挨拶を返していた。




「王子先生プリＴ、おっはよー」「おう。おはよう」「先生、おはようございます」「ああ。おはよう」「せんせ、今日も元気ー？」「おう。おまえも元気そうだな」「王子先生プリＴ、聞いて聞いて聞いてーん」「ははっ、また後でな」「王子先生プリＴ、ラヴーッ♥♥♥」「先生、奥さんいるから」「おはようさんでございます」「おはよう」「おはようございまーす！」「おはよう」




　大勢の生徒が大きな声で挨拶をし、大きな流れを成して校門を通過していく──

　その中にコソコソと紛まぎれ、やりすごすのがカイのミッション！




「……お、おはようございまーす」





「なぁぁぁぁかぁぁぁむぅぅぅらぁぁぁぁ」







　ヒィッ──



　いきなり背後から肩をつかまれ、カイは心臓が潰つぶれそうなほど驚かされる。

　恐る恐る振り返れば、王子先生プリＴがいた。

　いったいいつの間に背後へ回り込んでいたのか、もはやホラーじみていた。

　つかんだ肩を、決して決して離してはくれなかった。

　そのまま耳元で、おどろおどろしくささやかれた。

「見てたぞ、中村ぁぁぁ」

「さ、さすが教師の鑑かがみ、いつも生徒のこと見守ってるんですね！」

「ジュンと仲良さげだったなぁぁぁ」

「ど、どなたですか、それ？　俺、『偶然』見かけた『まだ名前も憶おぼえてない』クラスメイトと『清い』おしゃべりしてただけッスけど？」

「よくもオレの妹とベタベタしてくれたなぁぁぁ」

「先生、俺の肩ギリギリしないで！　痛い痛いギブギブ！」


「何を言う、先生はこんなに笑顔だろぉぉぉ？」



「噓だ、目が笑ってねえ！」


「おまえ、ジュンとつき合ってんのかぁぁぁ？」



「ダメだこの人、話聞いてくれない！」

　カイは悲鳴を上げた。

　素晴らしく話のわかる先生だと思っていたのに、まさか妹のことがからむと、こんなにワカランチンになるとは！　重篤なシスコンって恐こわい！

　カイは周囲に助けを求めようとするが──ダメだった。

　王子先生プリＴは、あくまでカイの肩をつかんでいるだけ（に見えるから）。

　顔もとってもニコニコしている（ように見えるから）。

　通り過ぎる生徒たち皆、「まああの二人、仲がいいのね」とばかり、微笑ほほえましげに指差しながら、行ってしまう。

　これだけの衆人環視の中で、カイは深い孤独を味わい、無関心の蔓延はびこる現代社会の闇やみを知る。

「も～、そこまでにしときなよ、王子兄おーにい」

「やっぱりおまえだけだ、ジュン！」

　見るに見かねて助けに来てくれた親友に、カイの孤独は秒で癒いやされた。現代社会も捨てたもんじゃないと知った。

　一方、王子先生プリＴは厳格な兄の顔つきになって、

「ジュン。おまえ、こいつとつき合ってんのか？」

「違うわよ。仲のいいお友達」

「そーだそーだ、オトモダチだ」

「フン。にわかに信じられんな」

「なに王子兄おーにい。何を根拠に言ってるわけー？」

「そーだそーだ、仮にも教師なら生徒をまず信じろー」

「……オレがこの学校に来てな。二年一組の有名人・御屋川ジュンは、意中の男子と交際しているようだ──そんな噂うわさ話を何度か耳にした。まだまだオコサマのジュンに限って、そんなわけがあるかと信じられず、まあ人の噂なんて無責任なものだと、一笑に付すようにしていたがな……。裏切られた想おもいだよ、中村」

「俺がいつ何を裏切ったんスかあ!?」

　懸命に誤解だとアピールするカイ。

　だが、やはり王子先生プリＴは、こっちの話を聞いちゃいなかった。

　眦まなじりをギリギリと吊つり上げて、鬼気迫る表情になると──

「オレはおまえらの交際など認めんからなッ!!」

　先日松田たちに対したように喝破かつぱした。




　俺たちただの友達ですが!?
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　最悪の状況のまま、ゴールデンウィーク初日に突入してしまった。

　カイは実家自室のベッドでごろごろしながら、ジュンとＬＩＮＥでやりとりする。

『そっちどんな感じ？』

『おーにいまだ怒ってる』

『マジかー』

『カイの家に遊びに行かないようにって見張られてる』

『間が悪すぎ』

　メッセージを書き込んでから、枕まくらに突っ伏す。

　王子先生プリＴは妻帯者なので、本来は実家を出てマンション暮らしをしているらしい。

　ところが、生徒の面倒見るのを優先して、奥さんとの約束をすっぽかしたとかで、現在絶賛夫婦喧嘩げんか中なのだという。それで奥さんにマンションを追い出されて、御屋川家に戻っているのだという。

　その辺の事情は昨日、学校でジュンから聞かされていた。

　しかもその「生徒の面倒」というのが、どうやらカイの病院に付き添い、家まで送り届けてくれたあの日のことらしく、この点に関してはもう「夫婦喧嘩の原因になってゴメンナサイ！」と平身低頭したい気分である。

　悪い先生じゃないのだ。決して悪い先生じゃないのだ。

　ただ妹のことがからむと●がおかしくなるだけみたいで。

『レイナたちと遊びに行くって噓ついてもいいんだけど』

　と、ジュンから新メッセージが届いた。

『根本的な解決にならないよなあ』

『そうなんだよね。ずっとだませるわけないし』

『とりあえず勉強合宿はお流れだな』

　メッセージを打つと、うまるちゃんが『やだぁ』とダダをこねるＬＩＮＥスタンプを、ジュンが貼はる。ベル君が『まあまあ』と宥なだめるスタンプで返す。

　ともあれ、建設的な話をしたい。

『ちなみにジュンのご両親の反応は？』

　カイたちが仲良くするのに王子先生プリＴは反対でも、ご両親が反対しないと言ってくれれば、問題は解決するように思える。

　長文を打っているのだろう、ジュンの返事は時間かかった。

『ウチって親が仕事忙しいんだよね。だからお兄ちゃんたちが保護者代わりで。特に今はＧＷの家族旅行あるから、それまでにお父さんがきれいな体にならなきゃってカンヅメ状態だから、私たちに構ってられない』

（ううむ、頼りにできそうにない）

　スマホ画面を見つめながら、唸うならされる。

　自由な校風がウリの朝城高校だが、不純異性交遊には厳しい。この点、学校が別によくても父母がうるさいからである。

　では「不純」かそうでないかの争点はどこにあるかというと、「双方の保護者公認か否いなか」、ここに尽きる。

　だからカイたちの場合、ジュンの保護者代わりである王子先生プリＴが仲を認めない限り、二人の気持ちや事実関係はどうあれ、学校としては「不純異性交遊」という扱いになってしまう。

　腹は立つけどそれが校則ルールというもので、従わなければカイもジュンも処罰を受けてしまう。

　朝城高校は校則が基本ユルユルな分、しかし抵触した時には厳しい態度で事に当たることは、先にも言った通りだ。

『プリＴに会えないかな？　俺なんとか説得してみる』

　他に打開策が思いつかず、メッセージで提案する。

　しかし、すぐに返信が来ない。

　迷っているのか？　ならばと、沙織さおり・バジーナが『任せるでござるっ』と眼鏡めがねクイクイさせてるスタンプで、意気込みを表す。

　それでもなお時間がかかり、ようやくジュンの返信が来た。




『またカイがボコボコにされたらやだもん』




　躊躇ちゆうちよに躊躇を重ねたメッセージが、これ。

「あっ……」

　とカイは声を詰まらされる。

　松田たちに「ジュンと別れろ」と脅迫され、さんざんにいたぶられたのは、まだ遠くない記憶である。

　あの時、傷ついたカイを見たジュンの、取り乱しようは相当なものだった。

　そんな惨劇が再び起こり、しかもそれが王子先生みうちの犯行となれば、ジュンの悲しみたるや、如何いかばかりのものになるだろうか……。

　間を置かず、ジュンが追加のメッセージをくれた。

　覚悟のほどを窺うかがわせる、怒涛どとうの連投だった。

『私がなんとかするから』

『今度の旅行で家族全員集まるし』

『お父さんとお母さんの前でお兄ちゃんたちを説得する』

『だからそれまで待って』

　ただの文字の羅列から、しかしジュンのいろいろな想いが伝わってくる。




　カイをあんなひどい目には、二度と遭わせないから。

　あたしだって、カイと会いたいから。一緒に遊びたいから。

　だから、がんばる。

　任せて。




　──と。

　カイはメッセージを読んで、心温まる。

　そっと部屋の卓上カレンダーを見る。

　今日が四月の二十七日。ジュンの家族旅行は五月一日から三日までと聞いていた。

　つまりはジュンが説得に成功して帰ってくるまで、一週間の辛抱か……。

「わかった」

　独り言とともにスマホを操作して、スタンプを貼る。テルミヌス・エストが『あなたの望むままに』と、心なしかドヤ顔で言ってるやつ。

　するとジュンが間髪入れず、秋山殿あきやまどのの『任せてください！』スタンプ。

　カイもエストのすぐ近くにあった、楠くすのき幸村ゆきむらの『ご武運を』スタンプ。

　それでトークを終了した。

　ジュンは今日これから、王子先生プリＴに数学を教わる予定らしい。

　教員採用試験を境に数学とは縁を切った、社会科教師の指導力はどれほどのものか、かなりの不安はあるそうだが。
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　くどいようだが、ジュンは週五ペースで家に遊びに来る。

　逆に言えば、週平均二日は別々行動ということだ。

　バイトがあったり、家や学校の用事があったり、他の友人と買い物に行く約束があったり、お互いの予定が合わないことだってそりゃあ、ある。

　だから、ジュンがいなくて独りで過ごす休日というのも、別にこれが初めてではない。

　慣れていないわけでもない。

　はずなのだ。

「よーし、ゲームやろゲーム」

　無意識に出た独り言が、妙に空々しく聞こえるのはなぜだろう？

　かぶりを振ってそんな益体やくたいもない思考を追い出し、ＰＳ４を立ち上げる。

　ＷＯＴの親戚しんせきに当たる海戦ゲーム──「ＷＯＷＳ」の家庭用機コンソール版が、今月ついに発売された。こいつのためにバイト代を残しておいたカイは、ゴールデンウィーク中に遊び倒す予定だった。

「ジュンより先に始めたら、俺の方が強くなっちゃうなー。いやー差がついちゃうなー」

　また無意識に独り言を呟つぶやきつつ、アカウントを作成してプレイ開始。

　だが──ものの三十分もしないうちに、飽きてしまった。

　いや、飽きたというのは語弊がある。なんだか集中できないだけ。初めての対戦ゲームなのだし、よけいにでも気合を入れて臨まなければいけないのに、ショボ沈をくり返す始末。

「やっぱ戦車と勝手が違うなー。慣れるまで時間がかかりそうだなー」

　いったい誰に言い訳しているのか自分でもわからず、ＰＳ４をシャットダウンする。

「よーし、動画観みよ動画」

　勉強机の上にある、お古のノートパソコンを立ち上げる。

　ＪジエイＪツーさんこと「jyunjyun1203」氏の最新モンハンソロ動画が、昨日深夜にアップされていた。

　おほ♪　と喜び勇んで再生ボタンをクリック。

　だが──内容が全く頭に入ってこなかった。

　自分がぼーっとしているのに気づいては、シークバーで巻き戻して観返すという、そのくり返し。どころか、シークバーの仕様で自分の思った時間にぴったり戻せない、そのいつものことが今日は苛いらついて仕方ない。

　ムシャクシャしてノートパソコンをそっ閉じする。

「よーし、ラノベ読もラノベ」

　書店の包みから、十冊近い文庫本を取り出す。ゴールデンウィーク中に、読破しようと思って買ってきたばかりのものだ。

　中でも最初に開いたのは、やはりこの四月発売で、しかもお気に入り作者の、待ちに待った新シリーズ。タイトルは「黄昏たそがれの騎士団、蹂躙じゆうりん、蹂躙、蹂躙す」。

　ベッドでうつ伏せになり、枕を腹の下に敷くリラックス体勢で、読書開始。

　まずは夕薙ゆーなぎ神の美麗なカラーイラストを、舐なめるように堪能する。多幸感と充実感で満腹になる。

　それから本文に突撃する。

　だが──そこからページをめくる手が、ろくに進まなかった。

　ちょっと読んでは意識が散漫になり、またちょっと読んでは止まり、あれ？　どんな内容だったっけ？　と読み返すも、そもそもどこまで読んだか記憶にない。

「だああああっ、なんかつまんねええええっっっ」

　ベッドの上に文庫本を投げ出してしまう。いつもなら絶対に、本を粗雑に扱わないのに。

　部屋の置き時計を、チラリと見る。お昼の二時。

「……まだこんな時間かよ」

　今年は十連休だというスーパーゴールデンウィークの、希望に溢あふれた初日だというのに、早や退屈と倦怠けんたいを覚えていた。




　そんな息苦しいほどの無聊ぶりようが、翌日も続いた。




　さらに翌々日も。




「中学までは、一人で遊ぶのは普通だったのになー」

　ベッドで大の字になって、天井てんじように貼ったポスターをぼんやり眺める。神奈月かんなつき昇のぼる神の描いた「ゴブリンスレイヤー」……に登場する四ヒロインたちが、水着姿で仲睦むつまじげにたわむれている。

　別に中学時代、ぼっちだったわけではない。岸本きしもとら、趣味の合う友人はいた。

　でも当たり前の話、ジュンほど毎日毎日一緒にいたわけではなかった。

　オタク趣味の多くは、一人で楽しむのに適しているから、それも特に気にならなかった。

　でも、今はもう違ったみたいだ。

　自分は変わってしまったみたいだ。

　ジュンというメチャクチャ馬が合う奴やつと、出会ってしまった。

　オタク趣味をともに分かち合う、最高の気分を知ってしまった。

　ただジュンに会えないだけの日々が、もはやこれほど苦しくなるとは夢にも思わなかった。







　さらに翌日。すなわち四月最終日。

　この日は昼から、バイトのシフトが入っていた。

　仕事でもやっていた方が、まだしも無聊を慰められるだろう。そんなことを考えながら出勤し、休憩室のロッカーでノロノロと従業員用エプロンを巻く。

　すると──

「中村先輩。私も先日、アレを読みました」

　後輩の琴吹ことぶきに、背後から声をかけられた。

　彼女は開店からのシフトで、今はちょうど昼休憩。持参した弁当をはむはむ食べていた。

　実はさっきから背中に視線を感じていたのだが、琴吹が特に何も言ってこないので、カイも相手をする気力がわかず、スルーしていた。

　だが、声をかけられれば話は別だ。

　琴吹相手だといつもの、抑揚よくように乏しい妙な丁寧口調で応じる。

「アレとはなんのことでしょうか、琴吹さん？」

「以前、先輩が褒ほめちぎっていたサッカー漫画です」

「おや珍しいですね。琴吹さんがスポーツ物の、しかもマンガに興味を示すとは」

「最近は『ツルネ』や『風が強く吹いている』のように、スポーツ物といえど侮あなどれません──アニメの話ですが」

「そうでしょう？　琴吹さんはてっきりマンガを嗜たしなまないのかと思っていました」

「マンガはすぐ読み終わってしまうので、コストパフォーマンスの悪さが気になるだけです。今回はたまたま弟が所有していましたので、わたしも手にとってみました」

「ご感想をお聞きしても？」

「ありていに言って最高でした。主人公が矢印まみれでした」

「……俺にも理解できる感想でお願いしてもよろしいでしょうか？」

「スポーツ物にしては珍しく、ヒロインも可愛かわいかったと思いました」

「そうでしょうとも！　なんならポッと出の、日焼けお姉さんすら良いですよね」

「同意します。まあ、わたしはハナ推おしですが」

「杏里あんり推しではなく？」

　しばし、視線と視線で火花を散らす二人。

　だが、すぐに琴吹の方から目を閉じた。こんな話をしたいわけではなかったとばかりに。

　咳せき払いを挟み、

「最高のマンガでしたが、一点だけ不満があります。もちろん、あくまでわたしの個人的な」

「伺いましょう」

「恋愛エピソードが歯痒はがゆすぎます。主人公がもう一歩踏み出すだけで、なんとかなるだろうというモヤモヤを禁じ得ません。なまじハナが可愛いだけに、よけいにもどかしいです」

「一理あります」

「もう一歩踏み出すだけなのです」

　琴吹が重ねて言った。それこそが、本当にしたかった話なのだとばかりに。

　おかげでカイはハッとさせられる。

「……おまえ、エスパー？」

　思わず素に戻ってしまう。

　琴吹は返事代わりに、フフンと薄笑いを浮かべた。

　この後輩らしい小生意気で、勝ち誇った顔だった。

「理由は存じませんが、先輩がまたグダグダと思い悩んでいるのは、見ればわかりました」

「うわっ……俺の顔、わかりやすすぎ……？」

「自覚なさっては？」

　得意げに皮肉られ、ぐうの音も出せないカイ。

　この小生意気な後輩は、しかしいつもいつも憎めないのだ。

　顔色を窺うのに長たけたこのクソザコメンタル女に、しかしいつもいつも助けられているのだ。

　長く深い嘆息一つ、カイはエプロンを外すと、ロッカーに仕舞う。

　家から持参したショルダーバッグを代わりに取り出す。

「中村先輩？」

「踏み出してくるよ」

　カイは答えた。力みは抜いて。感謝は込めて。

「それがよろしいかと」

「あー、でも、店長になんて言うかなぁ」

「急な腹痛は仕方のないこと。わたしが先輩の分まで働きます」

　琴吹のドヤ顔に、カイは瞠目どうもくさせられた。

「大丈夫なのか？」

　新人の後輩を、カイは心配した。

「当然のことです。わたしを誰だと思って？」

　琴吹はあくまでムフーと鼻息荒い。

「このわたしを指導してくださったのは、中村先輩ですよ？」

「これは一本とられました！」

　カイも破顔一笑する。

「では、琴吹さんのお言葉に甘えさせていただきます」

「感謝を形にしてくれても？」

「今度、考えておきます」

「楽しみにしております」

　そんな言葉のやりとりをしながら、カイは勝手口から外へと出る。

　スマホを取り出し、ＬＩＮＥで怜奈との連絡を試みながら、大急ぎで駆け出していく。

　幸いにして、今日はまだ四月三十日だ。
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「じゅーーんーーちゃーーーーん！　あーーそーーぼーー！」



　玄関前で、大声で叫ぶ。

　まるで童心しようがくせいに返った気分だ。

　普通の住宅団地にある、普通の一軒家。

　カイの実家と大して変わらない二階建。

　ここが、御屋川さんちのお宅である。

　来るのは初めてだったが、住所は怜奈がＬＩＮＥで教えてくれた。


「じゅーーんーーちゃーーーーん！　あーーそーーぼーー！」



「大声であたしの名前、呼ばないでよ！　ご近所さんに恥ずかしいでしょ！」

　玄関扉を撥はね開け、すごい血相で現れたジュンが、肩で息をしながら言った。

「いや、聞こえてないのかなって思って」

「聞こえてるわよ！　あたしにも着替える時間ちょうだいよ！」

　言われてみれば、ジュンはジャンボサイズのＴシャツをワンピースのように着るという、だらしないワイルドなお姿。しかし、広い襟えり元からはしっかりブラ紐ひもが覗のぞいている。カイの姉は家じゃ完全ノーブラ派だが、ジュンくらい大きいと無着用はかえって疲れるんだろう。

「も～、あたしに任せてって言ったのにぃ。結局、来ちゃうんだもんな～」

　ジュンが形のいい唇を尖とがらせた。

　ポーズだ。内心では喜んでいるのが伝わってくる。

「カイってばそういうトコ、ほんと男の子だよね？」

「知らんし」

「とにかく上がれば？　ただし、ボコボコにされそうになったら、すぐ逃げてね」

　ジュンに脅おどされるも、堂々とお邪魔する。

　今日この日を逃したら、御屋川さんちは家族旅行に行ってしまう。さらに三日、カイは悶々もんもんとした日々をすごす羽目になる。逃げ帰って堪たまるか。

　和洋折衷様式の玄関内には、王子先生プリＴが仁王立ちで待ち構えていた。

　休日でも戦闘服のようにかっちり纏まとった、糊のりの効いたワイシャツとスラックス。

　この騒動を聞きつけての、さすがの即時対応。

　三和土たたきに立つカイを、一段上の廊下から睥睨へいげいしてくる。

　ジュンは上がれと言ってくれたが、王子先生プリＴは通せんぼする気マンマン。

「妹との交際は認めないと言ったぞ？　おまえは人の話が理解できないのか、中村？」

　偉そうに腕組みして皮肉ってくる。

　カイは靴も脱がず、見上げ、にらみ返して、言い返した。

「友達の家に遊びに来ただけですけど、それの何が悪いんですか？」

　煽あおる気はないけど、煽り口調になっちゃう。

　ここまで来て、モタモタと前置きは要らない。モヤモヤ展開は要らない。

「よくぞほざいた、中村ァ」

　王子先生プリＴの額にも、ビキビキと青筋が浮かぶ。

　さあ、勝負だ！

　息を呑のんだジュンがハラハラと見守る中──




　カイと王子先生プリＴの舌戦が、幕を切って落とす。




「友達の家に遊びに来ただけだと？　いけしゃあしゃあと！」

「だってそれが事実ですし？」

「噓をつくならもっとひねりのある噓をつけよ。誰がそんな拙つたない言い訳を信じる？」

「先生こそ何を根拠に、俺とジュンがつき合ってるって言うんですか？　まさか人の噂話を鵜呑うのみにしてるんですか？　いや、まさか。先生ともあろう聖職者がね。そんなね」

「オレだって昨日、ちょっとは調べたわ！　おまえ、ほとんど毎日放課後、ジュンと一緒だそうじゃないか。お宅にジュンがお邪魔してるそうじゃないか。こんな話、恋人同士でなければあるかよ！」

「決めつけだと思いますけどー？　親友同士で毎日一緒にいるのってそんなに変ですかー？」

「おまえは男で、ジュンは女だ！」

「へー。男女間で友情は成立しないとでも仰おつしやるんですかー？　決めつけるんですかー？」

「……ウチのジュンはとびきり可愛い。これはオレの欲目か？」

「いや、めっちゃ可愛いと俺も思いますけど？」

「それみたことか！　白状したな、バカめがっ。それが中村、おまえの下心だ！　こんな可愛いジュンを前にして、カノジョにしたいと思わない男などいない！　美味おいしそうな肉を前にして、喰くいつかない狼おおかみなどいない！　男子高校生なんか全員、ケダモノだからな！　オレだって男だからわかる！」

「噓ですね！　男はそこまで浅薄なイキモノじゃないですから！　いくらジュンが可愛いからって、理性を保てないなんてことはないですから！」

「それがただの可愛いじゃなく、メチャクチャ可愛いジュンだったらどうだ!?」

「ジュンは確かに世界一可愛いけど結論は変わらないッ!!」

　カイは吠ほえた。

　王子先生プリＴの胆力に負けないよう、喝破してやった。

　脇ではジュンがこれでもかと赤面して、「もうわかったから」「あたし、可愛いってわかったから」「だから、もうこの辺で勘弁してください」「あうあう」と二人に向かって狼狽ろうばいしていたが、舌戦に集中していたカイの視界には入らなかった。

「──逆に訊きいてもいいですか、先生？」

　そう、極限まで集中していた。

　反撃のための口火を切った。

「なんだ？　生徒の質問に答えるのは、教師の役目だ」

「先生は女子にすんごい人気ありますよね？」

「……ありがたいことにな。だが男子を蔑ないがしろにしてはいないつもりだ」

「つまり、女子にモテてるって自覚あるんですよね？」

「表現に悪意がある！」

「女子にモテモテの王子先生プリＴは、じゃあつまみ喰いし放題なんですかねー？　据え膳ぜんいただきまくりなんですかねー？」

「なっっっ。フザケるな！　冗談でも口にするな！　生徒に手を出す教師がどこにいるか！」

　よほど侮辱だと受け取ったのか、王子先生プリＴは本気で顔面紅潮させて怒る。

「でも、男なんて全員、ケダモノなんでしょー？　オオカミなんでしょー？」

　カイはここぞとばかりにバカにしくさった顔つきになって、揚げ足とって煽る。

　なお表情モデルはクソムカ桃子ちゃん。

「オレは一人前の教師だ！　思春期真っ盛りのガキと一緒にするな！」

「だから理性が保てるのは当然だって仰るんですかねー？」

「ああ、そう言ってるんだよ！」

　王子先生プリＴは真剣な表情で、真剣に叫んだ。

　やっぱりいい先生だ。高校生カイの相手を、真剣にしてくれていた。

　だから、こちらも表情をキッと改める。

　自分を取り繕おうとする衝動や、挑発のための演技など、それやこれやを全部とっぱらって、内心を剝むき出しにするような──真剣な顔つきになる。




「俺だってあんたには侮辱して欲しくない！」
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　心の底からの叫びを吐露する。

　そして、一瞬怯ひるんだ王子先生プリＴに畳み掛ける。




「ジュンは可愛いよ。メッッッチャクチャ可愛いよ。多分、世界一可愛いよ。

　でも、俺はジュンのことをカノジョだとか思ったことはない。

　だってジュンは、友達だから！

　カノジョにするより、友達の方が絶対いいから!!」




　腹の底が裏返るくらい、全部出しきって、叫んで、カイは肩で息をする。

　振り返れば、この四月は本当にいろいろあった。

　例えば──

「あなたはジュンに相応ふさわしくない」と、怜奈にイチャモンつけられた。

「それ、先輩のことカレシだと勘違いしてますよ」と、琴吹が助言してくれた。

　二人のお蔭で気づかされた。




　カレシカノジョってめんどくせえええええええええっ。

　友達同士の方が万倍マシ!!




　そして、この気づきがあったからこそ──カイは今日この場で啖呵たんかを切れた。

　王子先生プリＴを相手に、真っ向から説得を挑めた。




　俺たちただの友達ですが！

　友達同士だからこそ、恋人同士より仲がいいんですが！




　そう、胸を張って叫べた。

　言うべきことは全部もう言った。

　もう逆さに振っても出てこない。

　これ以上、反論されたら正直キツい。

　キツいけど、気力だけは負けてられない。

　王子先生プリＴを睨ねめつける。

　胸を反そらして、意地を張って、ジュンの保護者代わりの返答を待つ。

　気づけば、そのジュンがすぐ傍そばに寄り添ってくれている。

　うなずき合う代わりに、二人で一瞬のアイコンタクトを交わして、一緒に待つ。

　王子先生プリＴは。

　果たして──
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　王子先生こと御屋川王子が結婚したのは、二十六歳の時だった。

　教員採用試験に合格し、大学を卒業し、県立高校の臨時教員としてあちこちに赴任したり、待機命令を受けたりと、グダグダくり返しているうちにその歳になった。

　しかし、そこで運よく正規教員として採用され、生活がグッと安定した。

　長年つき合っていたカノジョに、プロポーズする理由には充分だった。




　お相手は、大学一年の時にサークルで知り合った、同期生。

　最初はごくごく友人づき合いをして、ゆっくりと互いの恋心を温め、大学二年の夏に、王子の方から告白した。

　以来、一度も別れずに現在に至る。

　それだけ馬が合う相手かといえば──実はそうでもなかった。

　大学を卒業した後は、惰性で同棲どうせい生活を続けていただけだったし、プロポーズしたのも男としてのただの責任感の発露だ。恋愛感情はとっくに冷めてる。

　妻に迎えた女性の方でも年々、不平不満をこぼすようになっていった。

　公立学校の正規教員というのはとにかく多忙で、帰りが遅くなるのも日常茶飯事。その分、夫婦で過ごす時間は激減。そのことをとかく責められた。

「私と仕事、どっちが大事なの？」と何度、言われたことか。

「私だって女なのよ？　あなたの家政婦さんじゃないのよ？」と何度、皮肉られたことか。

「オレだってわかってる！　でもオレは聖職者きようしなんだ！」と何度、叫びたかったことか。

　叫んだら離婚オワリだとわかっているから、ずっと呑みこんできただけで。




　ジュンが私立校を受験するというので、初めて朝城に興味を持った。

　調べると、教師の数を十二分に確保することで、一人一人の負担が軽いことを知った。

　採用試験は厳しいが、ガムシャラに勉強をし直して、晴れて朝城の新任教師となった。

　公立校時代より時間にゆとりができて、妻にかまってやれる時間も増えて、これで家庭円満だと安堵あんどしていたのも束つかの間ま──

　クラスメイトの暴行を受けていたカイを、ケアするために残業を買って出て、結果、妻との食事の約束を破ってしまい、彼女の不興まで買うことになった。

　王子も自分が悪いことをしたと決して思っていないし、カイをケアしたことに後悔は当然ない。今回ばかりは怒る妻に反論をしてしまい、それで夫婦喧嘩に発展し、マンションを追い出される羽目になった。

　そんな矢先に、今日のことだ。

　中村カイは、自分の知らぬ間に妹の心を盗んでいったこの男は、開き直りとも思える堂に入った態度で、声の限りにほざいてくれた。




　カノジョにするより、友達の方が絶対いいから──




　正直、心に刺さった。

　振り返らずにいられない。妻とまだ出会ったばかりの日々。ただの友人同士だった時代。

　本当に毎日が楽しかった。

　それから一年と半が経たって、晴れてカレシカノジョとなったばかりのころも、幸せだった。充実していた。

　でも時を置かず倦怠期を迎えて、その後はもう全然ダメだ。

　思えば、彼女と過ごしたこの十一年間、楽しくなかった時間の方がずっと長い。多い。

　もし、交際も結婚もせずに、ただの友達同士だったら、また違う結果だったのだろうか？

　ずっとずっと楽しいままの関係でいられたのだろうか？

　実際、王子には今でも仲の良い大学時代の友達が、少数ながらいる。

　さらに少数ながら、女友達も中にはいる。





「…………」



　今まで無意識のうちに、考えないようにしていたのかもしれない。


「……………………」



　でも、カイのせいで考えさせられてしまった。


「………………………………」



　だから──
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「………………………………………………………………」



　無言。そして長考。

　王子先生プリＴはカイのことをにらみ据えたまま、ずっと口元を真横に引き結んでいた。

　その重い口が、ようやく開く。

　カイは固唾かたずを呑まされる。

　ジュンと一緒に聞く。

「おまえの言い分はわかったよ。中村」

　聞いて、ガッツポーズになりかけた。

「だが、所詮しよせんは高校生ガキの言い分だ。理屈倒れするのが目に見えてる。いつ理性が本能に負けるかわかったもんじゃない」

「王子兄おーにい！　いい加減、聞き分けなさすぎ！」

「ジュンは今、口を挟むな！」

　横から支援砲撃してくれたジュンを、王子先生プリＴは一喝して黙らせる。

　だからカイが、一歩前に出て戦う。

「さっきからガキ、ガキって、あんまりじゃないスか。それじゃ話にならないじゃないスか」

「だからオレはそう言っている」

　王子先生プリＴは不敵に笑った。

　そして、続けた。

「話にならん。だから、中村──おまえがもうガキじゃないというなら、実力で証明してみろ」

「ままままままさかケンカっスかかかかかかか!?」

　カイは覿面てきめんに狼狽した。

　ボコボコにされそうになったら逃げろと、ジュンに言われたのを思い出した。

　俺は一月で一万発の男だぞ？　と内心で強がっても、ヘタレて腰砕けなのは隠せない。

　すると、

「阿呆あほう。教師が生徒相手に暴力なんぞ、言語道断だ」

　早とちりするなと、王子先生プリＴの笑みが不敵なものから苦いものに変わる。

　それから、

「ジュンから聞いたぞ？　おまえ、なかなかやるそうじゃないか」

　王子先生プリＴはスラックスのポケットに手を突っ込んで、スーッと何かを取り出した。




　なんと──携帯ゲーム機Switchだった。




「それいつも持ち歩いてんスか!?」

「男の嗜みだ」

　堪らずツッコむと、王子先生プリＴは本気とも冗談ともつかぬ様子で首肯。

「まあでも──男の嗜みッスよね」

　ならばとこちらもショルダーバッグから、スーッとマイSwitchを取り出した。

「ほう。持ってきていたか、中村」

「当然でしょう。友達の家に遊びに来たんで」

「なるほど、道理だ」

　王子先生プリＴがまるで好敵手と見定めたように、目を細めた。

「いいだろう、家に上がれ。そして、オレとこいつで勝負しろ」

「俺の実力を見せればいんスね？」

　顎あごをしゃくる王子先生プリＴについて、カイは靴を脱いでお邪魔する。

　初めて、ジュンのおうちに通してもらう。

「ちょっと待って！　王子兄おーにい、ムチャクチャだってばっ。カイも挑発に乗らないでっ」

「いいじゃんか、別にケンカするわけじゃないんだ。俺たちはゲームするだけだよ」

　止めに入ってくれたジュンに、心配するなと首を振る。

「もうっ！　またカッコつけて……どうなっても知らないからね！」

　ジュンは形のいい唇を尖らせた。今度は本気で呆あきれていた。

　それでいて、隣に寄り添ってくれる。味方のままでいてくれる。

　決戦場はリビングと決まった。

　王子先生プリＴが出してくれたクッションに、すぐ向かい合って座す。不正はないか互いにチェックできるよう、敢あえて額を突き合わせるような距離感だ。

　ジュンは無論、カイのすぐ横。兄に逆らってでも、一緒に戦ってくれるという意思表示。

　対峙たいじした王子先生プリＴは、そんな妹の態度を見て、心なしか拗すねたように鼻白んだ。だがすぐに厳格な顔つきに表情を改めると、クッションにあぐらをかいた格好で宣戦布告した。

「ゲームは『モンハンＸＸ』。勝負内容は『どちらが先に燼滅刃じんめつじんディノバルド・Ｇ５クエストをクリアするか』でどうだ？」

「……ソロだと厳しい内容ですけど、先生は大丈夫なんスか？」

　カイはＷじゃないモンハンはご無沙汰だし、正直クリアできるかどころか、三乙失敗もあり得る難易度のクエストだ。

　ましてゲームにうつつを抜かせないだろう大人に、果たしてついてこられるのか？

「フン。オレのモンハン歴を侮るなよ、小僧」

　王子先生プリＴは再び不敵に笑った。

　松田たちに「ケンカする相手を間違えるな」と、言い放った時を髣髴ほうふつさせた。

「あたしにモンハンを教えてくれたのも、王子兄おーにいだから。マジ強いから気をつけて」

　ジュンまでもが、深刻な口調で忠告をくれる。

（こりゃ、ますます手抜きできねえな）

　カイは兜かぶとの緒を締めた。

　Switchの電源を入れ、己おのれのアカウントとモンハンＸＸを選択。

　ゲームをスタートさせて、タイムアタックのための装備を慎重に選ぶ。

　昔やり込んだシリーズだから、持っていない装備や不足するアイテムはない。

「武器はもちろん水属性で行くよね？」

「ああ。双剣で行く」

「じゃあ『二つ名ミツネ武器』より『ガノスマチェーテ』かな」

「だな。俺のプレイスタイルに合ってる」

　一つの携帯ゲーム機、一つの小さな画面の前、ジュンと二人で顔を突き合わせて相談する。

　シスコン先生がまた不服そうにしていたが、無視ですよ無視。

「防具は『燼滅刃一式』？」

「でも、なんかスキル足したい。カスタマイズしたい」

「『連撃の心得』とか？」

「……うん。やっぱそれが鉄板だよな」

　頭だけガンナーの方を使い、胴は「ＧＸクシャナディール」に変更。これでお守りと足して強力な火力スキルを発動できた。

「あ、でも、カイ。『精霊の加護』がなくなっちゃったけど」

「この際構わん！」

　注意してくれたジュンに強気の返事をしながら、続いてスタイルを「ブシドー」に選択。

　だが、狩技をどれにするかで、カイの指が止まる。

「火力を採るなら『獣宿し【餓狼がろう】Ⅲ』一択だけど……」

「あたしは『絶対回避』推し」

　ハイリスクハイリターンよりも安全策を採れと、強く進言してくれるジュン。

　このゲームは何度も何度も一緒にやった仲だ。カイのプレイスタイルの癖くせや好みに至るまで、知悉ちしつした頼もしい相棒の助言だ。決してスルーできない金言だ。

「己の腕前を過信しないのは、一流ハンターの絶対条件だもんな」

　カイはもう迷わず、狩技を「絶対回避」に設定した。

　最後に持ち込みアイテムを準備する。

「クーラードリンクは？」「おっけ。持った」「強走薬は？」「グレート持った」「元気ドリンクは？」「強走あるからイラネ」「あそっか。じゃあ回復薬も、秘薬だけでいいね」「調合分も持ち込むわ」「調合書忘れないで」「おっけ。持った」

　アイテムの持ち込み忘れは、モンハンあるあるのケアレスミスだ。それが絶対ないよう、ジュンが確認作業を手伝ってくれる。

　その間ずっと王子先生プリＴが「……おまえら想像以上に仲いいな」「……ちょっと距離が近くないか？」「……まさか見せつけているんじゃあるまいな？」などと、小言か不平かわからないことを言い続けていたが、カイとジュンの耳にはもう届いていなかった。

　完全に二人の世界に入っていた。

　だから──

「……準備はできたか、中村？」

　そう確認してきた王子先生プリＴが、これでもかと憮然ぶぜん顔になっていた理由について、カイはとんと心当たりがなかった。

「はい！」

　と、ただただイイ返事をした。

　ジュンがつきっきりで協力してくれたおかげで、自信を持って返答できた。

「……では、クエストを受注しろ」

「わかりました！」

　先に準備を終えていた王子先生プリＴに言われ、カイはプレイヤーキャラを酒場に向かわせる。

（──いや、その前に先生の装備をチェックするか）

　眼光鋭く目を細めるカイ。

　彼を知り己を知れば百戦殆あやうからず、だ。

　正々堂々と画面をさらす王子先生プリＴのSwitchに、反対側から注目する。




　そして、信じられないものを目まの当あたりにした。




「ああっ……ああああっ……ああああああ……っ」

　悲鳴めいた驚声が、カイの口から勝手に勝手に漏もれ出ていく。

　それくらい衝撃的だった。

　それくらい瞠目させられた。

　この超高難度クエストを前にして、王子先生プリＴがいったいどんな強装備で臨むのかと、勝負心と好奇心のままに覗いてみれば──




　なんと、裸ランスだったのだ……。




「噓だ……噓だ……噓だ……噓だあ……っ」

　混乱のあまり、もう何も考えられなくなる。

「落ち着いて、カイ！　王子兄おーにいの術中よ！」

　ジュンが懸命に諭してくれなかったら、戦う前から負けていたかもしれない。

　それくらいカイの動揺は尋常ではなかった。




　よりにもよって、裸ランスとは！

　この燼滅刃バケモノを相手に、まさかよりにもよって裸ランスとは！

　まるで神をも畏おそれぬ所業ではないか……！




「正気ですか、先生!?」

「フン、当たり前だ。生徒を相手に大人げない真似まねができるか。ハンデだよ、ハンデ」

「なんて畏ろしい人だ、先生は！」

　戦慄せんりつを禁じ得ないとは、まさにこのことではないか。

　横でジュンが「裸ランスで戦ってみせる方が大人げなくね？」とツッコんでいたが、熱くなっているカイの耳にはもう届かない。

「さあ、勝負だ！　中村！」

「は、はいっ」

　精神虚脱状態となったカイは、まるで言いなりにクエストをスタートしてしまう。

　気持ちと体がバラバラのまま、手に沁しみついていた動作で、クーラードリンクを飲み、強走薬グレートを飲んで、溶岩島で二つ名ディノバルドと正対する。

　──だが、カイにできたのはそこまでだった。

　もはやプレイ続行できなかった。


（だって裸ランスが気になってしょうがねえもんよぉぉぉぉぉ！）



　本当にそんなんで燼滅刃に勝てるのか？

　実はゲームに詳しくない大人の、勇み足ではないのか？

　自分の狩りはそっちのけで、王子先生プリＴのプレイングに注視してしまう。




　結果からいえば──

　王子先生プリＴは、燼滅刃以上のバケモノだった。

　この二つ名モンスター特有の、熾烈しれつな攻撃を片っ端からジャストガード！

　完璧かんぺきなタイミングの見切りでいなして、逆に痛烈な十字払いカウンターをお見舞いしていく。

　たとえ裸だろうが、「当たらなければどうということもない」の精神で、凌しのぐ凌ぐ。

　わずかワンミスでＢＣベースキヤンプ送りなのに、そのミスをする気配がない。

　まさに超絶技巧のスーパープレイ！




（こんなんまるでＪＪさんやんけ……っ）

　勝てるわけないやんけと反射的に思って、はたと気づく。

　恐る恐る──本当に恐る恐る、王子先生プリＴが操あやつるハンターの名前を確かめる。




「jyunjyun1203」。




　カイが憧あこがれ、五年来のファンをやってる、動画主どうがぬしと同じ名前だ。


（噓だろオィィ!?　まさかだろオィィィィ!?）



　画面から顔を跳ね上げ、ジュンに目で訴える。

「そのまさかなのよ」

　ジュンは困ったような笑みを浮かべて、カイの疑念を払拭ふつしよくした。

　だから「どうなっても知らない」と、忠告したのだと。

　そして王子先生プリＴの、ハンドルネームの由来まで説明してくれた。

「あたしの名前が『純々じゆんじゆん』て書いて、誕生日が十二月三日だから」

「シスコン極まってんな！」

　まさか本物だったとは。

　本物のＪジエイＪツーさんが、こんなところにいたとは。

　憧憬しようけいしてやまない動画主の生プレイを、食い入るように見つめるカイ。

　もはや五体投地したい気分だ。




　画面の中で最強ハンター「jyunjyun1203」が、次々と現れるディノバルドを屠ほふり尽くす。

「まあ、こんなもんだろう」

　討伐を終えた王子先生プリＴが、深く長い吐息をはいた。

　やはり〝彼〟をして、裸ランスは極限の集中を求められるのだろう。プレイ中、こっちの様子など眼中になかったようだ。

「で？　そっちの調子はどうだ、中村？」

　それでも己の揺るがぬ勝ちを確信した顔つきで、王子先生プリＴが確認してくる。

「とっくに三乙しました！」

　カイはとってもイイ顔つきで親指を立てる。

　王子先生プリＴは一瞬、絶句。

「……つまりは、オレの勝ちでいいということだな？」

「はい、ＪジエイＪツーさんに勝てるわけねッス！」

　カイはイイ笑顔のまま即答した。

　負けたというのに、ニヤけてしまってしょうがなかった。

　だって気づいてしまったからだ。

　御屋川王子プリンスという人物は、この松田から助けてくれた先生は、ずっと憧れだったＪジエイＪツーは、やっぱりイイ男なのだと。カイの期待通りの男なのだと。




　そう──

　王子先生プリＴは「実力を見せろ」とは言ってきた。挑発してきた。

　でも、「おまえが負けたら、ジュンとはもう二度と会うな」という類たぐいの約束は、決して持ちかけてこなかった。

　ＪジエイＪツーほどの実力者なら、自分が勝つのはわかりきっていただろうにだ。

　つまりはそこに、王子先生プリＴの優しさや男気が隠されている。

　だからカイは、負けてなお笑っていられる。




「勝負はもういいんで、俺と遊んでください、ＪジエイＪツーさん！　超特殊許可ディノ行きましょうよ、ディノ!!」

「いや、おまえな……もうちょっと食い下がるなり、善戦するなり──」

「パーティー組んでくれたら、次こそ俺の実力見せますよ！　ジュンの凡ミスを何度も救ってきた俺の粉塵ふんじんジェントルマンぶり、当てにしてくださいよ！」


「…………」



　カイの遊ぼ遊ぼの大攻勢に、王子先生プリＴはもはやあんぐりとなっていた。

「待って！　じゃあ、あたしも狩る！」

「おう、ジュンもSwitch持ってこい！」

　ジュンが喜び勇んでリビングを飛び出ていき、三人狩猟のための準備に走る。

　一方、王子先生プリＴはまだ、大口を開けたまま固まっていた。

「あ、あれ……？　遊んでくれないッスか？」

「……もう勝負は終わっただろう？　ならば帰れ」

「俺、ＪジエイＪツーさんのスーパープレイにずっと憧れてたッス！　一度でいいからご一緒したいって思ってたッス！」

「む……」


「お願いします！　一生に一度でいいんで！！！！」



「……ソロじゃないと、モンスの挙動をコントロールできなくなるんだが？」

「じゃあ、裸ランスはやめッスか？」

「……バカを言うな。それだとオレが速攻討伐してしまって、遊びが成立せんだろう」

　王子先生プリＴはぶっきらぼうになって言った。

　でも、一緒に遊んでくれるとも言ってくれていた。

「まったく、仕方のない奴だ」

　なんて、ぼやきつつもつき合ってくれるのは、王子先生プリＴが一人のゲーマーだからだろう。

　昨日の敵は今日の友──なんて、本当の戦争だったらきっとあり得ない。

　つまり、ゲーム最高！

「あああ～、ＪジエイＪツーさんとひと狩り行けるなんて光栄なんじゃ～。あ、後ろから斬きってコカしたらすいませんね？」

「それは絶対に許さん」




　などと話している間に、ジュンが大急ぎで自分のSwitchをとって戻ってきた。

　カイが超特殊許可クエストを受注して、三人で突撃した。

　王子先生プリＴはさすがの立ち回りを披露してくれたが、久方ぶりのカイたちはグダグダだった。

　大いにミスをし、大いに笑った。

　王子先生プリＴを後ろから斬ってコカした時は、ガチで怒られた。オトナげない人だった。

　でもそれだって、後から三人で思い出し笑いしてしまうアクシデント。

　時を忘れて遊ぶこと幾ばくか──

　気づけば、時計の針が夕方六時を指していた。

　それを見て王子先生プリＴが、狩りのきりがいいところで、すっと立ち上がる。

「先生？」

「今夜は妻と約束していたのを、思い出した」

「えっ、王子兄おーにい、そんな話してたっけ？」

「思い出した！」

　そう言い張って、王子先生プリＴはリビングから立ち去ろうとした。

　カイとジュンを二人っきりで残して。

　え、いいの!?

「夕飯はオレの分を食べていけ、中村。レンジでチンするだけにしてあるから」

　ドアノブに手をかけ、これも思い出したように告げる王子先生プリＴ。

　もうどういう風の吹き回しなんだか、ジュンと一緒にキョドりまくる。

　王子先生プリＴはこっちの気を知ってか知らずか。

「門限は九時までだ。いいな？　今夜は弟たちも帰ってこないが──オレの信用を裏切るなよ、中村？」

「は、はいっ」

　キツい口調で釘を刺されて、反射的に首肯してしまう。

　だから、後から王子先生プリＴの言葉の意味が、頭に入ってくる。

　え？　え？　ええええ？

　そんな遅くまでジュンと遊んで、メシ食って帰って、本当にいいのぉ？

（裏切るなって……俺のこと信用してくれるのぉ？）

　結局、王子先生プリＴが期待するような実力は見せられなかったというのに、いったい全体何が起こっているのか──





◇◆◇






（いったい全体何が起こっているのか──そんな顔だな、中村）

　ドアノブに手をかけたまま振り返った、カイの表情を見て、王子は内心ほくそ笑む。

　種明かしをすれば、ジュンとの仲などとっくに認めていたのだ。

「カノジョにするより、友達の方が絶対いいから!!」、と。

　カイが切った啖呵には正直、心動かされるものがあった。

　二人の関係の健全さにも、得心がいった。

　でも、素直に認めるのは悔しい。

　高校生ガキに言いくるめられたなんて腹が立つ。

　だから難癖つけて、勝負だ燼滅刃討伐だと持ちかけたにすぎなかった。

　王子が最も得意とするモンハンでギッタンギッタンにしてやろうと、意趣返しを企たくらんだだけ。

　こんなゲームで勝負したところで、いったいその人物の何が測れるというのだ。

　ゲームはあくまで遊戯だからこそ価値があり、実人生の大事を懸けるものなんかでは決してない。王子は骨の髄までゲーマーだからこそ、そう思っている。

　それに第一、モンハンの装備で相談する二人の、あそこまでの仲睦まじさを見せつけられて、どうしろというのか！

　余人が割って入れるか、あんなもん！




　そして、つまりは──

　妹との仲を認めてしまった時点で、実人生の大事を懸けた勝負は、とっくに負けていたのだ。

　中村カイの気迫勝ちだったのだ。




（しかし、まあ、中村のゲーマー度合いも大概だったが、な）

　思い返して、王子は苦笑を誘われる。

　ジュンとの仲を認めないと、カイに対して相当の意地悪をした自覚はあった。にもかかわらず、カイは一切いつさいの屈託くつたくや遺恨もなしに、遊ぼうと持ちかけてきた。

　あの時はさすがに驚いた。

　なんて純粋な奴だと、あんぐりとさせられた。

　でも、こんな奴だからこそメチャクチャ可愛い妹を前にしても、血迷わないのかもしれない。

　ガキには違いないけれど、面白おもしろい奴だと思った。

　大した奴だと思った。

　だから、次こそは勝ちたいと本気で思った。

　無論のこと、ゲームでの勝敗など王子にはどうでもいい。

　挑むべくは実人生における、大事を懸けた勝負だ。

　くり返すが、カイは大言壮語した。

「カノジョにするより、友達の方が絶対いい」──と。

　王子にとっても腑ふに落ちる信念だ。

　だが、負けっ放しでいられるかよ。

　悔しがって、つまらない意趣返しに、終始などしていられるかよ。

　だから言ってやるのだ。

　今度は。いつかは。

　自分の方が。面白い奴カイと大切な妹ジユンへ。




「友達関係よりも、夫婦関係の方が絶対いい」──と。




　だから実家こんなところにはもういられない。

　二人の愛の巣マンシヨンに帰り、まずは妻と仲直りするのだ。





◇◆◇






　王子先生プリＴは、本当に帰っていってしまった。

　カイはジュンと二人きりで、御屋川さんちに取り残された。

　実は罠わななんじゃ？

　すぐ戻ってきて、「不純異性交遊しイチヤついてる悪い子はいねがー」って鬼と化すんじゃ？

　カイは最初そう警戒していたが、全くの杞憂きゆうだった。

「は～、気が抜けたね」

「ああ、気が抜けたな」

　ジュンと二人で放心して、それからバカみたいに笑い合った。

　笑い声がやんだのは、ジュンのスマホが通知を鳴らしたからだ。

「王子兄おーにいからＬＩＮＥだ」

「先生、なんて？」

「カイに十二日の日曜、ヒマかって」

「予定はないけど？」

「じゃあ、またウチにおいでって。三人で遊ぼうって」

「めっちゃデレたな、先生」

「まさかデレるとは思わなかった、王子兄おーにいが」

「てか、わざわざＬＩＮＥ使わなくても、さっき直接言えばよかったじゃん」

「照れ臭いんじゃないー？」

「いいオトナがウッソだろ」

「マジ、マジ。王子兄おーにいってさー、放っておいたらクッサい台詞せりふ、連発するじゃん？」

「わかる。ウケる」

　カイは病院に連れて行ってもらった時の車中での会話や、今日の何気ないやりとりのいちいちを思い出して、首肯する。

「あれ天然でさー、でも逆に意識しちゃうと、すごい照れ屋なの」

「攻防パラメーター偏った人だなー」

「ね？　全然カッコよくないでしょ？　あたしのお兄ちゃん」

「確かに！　顔はいいのにな！」

　また二人で笑いが止まらなくなった。

　そのままジュンが訊たずねてくる。

「ご飯にする？　ゲームにする？」

「そりゃ先にゲームっしょ！」

「マリカにする？　スプラにする？」

「今は断然、モンハンの気分だね。燃えてるね。十二日までに、腕磨き直さないと！」

「やーいカイの負けず嫌いー」

「いやいやモンハンは協力ゲーだから」

　──と。

　ふたり仲良く笑顔のまま、スリープさせていたSwitchを再起動させた。







　これがカイと女友達ジユンの毎日。

　ずっと、ずっと続くに違いない。

　今日、そう確信した高校生活。
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　五月三日。

　スーパーゴールデンウィークも早や後半に差しかかった。

　しかしカイは、バイトの夕方シフトが入っている。

　本日もがんばって働きつつ、休憩時間が来るたびに、旅先のジュンとＬＩＮＥでやりとりする。

　バックヤードの四人掛けテーブルに着いて、スマホをぽちぽち。

　現在、出雲いずも空港だというジュンから、ぺんぎん（本物）が『いまからかえりまーす』と言って、テクテク歩いているスタンプが貼はられる。

　よつばが『おつかれー』と手を挙げてるスタンプで、カイは返信。

　続いてジュンがメッセージで、

『お土産みやげあるよ』

『あざます！』

『何時あがり？』

『十時』

『遅い！』

　お土産を渡しにいけないと怒るジュンに、篠塚しのづか英二えいじと森野もりの和義かずよしが『ほんとうに申し訳ない！』と手を合わせているスタンプで返しておく。

　同時にメッセージで、

『明日はバイトない』

『じゃあ朝からお邪魔していい？』

『おっけー。海戦しようず』

『面白おもしろい？』

『戦車とまた違った味わい』

『勝てるコツ教えてね経験者さん！』

　ジュンのちゃっかりとしたメッセージに、

「俺おれだって始めたばっかだっつーの」

　と苦笑を誘われる。

　すると──

「すっかりお元気そうで何よりです、中村なかむら先輩」

　一緒に休憩に入っていた琴吹ことぶき後輩が、テーブルの反対側から声をかけてきた。

　カイは一旦いつたん、バイトの後輩と話がある旨をジュンに断ってから、

「わかりますか？」

「先輩はすぐ顔に出るので」

「琴吹さんのおかげです。その節はお世話になりました」

「どういたしまして」

　琴吹は得意げに、むふーと勝ち誇った。

　その小生意気だけど、憎めない顔にも苦笑を誘われつつ、カイは思い出して言う。

「そういえば、お礼をしなければなりませんね」

　怜奈れいなの件で相談に乗ってもらい、王子先生プリＴの件で背中を押してもらった二回分、感謝を形にすると約束していた。

「何か美味おいしいものを食べにいくというのは、どうでしょうか？」

「それも悪くありませんが──」

　てっきり速攻で食いついてくると思っていたのに、琴吹は華奢きやしやな首を左右にした。

「──実は、観たい映画があります」

「わかりました。おつき合いしましょう」

「もちろん、先輩の奢おごりを期待しても？」

「もちろん、俺が奢りましょう」

「映画の後は、服を買いに行きたいのですが？　もちろん、買ってくれとまでは申しません」

「……わかりました。それもおつき合いしましょう」

　逡巡しゆんじゆんの後にカイは答える。

　女の買い物というのは、男にとってはとにかくつまらん。たとえジュンが相手でも、回避するようにしているくらいだ。

　しかし、今回は助けてもらったお礼なので、四の五の言わずにつき合うべきであろう。

「もちろん、服は先輩に見立ててもらっても？」

「それはもちろんというほど当然のことなのでしょうか!?」

「冗談です。しかし、男性の意見も参考にしたいのですが？」

「わかりました。ですが、俺のセンスに期待しないでください」

「それは楽しみですね」

　クスクスと意地悪に笑う琴吹。

　それから、

「買い物の後は、食事に行きたいのですが？」

　と言って、お目当てらしいお店のサイトをスマホで見せてくる。

　なんとまーオサレな感じなイタリアンである。一応はカジュアルに分類される店っぽいが、それでも高校生には充分敷居が高い。

「……お値段も張りそうですね」

「ここも割り勘でけっこうです」

「そういうことでしたら、おつき合いしましょう。お礼ですので」

「楽しみが増えました」

　またクスクスと、しかし今度は本当にうれしそうに笑う琴吹。

　後輩の可憐かれんな笑顔を眺めながら、カイはぼんやりと反芻はんすうする。

（二人で映画観に行って、琴吹さんの服を見立ててやって、オサレな晩飯に行って──）

　ふと気づいた。

「……なんだかデートみたいですね？」

「デートだったら何か問題が？」

「えっ」

　思わぬ返事に、カイはぎょっとさせられる。

「デートだったら何か問題が？」

　琴吹は重ねて訊たずねてきた。

　小悪魔めいた、挑発的な態度と表情だった。

　だけど、これは演技だ。こいつはクソザコメンタルだ。

　現に琴吹の目は、面白いほど左右に泳いでいた。

　こっちの返事を待つ間、可哀想かわいそうなほど肩がそわそわしていた。

　本人は隠しているつもりだろうが、バレバレだ。

　だから、カイは否応いやおうなく気づかされてしまう。

　これは決して冗談でも、からかっているのでもなく──ガチ。

　思わず悲鳴になって訊ねた。




「ウッッッソだろおまえって俺のこと好きだったの!?」


「えと、その、あの、あの…………………………ハイ」






　カイはもう石像みたいなぎこちない笑顔になって、心の中で絶叫する。

（俺たちただのバイト友達ですが!?）











あとがき









　毎日一緒に遊ぶ友達が美少女だったらそりゃ最高に可愛いでしょ。




　この真理に到達するまでウン十年かかりました。

　皆様、はじめまして。あるいはお久しぶりです、あわむら赤光あかみつです。

　今作「俺の女友達が最高に可愛い。」をお手にとってくださり、ありがとうございます。

　美少女との友情イチャイチャ満載の、ピュアフレンド・ラブコメディ、楽しんでいただけましたら幸いです！




　それでは謝辞に参ります。

　まずは「最高に可愛い女友達」に姿かたちを与え、具現化してくださいましたイラストレーターのｍｍｕ様。僕が当を得ていない構図案を最初に出してしまったにもかかわらず、最終的には素晴らしすぎる表紙イラストをご提案＆完成させてくださり、申し訳ないやらありがたいやらでいっぱいいっぱいですが、とにかく誠にありがとうございます!!

　担当編集のまいぞーさんには熱い山籠もり指導などなど、いつもお世話になっております。

　僕もデビュー十周年を通り越してしまいましたが、ＧＡ文庫の皆様には本当にずっーとお世話になりっ放しです。

　同期の鳥羽徹さんには今回もいろいろアドバイスをいただきました。「天才王子の赤字国家再生術　～そうだ、売国しよう～」の売り上げと一緒にぜひ爆発してください。




　そして、勿論、この本を手にとってくださった、読者の皆様、一人一人に。

　広島から最大級の愛を込めて。

　ありがとうございます！




　二巻でも皆様にお会いできますことを、切に願っております。昨今の情勢ですと、ガチでシャレになりませんので、切に……。
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